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設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

縮    尺
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胆 沢 第 二 発 電 所 建 屋
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設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

　２令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事

Ａ３版Ａ２版
図 面 内 容番 号

縮 尺

Ａ３版Ａ２版
図 面 内 容番 号

縮 尺

－

Ａ３版Ａ２版
図 面 内 容番 号

縮 尺

－タイトル表

1/141.40

1/141.40

増築・改修：特記仕様書　№６

増築・改修：配置図．附近見取図．敷地面積求積図

増築・改修：法令チェック図．各室床面積求積図

増築・改修：建物求積図．求積表

増築・改修：工事概要．外部仕上表

増築・改修：内部仕上表　№１

増築・改修：内部仕上表　№２

増築・改修：内部仕上表　№３

増築・改修：１階・２階・３階平面図

－

－

－

1/200

1/100

－

1/300

1/500
1/800

－

増築・改修：地下１階・地下中２階平面図

増築・改修：地下２階・地下３階平面図

増築・改修：地下４階平面図

増築・改修：屋根伏図．断面納まり図

増築・改修：立面図　№１

増築・改修：立面図　№２

増築・改修：断面図　№１

増築・改修：断面図　№２

増築・改修：断面図　№３

増築・改修：矩計図　№１

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/50 1/70.70

増築・改修：矩計図　№２ 1/50 1/70.70

－

－

1/141.40

1/141.40

1/141.40

1/141.40

1/141.40

1/141.40

1/141.40

1/282.80

1/424.20

1/707.00
1/1131.20

増築・改修：展開図　№１（雑品庫・荷卸室）

増築・改修：展開図　№２（雑品庫・荷卸室）

増築・改修：展開図　№３（１階事務室）

増築・改修：展開図　№４（２階事務室）

1/50

1/50

1/50

1/70.70

1/70.70

1/70.70

1/50 1/70.70

1/50 1/70.70増築・改修：地下１階・地下２階平面詳細図

1/100 1/141.40

増築・改修：展開図　№５（３階平面図） 1/50 1/70.70

1/50 1/70.70増築・改修：展開図　№６（地下１階・地下２階廊下）

増築・改修：２階・３階天井伏図 1/100 1/141.40

増築・改修：１階・地下１階・地下２階天井伏図

増築・改修：２階・３階平面詳細図 1/50 1/70.70

増築・改修：建具表　№３

増築・改修：建具表　№４

増築・改修：キッチン（湯沸コーナー）詳細図

増築・改修：ホイスト（テルハ）詳細図

増築・改修：点検フロアー（テルハ点検設備）詳細図

増築・改修：タラップ.背かご(テルハ点検設備)詳細図

1/50

1/50

1/20

1/20

1/30

1/20

1/28.28

1/28.28

1/28.28

1/42.42

1/70.70

1/70.70

増築・改修：１階・２階・３階建具符号図 1/100 1/141.40

1/100 1/141.40増築・改修：地下１階・地下中２階建具符号図

増築・改修：建具表　№１

増築・改修：建具表　№２

1/50

1/50

1/70.70

1/70.70

増築・改修：階段詳細図

増築・改修：雑詳細図　№１

増築・改修：雑詳細図　№２

増築・改修：雑詳細図　№３

増築・改修：外構平面図．部分断面図

1/20
1/50

1/5

1/30
1/100

1/5
1/10
1/20

1/7.07

1/7.07
1/14.14
1/28.28

1/28.28
1/70.70

1/42.42
1/141.40

増築・改修：１階平面詳細図　№２ 1/50 1/70.70

増築・改修：１階平面詳細図　№１ 1/50 1/70.70

1/50 1/70.70増築・改修：矩計図　№３

1/50 1/70.70増築・改修：矩計図　№４

1/10
1/300

1/14.14
1/424.20

1/100 1/141.40増築・改修：地下構造物と増築杭位置確認図

1/100 1/141.40

増築・改修：図面リスト　№１

増築・改修：図面リスト　№１

－

－

増築・改修：特記仕様書　№１

増築・改修：特記仕様書　№２

増築・改修：特記仕様書　№３

増築・改修：特記仕様書　№４

増築・改修：特記仕様書　№５

－

－

－

1/100

1/20
1/50

1/28.28
1/70.70
1/141.40

増築・改修：図面リスト　№１

増築・改修：図面リスト　№２

増築・改修：図面リスト　№３

1/50 1/70.70

1/30 1/42.42

1/30 1/42.42

1/30 1/42.42

増築・改修：エレベーター詳細図（１）

増築・改修：エレベーター詳細図（２）

1/30 1/42.42

増築・改修：エレベーター詳細図（３）

増築・改修：エレベーター詳細図（４）

増築・改修：エレベーター詳細図（７）

増築・改修：エレベーター詳細図（６）

増築・改修：エレベーター詳細図（５）

ＥＶ　１

　　　２

　　　３

　　　４

　　　５

　　　６

　　　７

　　　８

　　　９

　　１０

　　１１

　　１２

　　１３

　　１４

増築・改修：１階出入口乗場意匠図

増築・改修：地下１階・地下２階出入口乗場意匠図

1/2
1/6
1/30

1/2.82
1/8.48
1/42.42

増築・改修：インジケーター意匠図注意銘板意匠図

増築・改修：かご意匠図

1/2
1/6
1/30

1/2.82
1/8.48
1/42.42

増築・改修：一般用操作盤意匠図

1/2.821/2
1/3
1/20

1/4.34
1/28.28
1/2.821/2

1/4
1/5

1/5.65
1/7.07

増築・改修：車いす用操作盤意匠図

1/2
1/6

1/2.82
1/8.48

1/2
1/5

1/2.82
1/7.07

増築・改修：インターホン意匠図

1/30 1/42.42

1/1 1/1.41

－

Ａ５０

Ａ５１

Ａ５２

Ａ５３

Ａ５４

Ａ５５

Ａ５６

Ａ５７

Ａ５８

Ａ５９

Ａ６０

Ａ６１

Ａ４６

Ａ４７

Ａ４８

Ａ４９

Ａ３３

Ａ３４

Ａ３５

Ａ３７

Ａ３６

Ａ３８

Ａ３９

Ａ４０

Ａ４１

Ａ４２

Ａ４３

Ａ４４

Ａ４５

Ａ３２

Ａ　２

Ａ　３

Ａ　４

Ａ　５

Ａ　６

Ａ　７

Ａ　８

Ａ　９

Ａ１０

Ａ１１

Ａ１２

Ａ１３

Ａ１４

Ａ１５

Ａ２３

Ａ１７

Ａ１８

Ａ１９

Ａ２１

Ａ２２

Ａ２０

Ａ１６

Ａ２４

Ａ２５

Ａ２６

Ａ２７

Ａ２８

Ａ２９

Ａ３０

Ａ３１

Ａ　１

Ａ　０

　　１　
増

築
・

改
修

：
図

面
リ

ス
ト

　
№

１
・

1/50 1/70.71

【室外機上屋】

【室外機上屋】

増築・改修：配置図．平面図．面積表

増築・改修：正面図．側面図．屋根伏図

1/50
1/200

1/70.71
1/282.80

Ａ６２

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

Ａ６３

増築・改修：枠組本足場仮設計画配置図

増築・改修：エレベーター設置仮設計画図

増築・改修：地下１階・地下２階仮設計画図

　Ａ６３



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

　２令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事

Ａ３版Ａ２版
図 面 内 容番 号

縮 尺

Ａ３版Ａ２版
図 面 内 容番 号

縮 尺

Ａ３版Ａ２版
図 面 内 容番 号

縮 尺

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

　１７

　１８

　１５

　１６

１９－２

　２０

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

1/30 1/42.42

1/30 1/42.42

1/20 1/28.28

1/20 1/28.28

１９－１

　２１

　２２

　２３

　２４

－

1/100 1/141.40

1/50 1/70.70

1/30
1/50

1/42.42
1/70.70

1/100 1/141.40

－

－

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

1/20
1/50

1/28.28
1/70.70

1/50 1/70.70

1/20 1/28.28

1/10 1/14.14

－

－

－

－

－

【発電所】
増築・改修：特記仕様書

【発電所】
増築・改修：鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

【発電所】

【発電所】

【発電所】

【発電所】

【発電所】

【発電所】

【発電所】

【発電所】

【発電所】

【発電所】

【発電所】

【発電所】

【発電所】

【発電所】

【発電所】

【発電所】

【発電所】

【発電所】

【発電所】

【発電所】

増築・改修：鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

増築・改修：鉄骨構造基準図（１）

増築・改修：継手基準図

増築・改修：ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準図

　　　　　　ジャストベース（ＪＥⅡ形）
増築・改修：　　　　　　　　　柱脚工法設計施工標準図

増築・改修：鉄骨構造梁継手リスト表

　　　　　　マルチドリル工法併用
増築・改修：　　　　　　セメントミルク工法特記仕様書

増築・改修：基礎伏図

増築・改修：２階梁伏図

増築・改修：３階梁伏図

増築・改修：Ｒ階梁伏図

増築・改修：鉄骨軸組図　№１

増築・改修：鉄骨軸組図　№２

増築・改修：鉄骨軸組図　№３

増築・改修：ＲＣ部材リスト　№１

増築・改修：ＲＣ部材リスト　№２

増築・改修：柱リスト

増築・改修：大梁・小梁リスト

増築・改修：鉄骨詳細図

【発電所】
増築・改修：地質柱状図

【発電所】
増築・改修：既存壁．新設開口部工事要領

【エレベーター・ポーチ】
増築・改修：構造概要書・特記仕様書

【エレベーター・ポーチ】

【エレベーター・ポーチ】

【エレベーター・ポーチ】

【エレベーター・ポーチ】

【エレベーター・ポーチ】

【エレベーター・ポーチ】

【エレベーター・ポーチ】

【エレベーター・ポーチ】

【エレベーター・ポーチ】

【エレベーター・ポーチ】

【エレベーター・ポーチ】

【エレベーター・ポーチ】

【エレベーター・ポーチ】

増築・改修：特記仕様書

増築・改修：鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

増築・改修：鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

増築・改修：鉄骨構造基準図（１）

増築・改修：鉄骨構造基準図（２）

増築・改修：継手基準図

増築・改修：伏図

増築・改修：軸組図（１）

増築・改修：軸組図（２）

増築・改修：部材リスト（１）

増築・改修：部材リスト（２）．エレベーター鉄骨詳細図

増築・改修：ポーチ鉄骨詳細図

Ｓ　１

増築・改修：鉄骨構造基準図（２）

　１１

　　８

　　９

　　７

　１３

　１４

　１２

　　２

　　３

　　４

　　５

　　６

　１０

　１１

　　８

　　９

　　７

　１３

　１４

　１２

　　２

　　３

　　４

　　５

　　６

　１０

ＳＳ１
【発電所】
増築・改修：構造概要書・特記仕様書

増築・改修：図面リスト　№２

増築・改修：図面リスト　№２

　　２　
増

築
・

改
修

：
図

面
リ

ス
ト

　
№

２
・

　Ａ６３

増築・改修：ポーチ鉄骨部材リスト．Ｊointo詳細図



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

　２令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事

Ａ３版Ａ２版
図 面 内 容

縮 尺

Ａ３版Ａ２版
図 面 内 容番 号

縮 尺

Ａ３版Ａ２版
図 面 内 容番 号

縮 尺

　　２

　　３

　　４

　　５

　　６

　　７

Ｅ　１

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

－

－

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

1/30 1/42.42

増築・改修：電気設備工事　特記仕様書

増築・改修：【撤去】照明器具　参考姿図

－

撤去：電灯設備　１階平面図

番 号

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

撤去：電灯設備　地下１階・地下中２階平面図

撤去：電灯設備　地下２階・地下３階平面図

増築・改修：地下４階平面図

増築・改修：幹線・動力設備　１階・２階・３階平面図

－

　　８ 増築・改修：照明器具　参考姿図

　　９

　１０

　１１

　１２

　１３

　１４

　１５

　１６

　１７

　１８

　１９

　２０

　２１

増築・改修：電灯設備　１階・２階・３階平面図

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

1/100 1/141.40

増築・改修：電灯設備　地下１階・地下中２階平面図

増築・改修：電灯設備　地下２階・地下３階平面図

増築・改修：電灯設備　地下４階平面図

増築・改修：コンセント設備　１階・２階・３階平面図

増築・改修：コンセント設備　地下２階平面図

増築・改修：構内交換設備　特記仕様書

－

－

撤去・更新・増築：構内交換設備　１階・２階平面図

撤去・更新：構内交換設備　地下１階・地下中２階平面図

撤去・更新：構内交換設備　地下２階・地下３階平面図

撤去・更新：構内交換設備　地下４階平面図

増築・改修：ＥＶ電気・電気錠設備　１階平面図

増築・改修：火災報知器設備　１階・２階・３階平面図　

機械設備工事　特記仕様書

増築・改修：空調・換気設備　機器表

増築・改修：空調・換気設備　１階・２階・３階平面図

増築・改修：換気設備　地下２階平面図

増築・改修：給排水設備　１階平面図

既存・現況：空調設備　１階平面図

1/500 1/707.00増築・改修：配置図．附近見取図　　２

　　３

　　４

　　５

　　６

　　７

Ｍ　１

増築・改修：図面リスト　№３

増築・改修：図面リスト　№３

　　３　
増

築
・

改
修

：
図

面
リ

ス
ト

　
№

３
・

　Ａ６３



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

・

1 - 2

一　
　

般　
　

共　
　

通　
　

事　
　

項

２

仮　
　

設　
　

工　
　

事

・  設 け な い

１．監督員事務所

（規模、仕上げの程度、設備、並びに備品等の種類・数量等は現場説明書による）

※  設 け る

構内既存の施設２．工事用水

※  利 用 で き な い

・  利 用 で き る （  ※  有 償 　 ・  無 償 ）

構内既存の施設３．工事用電力

※  利 用 で き な い

・  利 用 で き る （  ※  有 償 　 ・  無 償 ）

使用させる。

４．足　場　等 ※定置する足場及び作業構台は、関連工事等の関係請負者に無償で

※足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン」について」

( 厚 生 労 働 省 　 平 成 2 1 年 4 月 2 4 日 ) の 「 （ 別 紙 ） 手 す り 先 行 工 法 等 に 関 す る

ガイドライン」に基づき、足場の組立、解体、変更の作業時及び使用時には

常時、すべての作業床について手すり、中桟及び幅木の機能を有するものを

設置しなければならない。

濃度測定

９．化学物質の ※適用する

測定対象化学物質

・

測定方法　　・パッシブ型採取機器による　・　　

測定対象室及び測定箇所　　・仕上表による　・　　

工事完成時に完成写真を撮影し、監督職員に提出する

撮影箇所及び提出サイズ、仕様

※監督員の指示による　・　　　

施工計画書

施工図及び施工計画書の提出について

工事施工図の描き方（平成元年版）」に準ずるものとする。

に限り発注者に移譲するものとする。

（ 1 ） 施 工 図 の 記 載 内 容 及 び 記 載 水 準 は 、 建 設 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 建 築 ・ 設 備

（ 2 ） 本 工 事 に 係 る 施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 の 著 作 者 の 権 利 は 、 当 該 建 物 に お け る 使 用

（ 3 ） 提 出 部 数 は 、 監 督 員 の 指 示 に よ る 。

工事完成時の提出図書
提出図書

1 1 . 完 成時の

保全に関する資料の提出（　　）部

提出仕様（・紙ベース　・電子データ　・　　　）

完成図の提出（　　）部

・中間技術検査 実 施 回 数 （ 　 　 ） 回

実施する段階（　　　　　　　　）

取合い

施工範囲

・  図 示 し た 壁 、 天 井 の 仕 上 材 、 下 地 材 の 切 り 込 み 及 び 下 地 材 の 補 強

・  駆 動 装 置 が 電 動 に よ る 建 具 類 の ２ 次 配 線 及 び 操 作 ス イ ッ チ

・  自 動 閉 鎖 装 置 取 付 け の 箇 所 の 切 り 込 み 及 び 補 強

・  他 指 示 す る と こ ろ

施工図

設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して、監督員の承諾を受ける。

・  な し ・  あ り本工事完成　　年後の経年検査

３ 材料及び工法 （施工箇所は図示による）

Ⅰ ． 工 　 事 　 概 　 要

章 項　　　　目

１． 適  用  基  準

特　　　　記　　　　事　　　　項

よる。

・ 営 繕 工 事 写 真 撮 影 要 領 （ 最 新 版 ）

１

各　
　

章　
　

共　
　

通　
　

事　
　

項

２．工事実績情報

システムへの登録

３．工事の記録等

・現場説明書による　　・　　

「 営 繕 工 事 写 真 撮 影 要 領 （ 最 新 版 ） に よ る 工 事 写 真 撮 影 ガ イ ド ブ ッ ク 　 建 築

・ 標 準 仕 様 書 1 . 2 . 4 （ 4 ） に よ り 整 備 す る 工 事 写 真 に つ い て は 次 に よ る

工 事 編 及 び 解 体 工 事 編 　 最 新 版 」 国土交通大臣官房官庁営繕部監修

報告による書式等

４.施工管理技術者等

５ ． 施  工  条  件

６ ．発  生  材  の

処　理　等

・特別管理産業廃棄物の種類及び処理方法

・現場説明書による　　・　　

・現場説明書による　　・　　

・発注者に引渡しを要するもの

・現場説明書による　　・　　

含む）に搬入される産業廃棄物については、岩手県産業廃棄物税が課税されるので

適正に処理すること。

・本工事で発生する建設廃棄物のうち、岩手県内の最終処分場（中間処理施設経由を

・※ 標 準 仕様 書 1 . 3 . 5 ( 1 ) 以 外 の 施 工 条 件 につ い て は 、 現 場 説 明 書に よ る

施工管理技術者

※施工管理技術者は、工事に相応した能力を有するものとし、資格等の能力を証明する

資料を提出する。

電気保安技術者 ※  適 用 す る

７．材料の品質等

（ 1 ） 本 工 事 に 使 用 す る 材 料 は 、 設 計 図 書 に 定 め る 品 質 及 び 性 能 の ほ か 、 通 常 有 す べ き

品質及び性能を有するものとする。

（ 2 ） 備 考 欄 等 に 商 品 名 が 記 載 さ れ た 材 料 は 、 当 該 商 品 又 は 同 等 品 を 使 用 す る も の と し

同等品を使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

（ 3 ） 標 準 仕 様 書 に 記 載 さ れ て い な い 特 別 な 材 料 の 工 法 に つ い て は 、 材 料 製 造 所 の 指 定

する工法とする。
８．技　能　士

適用工事種別 職　種 技能検定の作業の種別

Ⅱ． 建  築  工  事  仕  様

「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（最新版）」（以下「標仕」という。）及び「公共建築

改修工事標準仕様書（建築工事編）（最新版）」（以下「改修標準仕様書」という。）による。

・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・ 印 と ※ 印 の 付 い た 場 合 は 、 共 に 適 用 す る 。

（３）特記仕様書に記載の（　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４） Ｇ

（１）項目は、番号に　印のついたものを適用する。

（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

２． 特  記  仕  様

印は、「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」に基づく「環境物品等の調達の推

進に関する基本方針（令和４年２月閣議決定）」に定める判断の基準を満たす物品を示す。

図面、本特記仕様書、標準仕様書及び改修標準仕様書に記載のない事項は次の基準に

・ 建 築 物 解 体 工 事 共 通 仕 様 書 （ 最 新 版 ） 　 　 　 　 国 土 交 通 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部

国土交通大臣官房官庁営繕部

・ 建 築 工 事 標 準 詳 細 図 （ 最 新 版 ） 　 　 　 　 　 　 　 国 土 交 通 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部

( 1 . 1 . 4 )

( 1 . 2 . 4 )

（ 1 . 3 . 2 ）

( 1 . 3 . 3 )

( 1 . 3 . 5 )

( 1 . 3 . 1 1 )

( 1 . 4 . 2 )

( 1 . 5 . 2 )

パ ネ ル の 相 互 の 接 合 部 に 挿 入 す る 耐 火 目 地 材

・図示による　　・　　

・外壁パネル構法、屋根及び床パネル構法

耐風圧性能（　　　　　）

耐震性能　（　　　　　）

・間仕切壁パネル構法

耐震性能　（　　　　　）

パ ネ ル の 最 小 幅 　 　 ※ 3 0 0 以 上

パネルの短辺小口相互の接合部、出隅及び入隅のパネル接合部並びにパネルと

※ 1 0 ～ 2 0

他部材との取り合い部の伸縮目地の目地幅（㎜）

・図示による

伸縮目地への耐火目地材の充填

・適用する ・適用しない

４．押出し成形

セメント板
パネルの種類

表   面   形   状

・  外 壁 パ ネ ル

・  間 仕 切 壁 パ ネ ル

種　類

・  Ａ 種

・  Ｂ 種

・  Ｂ 種

・  Ｃ 種

工法種別厚  さ  （ ㎜ )

・  5 0 ・  6 0

・  5 0

・  6 0

・  5 0

・  5 0

・  6 0

・  6 0

・  6 0

・  6 0

・ Ｆ  フ ラ ッ ト パ ネ ル

・ Ｄ  デ ザ イ ン パ ネ ル ( 図 示 )

・ Т  タ イ ル ベ ー ス パ ネ ル

・ Ｆ  フ ラ ッ ト パ ネ ル

・ Ｄ  デ ザ イ ン パ ネ ル ( 図 示 )

・ Т  タ イ ル ベ ー ス パ ネ ル

・ 外 壁 パ ネ ル の 工 法 耐風圧性能　（　　　　　　　　　　　）

耐震性能　　（　　　　　　　　　　　）

・ 間 仕 切 パ ネ ル 工 法 耐震性能　　（　　　　　　　　　　　）

パ ネ ル の 最 小 幅 　 　 ※ 3 0 0 以 上 ・

※  パ ネ ル 製 造 所 の 仕 様

耐火構造以外の目地、隙間の処理

・

パ ネ ル 相 互 の 目 地 幅 ( ㎜ )

長編の目地幅 ・１０以上　・図示による

短辺の目地幅 ・１５以上　・図示による

出 隅 、 入 隅 部 の 伸 縮 目 地 の 目 地 幅 ( ㎜ )

やむを得ず開口を設ける場合のパネル開口寸法等の限度

・  図 示 に よ る 　 ・ 　 　

９

防 
 

　
　

水 
 

　
　

工 
 

　
　

事

防　水

１．アスファルト
屋根保護防水

・ A - 1

・ A - 2

・ B - 1

・ B - 2

・ A I - 1

・ A I - 2

・ B I - 1

・ B I - 2

・ A I - 3

・ A - 3

種　別

防水層の種類

立上り部への絶縁シートの設置　　・適用する　・適用しない

屋根露出防水

防水層の種類

種　別

・ D - 1

・ D - 2

・ D I - 2

・ D I - 1

防水層の種類

種　別

・E-1

屋内防水

・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内側の

適用箇所（部位・部分）

備考

（6 . 2 . 5）（表 6. 2 . 4 ）

（ 6 . 2 . 5 ）（表 6 . 2 . 5）

（ 7 . 8 . 2 ）

（ 表 1 8 . 3 . 1 ）

（ 7 . 9 . 2 ～ 7 . 9 . 8 ）

( 8 . 2 . 2 )

（ 8 . 2 . 3 ）

( 8 . 4 . 2 )

（ 8 . 4 . 3 ） （ 8 . 4 . 5 ）

（ 8 . 4 . 3 ） （ 8 . 4 . 4 ） （ 8 . 4 . 5 ）

（ 8 . 4 . 3 ） （ 8 . 4 . 4 ）

（ 8 . 4 . 3 ） （ 8 . 4 . 4 ）

（ 8 . 5 . 3 ）

（ 8 . 5 . 4 ）

（ 8 . 5 . 4 ）

（ 8 . 5 . 4 ）

（ 8 . 5 . 4 ）

（ 8 . 5 . 4 ）

 ( 8 . 5 . 5 )

（ 8 . 5 . 3 ）

（ 8 . 5 . 3 ）

（ 8 . 5 . 3 ）

（ 8 . 5 . 3 ）

施工箇所

押え

断熱材 絶縁用シート
立上り部の

保護

※ポリエチレンフィルム

厚さ0.15ｍｍ以上

※フラットヤーンクロス

70ｇ/㎡程度

Ｇ

・

・  ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ

・  乾 式

保護材

・

又はフラットヤーンクロス

70ｇ/㎡程度

・

（材質）
※ JIS A 9521に基づく押出法

　 ポリスチレンフォーム断熱材

　 熱材３種ｂA（スキン層付き）

（厚さ）・25mm ・　

施工箇所 断熱材 Ｇ
仕上塗料

種類 使用量 の適用 Ｇ

・

・

・（ 厚 さ ） ・ 2 5 m m  

※ 図示( 種 類 ）

発泡プラスチック断熱材とする

（材質）※JIS A 95 21に基づく

・

・

の仕様
による

・製造所

・

の仕様
による

・製造所

・

高日射反射率防水

（9.2.3）（表9.2.9）

施　工　箇　所 種　別 施　工　箇　所

・E-2

コ 

ン 

ク 

リ 

ー 

ト 

工 

事

６

適　用　箇　所 種　　別

コンクリート仕上りの平たんさの種別

・ a  種

・ b  種

・ c  種

１．コンクリート 合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上

の仕上り

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

適　用　箇　所 種　　別

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

鉄 

骨 

工 

事

７

1 ． 錆 止 め 塗 装 塗料の範囲

耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

・図示による　　・　

耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

・図示による

下記以外の塗料の種別は、標準仕様書１８章による

錆 止 め の 塗 料 の 種 別

※Ａ種　　・Ｂ種

・耐火被覆が接着する面の種別

・　

2 ． 耐 火 被 覆 材

・耐火塗料

・ラス張り

モルタル塗り

・耐火材巻付け

・高断熱

ロックウール

・

・耐火板張り

・

・繊維混入けい酸

カルシウム板

・半乾式吹付け

ロックウール

ロックウール

・乾式吹付け

・湿式
ロックウール

・

・

耐火性能（時間）材料・工法種　　類

―

・耐火材吹付け

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
セ
メ
ン
ト
板
工
事

８

・

・空洞ブロック　C(16)

・空洞ブロック　D(20)

ートブロック造

１．補強コンクリ

モジュール呼び
（㎜）

・有・無

・有・無

・有・無

長さ 高さ

断面形状及び 正味厚さ

（ｍｍ）

化粧の
有無

適用箇所

モルタルの調合（容積比）

材料

圧 縮 強 さ に よ る 区 分

( 1 . 5 . 9 )

（ 1 . 6 . 2 ）

（ 1 . 7 . 1 ～ 1 . 7 . 3 ） （ 表 1 . 7 . 1 ）

( 1 . 2 . 2 ) ( 1 . 2 . 3 )

( 2 . 3 . 1 )

( 2 . 2 . 4 )

( 3 . 2 . 3 ) （ 表 3 . 2 . 1 ）

寸法

防　止

４

・適用しない

地 

業 

工 

事

５

鉄 

筋 

工 

事

・図示による

（ ・ ポ リ エ チ レ ン フ ィ ル ム 厚 さ 0 . 1 5 ｍ ｍ 以 上 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

鉄筋には、点付け溶接を行わない。また、アークストライクを起こしてはならない。

左官工事

金属工事

石　工　事 石材施工

タイル工事 タイル張り

木　工　事

屋根・とい工事
建築板金

 建 築 大 工

スレート施工

左　官

内装仕上げ施工

塗装工事

建具工事

サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

カーテンウォール施工カーテンウォール工事

塗　装

排水工事

内装工事
内装仕上げ施工

表　装

配　管

舗装工事

植栽工事

路面標示施工

造　園

低騒音型、低振動型建設機械指定要項に基づき指定された建設機械を使用する。４．騒音振動の

土　
　

工　
　

事

盛　土 ※標 準 仕 様 書  表 3 . 2 . 1 に よ る 　　 ・ 　　

・Ｂ種

・Ａ種　

・Ｃ種（土質：　　　　受渡場所：　　　　　）

・Ｄ種

Ｄ種の場合　品質：細粒分（74μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする

※  構 外 搬 出 適 切 処 理

・  構 内 指 定 場 所 に 敷 均 し

・  構 内 指 定 場 所 に 堆 積

・  構 外 指 定 場 所 に 処 分 （搬出調書等を提出する）

２．建設発生土

の処理

鋼や板等の撤去後の処理３．山　留　め

山留の存置 ・行う（存置範囲等　※図示）

・行わない

※ 直 ち に 砂 等 で 充 填 す る 　 　

鉄筋工事

仮設工事

コンクリート工事

と　び

型枠施工

鉄筋施工

コンクリート圧送施工

・  鉄 筋 組 立 て 作 業

鉄　工 ・構造物鉄工作業

ブロック建築 ・コンクリートブロック工事作業コンクリートブロック

鉄骨工事

ント板工事

A L C パ ネ ル 、 押 出 成形 セ メ エーエルシーパネル
施工

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

防水工事 防水施工

ブ ロ ック の 区 分が A （ 0 8 ） 、 B （ 1 2 ） 、 C （ 1 6 ） の 場 合で 、 目 地幅 が 1 0 ㎜ 程度 の 場 合

（ 8 . 2 . 5 ）

（ 8 . 2 . 7 ）

上記以外の場合　・　　

目地の仕上げ　　・押し目地仕上　・化粧目地仕上

各部の配筋

※標 準仕 様書 　表 8 . 2 . 1 によ る

・  図 示 に よ る ・

・

立上り部防水層保護方法 ・・  乾 式 保 護 材 　 ・  コ ン ク リ ー ト 押 え 　

屋上排水溝　　・設けない　　・設ける（図示）

断熱材の張りじまい位置 ※図示による

屋上露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレイン回り及び立上り部周辺の

平 場 の 保 護 コ ン ク リ ー ト の 厚 さ 　 　 こ て 仕 上 げ 　 ※ 水 下 8 0 m m 以 上 　 　・

・床 タ イ ル貼 　 ※ 水下 6 0 m m 以 上

・ A S - T 3

防水層の種類

・ A S I - T 1

・ A S I - J 1

・ A S - T 1

・ A S - T 2

種　別

ルトシート防水

２．改質アスファ

・ A S - J 1

・ A S - T 4

施工箇所

発泡プラスチック断熱材とする
（材質）※JIS A 9521に基づく

( 種 類 ） ※ 図示

断熱材

・設ける

製造所の仕様による)

・設けない

防湿用シート

(改質アスファルト製

仕上塗料

種　類 使用量

・

（ 厚 さ ） ・ 2 5 m m  ・

( 9 . 2 . 5 )

（ 9 . 2 . 5 ）

( 9 . 2 . 5 )

・改質アスファル

トシートの製造

所の仕様

・

保護層

押さえ金物の材質、形状寸法

※  アル ミ ニウ ム製 、Ｌ－ 3 0 × 1 5 × 2 . 0 程度 ・

立上り部の保護工法

・　乾式保護材（材料：　　　　　　　　）

・　コンクリート押え

・　モルタル押え（屋内等）

・　レンガ押え（材料等図示による）

防水層の下地モルタル塗り

・適用する（施工範囲　・図示　・　　　）

・適用しない

防水層下地、立上りコンクリート打放し仕上げの種類

・ B 種 　 　 ・ 　 　

・設ける（図示） ・設けない

（9.2.2）

 ( 9 . 2 . 2 )

( 9 . 2 . 4 )

( 9 . 2 . 4 )

ブロ ッ ク の区 分 が A （ 0 8 ） 、 B （ 1 2 ） 、 C （ 1 6 ）の 場 合 で、 目 地 幅 が 1 0 ㎜ 程 度 の場 合

※標 準仕 様書 　 表 8 . 2 . 1 に よる

鉄 筋 の 継 手 、 定 着 及 び 末 端 部 の 折 り 曲 げ 形 状

上記以外の場合　・　　

・図示による ・

各部の配筋 ・  図 示 に よ る ・

パネルの種類３．ＡＬＣパネル

・  外 壁 パ ネ ル

・  外 壁 パ ネ ル

・  間 仕 切 壁 パ ネ ル

（意匠パネル）

（平パネル）

種      　 類
単 位 荷 重  

（ Ｎ / ㎡ ）
厚   さ  
（ m m ）

長　さ

（ m m ）

・  屋 根 パ ネ ル

・  床 パ ネ ル

耐火性能

・ 1 0 0

・

・ 1 0 0

・

・ 1 0 0

・

・ 1 0 0

・

・ 1 0 0

・

有 （ 1 ） 時 間

有 （ 1 ） 時 間

・ 有 （ 1 ） 時 間

・無

有（ 0 . 5 ）時 間

有（    ）時 間

（ 4 . 6 . 5 ）

（ 5 . 3 . 1 ）

（ 8 . 3 . 4 ）

（ 8 . 3 . 4 ）

工法種別

・  Ａ種  ・  Ｂ種  

・  Ａ 種  ・  Ｂ 種  

・  Ｃ 種  ・  Ｄ 種  

・  Ｅ 種  

・  Ｆ 種  

・  Ｆ 種  

まぐさを受ける開口部両端のブロックにおいて、モルタル又はコンクリートで

備考

・

モルタルの調合（容積比）

( 8 . 3 . 2 ) （ 表 8 . 3 . 1 ）

（ 8 . 2 . 8 ）

（ 8 . 3 . 3 ）

充填するブロックの範囲

２．コンクリート

ブロック帳壁

及び塀

材料

・空洞ブロック　C(16)

モジュール呼び
寸法 （㎜）

・有・無

・有・無

・有・無

長さ 高さ

正味厚さ

（ｍｍ）

化粧の
有無

適用箇所

・
・120

・150

※表8.3.1

※塀

断面形状及び
圧 縮 強 さ に よ る 区 分

・図示による ・( 3 . 2 . 5 )

（ 3 . 3 . 3 ）

Ｒ 4 . 3

・ 現 場 に お い て 再 利 用 を 図 る も の 及 び 再 資 源 化 を 図 る も の

・

測 定 時 期 　 　 ・ 現 場 説 明 書 に よ る 　

　 　 施 工 範 囲 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 4 . 6 . 5 ）

※適用する

下記以外は構造関係特記仕様書による。

下記以外は構造関係特記仕様書による。

下記以外は構造関係特記仕様書による。

下記以外は構造関係特記仕様書による。

提出仕様（・紙ベース　・電子データ　・　　　）

※ 標準 仕様書 1 . 7 . 2 及び 1 . 7 . 3 に よる　 ・　 　

・  図 示 し た 貫 通 孔 、 開 口 部 の 型 枠 及 び そ れ ら の 補 強

※  1 5 程 度 （ シ ー リ ン グ 材 を 充 填 ） 　 ・ 図 示 に よ る

 ( 8 . 5 . 2 ～ 8 . 5 . 4 ) ( 表 8 . 5 . 1 ) ( 表 8 . 5 . 2 )

( 9 . 2 . 2 ) ( 9 . 2 . 3 ) ( 表 9 . 2 . 3 ～ 9 . 2 . 6 )

( 9 . 2 . 2 ) ( 9 . 2 . 3 ) ( 表 9 . 2 . 7 ～ 9 . 2 . 8 )

( 9 . 3 . 2 ) ( 9 . 3 . 3 ) ( 表 9 . 3 . 1 ～ 9 . 3 . 3 )( 8 . 4 . 2 ～ 8 . 4 . 5 ) ( 表 8 . 4 . 2 ～ 8 . 4 . 4 )

Ｇ

※標準仕様書 7 . 8 . 2 （ 1 ）による

１ ． 共  通  仕  様

図面、特記仕様書及び現場説明事項に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・とび作業

・型枠工事作業

・コンクリート圧送工事作業

・エーエルシーパネル工事作業

・アスファルト防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・セメント系防水工事作業

・シーリング防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・ＦＲＰ防水工事作業

・石張り作業

・タイル張り作業

・大工工事作業

・内外装板金作業

・ ス レ ー ト 工 事 作 業

・ 鋼 製 下 地 工 事 作 業

・左官作業

・ビル用サッシ施工作業

・ガラス工事作業

・ 自 動 ド ア 施 工 作 業

・金属製カーテンウォール工事作業

・建築塗装作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・カーペット系床仕上げ工事作業

・ボード仕上げ工事作業

・壁装作業

・建築配管作業

・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・溶融ペイントマシンマーカー工事作業

・造園工事作業

1 0 . 技術検査

1 3 ． 完 成 写 真

1 2 ． 施工 図 及 び

1 5 ． 経  年  検  査

1 4 ． 設 備 工 事 と の

１．埋戻し及び

1 ． 床 下 防湿 層

1 ． 加 工 及 び 組 立 て

２

・ 適 用 す る

胆沢第二発電所建屋増築工事

２．敷地面積　　５，８７８．０７　㎡
・ ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 　 ・ ト ル エ ン 　 ・ キ シ レ ン 　 ・ エ チ ル ベ ン ゼ ン 　 ・ ス チ レ ン

パ ラ ジ ロ ロ ベ ン ゼ ン

・材料、工法等

0.5時間石コウボードア12.5

特記仕様書　№１

特
記
仕

様
書
　
№

１
　
・

令和７ ２

４

１．工事場所　　岩手県奥州市胆沢若柳字門ヶ城６－１

　 　 　 　 　 　 　 　 増 築 部 分 ： 鉄 骨 造 ､ 地 上 ３ 階 建 ､ 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ､ 地 下 ２ 階 建 ｡ 延 べ 面 積 ： ３ ６ ９ . ７ ５ ㎡

３．工事規模　　既存改修部分：鉄筋コンクリート造 ､地上１階､ 地下４階建 ｡延べ面積：８９９ .２５㎡

工事名　　　胆沢第二発電所建屋増築工事　　特記仕様書

Ａ６３

４．工事範囲　　増築改修建築工事一式（建屋・エレベーター・ポーチ・室外機上屋）、

　　　　　　　　増築改修電気設備工事一式、増築改修機械設備工事一式、

　　　　　　　　既存建屋照明器具ＬＥＤ化更新工事一式、構内電話機更新工事一式、

　 　 　 　 　 　 　 　 外 構 工 事 一 式 。



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

Ｒ 4 . 3

9 - 2

防 
 

　
　

水 
 

　
　

工 
 

　
　

事

３ ． 合 成 高 分 子 系

ルーフィング

シ ー ト 防 水

改 質 ア ス フ ァ ル ト シ ー ト の 種 類 及 び 厚 さ

※ 標 準 仕 様 書 表 9 . 3 . 1 ～ 9 . 3 . 3 に よ る

・

( 表 9 . 4 . 1 ～ 2 )

（ 9 . 3 . 2 ）

（ 9 . 4 . 2 ～ 4 )

1 0 - 2

石　
　

工　
　

事

断 熱 材種 　 別 施工箇所
シートの材質

可塑剤移行防止

防 水 層 の 種 別

Ｇ

種類

仕上塗料

歩行の仕様

使 用 量

・ S - F 1

・ S I - F 1

・ S I - F 2

・ S I - M 1

・ S I - M 2

・ S - F 2

・ S - M 1

・ S - M 2

・

・

・

・

※製造所の

仕様による

※ 非歩行用

・ 軽歩行用

・ 軽歩行用
・ 非歩行用

※ 非歩行用

・ 軽歩行用

※製造所の

仕様による

・ 軽歩行用
・ 非歩行用

※製造所の

仕様による

※製造所の

仕様による

(種類）・

※標準仕様書9.4.2(3)

(エ)(ｂ）による

（厚さ）・　　mm 

※標準仕様書9.4.2(3）

(エ)(a）による

(種類）・

（厚さ）・　　mm 

※発泡ポリエチレン
シート

・

防 水 層 の種 別 ( 屋 内防 水 ） ( 9 . 4 . 2 ～ 4 ) ( 表 9 . 4 . 3 )

※ 7 ㎜以下

・ 　 m m

立上り部の保護モル タル

塗り厚さ

保　護　層

平場のモルタル塗り施工箇所

・ S - C 1

種　　別

塗り厚 工法

・ 　 m m
・ 床 塗 り

・下地モルタル塗り

塗膜防水の種別

固定金具の材質及び形状

( 9 . 5 . 3 ) ( 表 9 . 5 . 1 ～ 2 )

※ 厚 さ 0 . 4 ㎜ 以 上の 防 錆 処理 し た 鋼板 、 ス テン レ ス 鋼板 又 は それ ら の 鋼板 の
片面及び両面に樹脂を積層加工したもの

・行う（・図示　・　　　　　　）

・

・設置する　・設置しない

・行わない

接着工法においてＰＣコンクリート部材下地の目地処理

ＰＣ コン クリ ート (Ｓ -Ｆ 1 、Ｓ Ｉ - Ｆ 1 の場 合） 下地 の入 隅部 の増 張り

・ 行う ( ・ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ） ・行わない

機 械 式 固 定 工 法 の 場 合 の 一 般 部 の ル ー フ ィ ン グ シ ー ト の 張 付 け

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

・ 図 示 に よ る 　 　・

（9 . 4 . 2 ）

（ 表 9 . 4 . 2 ）

（ 9 . 4 . 4 ）

（ 9 . 4 . 4 ）

（ 9 . 4 . 4 ）

※製造所の仕様による

※製造所の仕様による

使 用 量

・

・

保護層
仕上塗料

種 　 類

・ 

・ 

種 　　  別 施工箇所

・  Ｙ －２

・  Ｘ－ ２

・  Ｙ－ １

・  Ｘ－１

・

・
・  屋内防 水

・  地 下 外壁 防 水

・適用する

・ 適 用 し な い

 ( 9 . 6 . 1 ～ 3 ) ( 表 9 . 6 . 1 )

施工箇所種別

・ C - S U P

施工箇所
塗布防水

５．ケイ酸質系

種別

防水の種別

・C - S U I

 ( 9 . 2 . 3 ) ( 9 . 3 . 3 ) （ 9 . 5 . 3 ）

下地処理　コンクリートの打ち継ぎ箇所の処理

防水種別

A S I - T 1  A S I - J 1
A S - T 3  A S - T 4

D - 1  D - 2   

D I - 1  D I - 2

７．シーリング

６ .脱 気装 置

※  ア ス フ ァ ルト ル ー フ ィ ング 類

脱 気 装 置 の 種 類

・

※  防水 材 の 主 材 料の 製 造 所 の

仕 様 に よ る
・ ・

及 び シ ー ト 製 造 所 の 仕 様 に よ る 　

・

※  防 水材 の 主 材 料の 製 造 所 の

仕 様 に よ る

※  ア ス ファ ル ト ル ー フィ ン グ 類

及 び シ ー ト 製 造 所 の 仕 様 に よ る

設 置  数  量

Ｘ- 1

シ ー リ ン グ 材 の 種 類 、 施 工 箇 所

下 表以 外は 、 標準 仕様 書 （表 9 . 7 . 1 ）） によ る 。但 し、 外 壁タ イ ル 接 着剤 張 り の 場合 の

シ ーリ ン グ材 は 1 1 章 に 、カ ー テン ウ ォー ルの 場 合の シ ーリ ン グは 1 7 章に よ る。

 ( 9 . 7 . 2 ) ( 表 9 . 7 . 1 ）

種         類    ( 記  号 )施    工    箇    所

 ( 9 . 7 . 3 )

左　記　以　外

・

・

※ 1 0 m m 以 上

※ 1 0 m m 以 上

( 9 . 7 . 5 )

ガ ラ ス 回 り
目　地

※ 5 m m 以 上

※ 5 m m 以 上

・

・

シーリング材の目地寸法

接着性試験

幅    ( ㎜ )

深  さ ( ㎜ )

箇　   所
コンクリート打継ぎ目地

ひび割れ誘発目地

・※ 2 0 m m 以 上

※ 1 0 m m 以 上 ・

※  簡易 接 着性 試 験

・  引張接 着性 試験 (部 位 )

※提出する　　・提出しない８ . 防水 施 工 保 証 書

1 0

石　
　

工　
　

事

１．施　工

２．石　材

( 1 0 . 1 . 3 )

( 1 0 . 1 . 3 )粗面仕上げののみ込み部分の仕上げ　　・  標準仕様書 0 . 1 . 3 ( 2 ) ( ア ) による

※ 専 門 工 事 業 者 の 指 定 す る 製 品 　 ・

・

石裏面処理剤、裏打ち処理剤、金物の固定に使用する充填材料
取り付用モルタル、既調合の目地用モルタル、浸透性吸水防止剤、 （ 1 0 . 2 . 3 ）

石材の割付　　※標準仕様書 1 0 . 1 . 3 ( 1 ) ( ア ) ( イ ) による　・ 図示による

天然石

施工箇所

・床石

・

・一等品　※2等品

石材の種類 品　　質 形状・寸法(mm)

・

※正方形に近い
矩形（1枚の面積

・

備　考表面仕上げ

( 1 0 . 2 . 1 ) ( 表 1 0 . 2 . 1 ～ 2 )

厚さ(mm)

・ ・

施工箇所

テラゾーブロック

・平もの

・役もの

形状 仕上面種石の大きさ（mm）種石の種類

※1.5～12.0

・

・片面

・両面

が0.8㎡以下）

※大理石

・花こう岩

( 1 0 . 2 . 1 ) ( 表 1 0 . 2 . 2 )

表面仕上げ寸法

・

見本焼き

試験張り ・  行う　 　 ・  行 わな い

・  行う　 　 ・  行 わな い

内装壁タイル接着剤のホルムアルデヒド放散量 ※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆

張り

タイルの種類、寸法３ . 有機 系 接着 剤

によるタイル
形状

寸法

( ㎜)

施工箇所 種類
Ⅱ

類
Ⅰ

類

吸水率による区分

Ｇ

再生材

の適用

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・・

うわぐすり

無

釉

施

釉

Ⅲ

類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

標

準
無

役　物

有

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・・・

耐凍害性

無
備考

耐
滑
り
性有

特

注

色

壁タイル張りの工法

内外装タイル　　・密着張り　・改良圧着張り

内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　・モザイクタイル張り

タ 
 

　

イ 
 

　

ル 
 

　

工 
 

　

事

見本焼き

試験張り ・  行う 　 　・  行 わな い

・  行う 　 　・  行 わな い

・現場調合モルタル　・既調合モルタル張付けモルタル

下地モルタル塗りのコンクリート素地面の下地処理方法

・目荒し工法　　・ＭＣＲ工法

２. ｾ ﾒ ﾝ ﾄ ﾓ ﾙ ﾀ ﾙ によ る タ イ ル の 種 類 、 寸 法

ｾ ﾗ ﾐ ｯ ｸ ﾀ ｲ ﾙ 張 り

施工箇所 種類 Ⅲ

類

Ⅱ

類
Ⅰ

類

吸水率による区分

Ｇ

再生材

の適用

形 状

寸法

(㎜ )

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

役　物

有

うわぐすり

無

釉

施

釉

・

・

・

・

・・

・

・

・

・

・ ・ ・

・

・

・

・

・

・

・ ・・・・

・

・

・

・

・

・

備考

耐
滑
り
性

耐凍害性

無有
標

準
無

特

注

色

・・ ・・・・

誘発目地
及 び ひ び 割 れ

１ ． 伸 縮 調 整 目 地1 1
※ 標 準 仕 様 書 表 9 . 7 . 3 に よ る 　 　 　 ・ 図 示

目 地 一般目地

あ と 施 工 ア ン カ ー の 材 質 及 び 寸 法 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

目地 幅 　 　 ※ 6 ｍ ｍ 以 上　 ・

伸 縮 調 整 目 地

吊 金 物 及 び 仮 称 吊 ボ ル ト ・ 設 け る （ ※ 図 示 ） 　 　 ・ 設 け な い

位置　※床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合6ｍごと、他の部材と取合う箇所

・図示

・

石 張 り

乾 式 工法 の 場 合の 取 付 け代 　 　 ・ 7 0 ｍ ｍ 程 度 ・

７ . 笠木 、 甲板 等 の

等 の 石 張 り

８ . ア ー チ、 上 げ裏

石 材 の 厚 さ

石 裏 面 処 理

裏 打 ち 処 理

・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い

石 材 の 厚 さ

取 付 け 工 法 　

・ 　 　 　 ｍ ｍ 　 　

取 付 け 金 物 、 フ ァ ス ナ ー の 方 式

・ 　 内 壁 空 積 工 法 　 ・ 乾 式 工 法

あ と 施 工 ア ン カ ー の 材 質 及 び 寸 法 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

シーリング材　　・適用する　・適用しない

伸 縮 調 整 目 地 ・ 図 示

・適用する　　・適用しない

・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い

取 付 け 工 法

取 付 け 金 物 、 フ ァ ス ナ ー の 方 式

石 裏 の 補 強 用 モ ル タ ル ・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い

石 裏 面 処 理 ・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い

・ 　 　 　 ｍ ｍ 　石 材 の 厚 さ

・湿式工法　・乾式工法

６．床及び階段の

石 張 り

目 地 一般目地

浸 透 性 吸 水 防 止 剤

裏 打 ち 処 理

床

床

・床　　　ｍｍ　　・階段　　　ｍｍ

・適用する　　・適用しない

※ ス テ ン レ ス （ S U S 3 0 4 ）  Ｍ 1 0 　 　ア ン カ ー の 材 質 及 び 径

・材質（　　　　　　）・寸法（　　　　　　　　　　　　　）

目 地 目 地 幅 　 　 ※ 8 ｍ ｍ 以上 　 　・

あと施工アンカーの材質及び寸法

※ ス テ ン レ ス （ S U S 3 0 4 ）  Ｍ 1 0 　 　

( ※ 標準仕 様 書 9 . 7 による 　　・ 図示　）

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

・・ 図 示 に よ る 　 　

・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い
・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い

石 材 の 厚 さ

シ ー リ ン グ 材 　 　 ・ 適 用 す る 　

・適用しない

石 張 り の 裏 面 処 理
階 段

床

５ . 外 壁 乾式 工 法

裏打ち処理

アンカーの材質及び径 ※ S S 4 0 0  Ｍ 1 2 　 　

あと施工アンカーの材質及び寸法

一般目地

シーリング材　　・適用する　・適用しない

位 置 　 　 ※ 6 ｍ ご と 　 ・ 図 示

・

シ ー リ ン グ材 の 目 地寸 法 　 ※ 幅、 深 さ と も 1 0 ｍ ｍ 　 ・図 示

・

目 地 幅 　 　 ※ 6 ｍ ｍ 以 上 　 　

・種類、材質（　　　　　　　　）・寸法（　　　　　　　　　）

・スライド方式　・ロッキング方式

・適用する　　・適用しない

伸縮目地

石裏面処理

石材の厚さ（㎜） ・

取付け工法

目 地

４ . 内壁 空 積工 法

受け金物

アンカーの材質及び径 ※ S S 4 0 0  Ｍ 1 2 　 　
・

・

あと施工アンカーの材質及び寸法

一般目地

伸縮目地

シ ー リ ン グ 材 　 　 ・ 適 用 す る 　 ・ 適 用 し な い

目 地 幅　 　 ※ 6 ｍｍ 以 上 　 　・

シー リ ン グ 材の 目 地 寸 法 　 ※ 幅 、 深さ と も 1 0 ｍｍ 　 ・ 図 示

・ 種 類 、 材 質 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ） ・ 寸 法 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

石裏面処理 ・適用する　　・適用しない

石材の厚さ（㎜） ・

形状および寸法

・材質　　※ ステンレスS U S 3 0 4  

裏打ち処理 ・適用する　　・適用しない

下地ごしらえ

・あと施工アンカー工法

※あと施工アンカー・横流し筋工法

３ . 外 壁 湿 式工 法

施工箇所 種石の大きさ（mm）種石の種類

※大理石

・花こう岩

※1.5～12.0

・

寸法による区分

テ ラ ゾ ー タ イ ル

・300×300

・400×400

備考表面仕上げ

受け金物

裏 打 ち 処 理

・適用する　　・適用しない

・ 適 用 す る 　 　 ・ 適 用 し な い

下地ごしらえ ※・あと施工アンカー・横流し筋工法

・流し筋工法

石裏面処理

・あと施工アンカー工法

石 材 の 厚 さ （ ㎜ ） ・

・

形 状 お よ び 寸 法

材 質 　 　 ※ ス テ ン レ ス S U S 3 0 4  　 　・

ドレインパイプの材質 ※ 樹脂 ネッ ト製 パ イ プ 　 クロ スメ ッシ ュ巻 　 2 5 ～ 3 5 φ

・

４． 塗 膜  防  水

目 地

目 地 寸 法

( 1 0 . 2 . 1 ) ( 表 1 0 . 2 . 2 )

（ 1 0 . 3 . 2 ）

( 1 0 . 2 . 2 )

（ 1 0 . 3 . 3 ）

（ 1 0 . 2 . 3 ）

（ 1 0 . 2 . 2 ）

（ 1 0 . 3 . 3 ）

（ 1 0 . 2 . 2 ）

（ 1 0 . 4 . 3 ）

（ 1 0 . 4 . 2 ）

( 1 0 . 2 . 2 )

（ 1 0 . 4 . 3 ）

（ 1 0 . 6 . 2 ） （ 1 0 . 6 . 3 ）

（ 1 0 . 5 . 3 ）

（ 1 0 . 5 . 3 ）

（ 1 0 . 5 . 3 ）

（ 1 0 . 5 . 3 ）

（ 1 0 . 5 . 2 ）

（ 1 0 . 5 . 2 ）

（ 1 0 . 7 . 2 ） （ 1 0 . 2 . 2 ）

（ 1 1 . 1 . 3 ）

 ( 1 1 . 2 . 2 ～ 3 ) （ 1 1 . 2 . 6 ）

 ( 1 1 . 1 . 4 )

 ( 1 1 . 1 . 4 )

（ 1 1 . 2 . 3 ）

（ 1 1 . 2 . 6 ）

（ 1 1 . 2 . 6 ）

( 1 1 . 3 . 2 ～ 4 ) （ 1 1 . 3 . 7 ）

( 1 1 . 3 . 2 )

( 1 1 . 3 . 2 )

（ 1 1 . 3 . 3 ）

1 1 - 2

タ
イ
ル
工
事

打継目地　　※ポリウレタン系シーリング材 ・

ひ び 割 れ 誘 発 目 地 　 ※ ポ リ ウ レ タ ン 系 シ ー リ ン グ 材 ・

伸縮調整目地・その他の目地　　※変性シリコーン系シーリング材

（ 1 1 . 3 . 4 ）

外 装 タ イ ル に お け る 目 地 詰 め ・ 行 う 　 ・ 行 わ な い （ 1 1 . 3 . 3 ） （ 1 1 . 3 . 5 ）

目 地 の シ ー リ ン グ 材

・ 目 荒 し 工 法 　 　 ・ Ｍ Ｃ Ｒ 工 法

下 地 調 整 塗 材 塗 り を 行 う コ ン ク リ ー ト 素 地 面 の 下 地 処 理 方 法 （ 1 1 . 3 . 5 ）
・

1 2

木 
 
 
 

　
　

工 
 
 
 

　
　

事

１ ． 共 通 事 項

Ｇ３．製　　材

２，施工一般

施工箇所

表面仕上げ

・下地用製材

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

継 手 及 び 仕 口

間 伐 材 等 の 適 用

（ 1 2 . 1 . 4 ）

（ 1 2 . 1 . 5 ）

 ( 1 2 . 2 . 1 ) （ 表 1 2 . 2 . 1 ）

（ 1 2 . 2 . 1 ）

見 え 係 り 面 の 表 面 仕 上 げ の 程 度 は 、 プ レ ー ナ ー 加 工 の う え 、 超 自 動 機 械 か ん な 、

サ ン ダ ー 等 に よ り 、 使 用 箇 所 、 樹 種 、 仕 上 等 に 適 し た も の と す る 。

継手及び仕口が明示されていない場合は、適切な工法を定め、監督院に報告する。

・ 適 用 す る

備 考寸法（ m m ）

※2級

・
・図示

・B 種

※A種 

含水率 保存処理

・適用する

等　級

・ ・ B種 ・適用しない

※2級
・図示

※A種 ・適用する

・適用しない

 ( 1 2 . 2 . 1 ) （ 表 1 2 . 2 . 1 ）

寸法 （ m m ）

※上小節

・
・図示

・
・図示

見え掛り面

・造作用製材

見え掛り面

以外

※小節以上

施工箇所

・ B 種

※A種 

※A種 

・ B種

含水率

※A種 

保存処理

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

備 考等　級

・広葉樹製材

寸法（ m m ）

・図示

施工箇所

※１等

含水率

※10％以下 

・A種　・B種

※10％以下 

保存処理

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・

※１等

等　級

 ( 1 2 . 2 . 1 ) （ 表 1 2 . 2 . 1 ）

備 考

・「製材の日本農林規格 」以外の製材

防虫処理材面の品質
寸法

（ m m ）

（ ※ A 種 　 ・ B 種 ）

造 作材の場 合

（ 　 　 　 　 　 　 ）

・図示
・ 適用しな い

・ 適 用 す る

含水率

※ A 種

・ B 種

・

施工箇所

造 作材の場 合

（ ※ A 種 　 ・ B 種 ）

・図示
・適用し ない

・ B 種

・

（　 　　　 　　）
・適用す る

※ A 種

備 考

・ 造 作 用 集 成 材

施工箇所 品名

Ｇ

４ . 造 作 用 集 成 材 等

寸法（m m ）

・図示

・図示

樹種

※１等　・2等

※１等　・2等

見付材面数
見付け材面の

品質

 ( 1 2 . 2 . 1 )

・化粧ばり造作用集成材

　

施工箇所
寸 法

・図示

（ m m ）樹種品名

化粧薄板：

芯材：

・図示化粧薄板：

芯材：

品 質
見付材面数

化粧薄板の

厚さmm）

※１等　・2等

※１等　・2等

見付け材面の

 ( 1 2 . 2 . 1 )

施工箇所

・ 「 集 成 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 造 作 用 集 成 材

寸法（m m ）樹種
見付け材面の

品質

・図示

・図示

・

・

含水率

※15%以下

※15%以下

 ( 1 2 . 2 . 1 )

施工箇所

・ 「 集 成材 の 日本 農 林 規 格 」 以 外の 化 粧ば り 造 作用 集 成材

見付け材

面の品質
化粧薄板の
厚 さ ( m m )

寸法

（ m m ）
樹種

・図示化粧薄板：

芯材：

・図示化粧薄板：

芯材：

含水率

・

※15 %以下

・

※1 5%以下

 ( 1 2 . 2 . 1 )

施 工 箇 所

５ . 造 作 用 単 板 積 層 材

・ 「 単 板 積 層 材 の 日 本 農 林 規 格 」 に よ る 造 作 用 単 板 積 層 材

（ 表 面 の 化 粧 加 工 ）
表面の品質

・有
・塗装加工　）

（加工：・天然木化粧加工

厚さ

（ m m ）
品名

・

・ 適 用 し な い・無（等級：・1等・2等・3等）

・無（等級：・1等・2等・3等）

・有
・塗装加工　）

（加工：・天然木化粧加工・

・ 適 用 す る

 ( 1 2 . 2 . 1 ) （ 1 2 . 3 . 2 ）

防虫処理

１ ０ . 製 材 の 樹種

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・合板等の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用部位：（　　　　　　　　　　　）

適用部位：（　　　　　　　　　　　）

・ 床 組 に 用 い る 木 材 　 　 ※ 杉 又 は 松 　

・ 間 仕 切 に 用 い る 木 材 　 ※ 杉 又は 松 　

※ 吊 元 枠 、 水 掛 り の 下 枠 及 び 敷 居 は ひ の き 、 そ の 他 は 松 又 は 杉
・ 窓 、 出 入 り 口 、 そ の 他 に 用 い る 木 材 　 　

・ 壁 及 び 天 井 に 用 い る 木 材 　 　 ※ 杉 又 は 松 　

・ 縁 甲 板 及 び 上 り か ま ち に 用 い る 木 材 　 　 ※ ひ の き 　
・

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

適用部材

・薬剤の塗布による防腐・防蟻処理

※薬剤の製造所の仕様による

処理の方法

・

適用部材

・適用する（※隠し釘打ち　・　　　　　）

・適用しない

※標準仕様書 1 2 . 2 . 2 （ア） による

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

接着剤（木れんが用接着剤を含む）の

・防腐・防蟻処理を省略できる製材

８ .接 合具 等

９ .防 腐 、 防蟻 処 理

造 作 材 の 化 粧 面 の 釘 打 ち

諸金物の形状、寸法及び材質

施 工 箇 所
表裏面の状態
に よ る 区 分

・

厚 さ
（ m m ）

・

・ミディアムデンシティーファイバーボード（ＭＤＦ）

・ ・

・ 構 造 用 パ ネ ル

・

・

施工箇所

・ パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド

表裏面の状態
に よ る 区 分

Ｇ

・

・

施 工 箇 所

・

・

・

※ 1 3 ﾀ ｲ ﾌ ﾟ

曲 げ 強 さ
に よ る 区 分

施工箇所
厚 さ

（ m m ）

・天然木化粧合板 Ｇ

・ 特 殊 加 工 化 粧 合 板 Ｇ

程度
厚 さ（ m m ）施 工 箇 所 品 名

・

・ 1類

・2 類

接着の

化粧板に使用する単板の樹種名

・ 化 粧 ば り 構 造 用 合 板

施工箇所

Ｇ

厚 さ（ m m ）品名

接 着 の 程 度 　 　 常 温 湿 潤 状 態 と な る 場 所 で の 使 用

そ の 他 の 場 合 　 ※ 1 類 以 上 　

施工箇所

Ｇ・構造用合板

樹種名

以 上

単板の

※ 2 級

等級品名

・ 1級

・ 2 級

・1 級

・

※Ｃ-Ｄ以上

・

品質

板面の

Ｇ

施工箇所

下地用合板

・普通合板

( m m )
厚さ

品名

※ 5 . 5

・

７ . 合板等

６ . 直 交集 成板

木 
 
 
 

　
　

工 
 
 
 

　
　

事

　

施工箇所

・ＣＬＴ （直交 集成板）Ｇ

品 　 名 強度等級

1 2 - 2

・ 「 単 板 積 層 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 造 作 用 単 板 積 層 材

（ m m ）

厚 さ 表面の品質
施 工 箇 所 含 水 率

※ 1 4 ％以下

・

・有 （加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）
※1 4 ％以下

・

・無（　　　　　　　　　　）

・無（　　　　　　　　　　）

・有 （加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）

（表面の化粧加工）
防 虫 処 理

 ( 1 2 . 2 . 1 ) （ 1 2 . 3 . 2 ）

・適用す る

・適 用しない

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

 ( 1 2 . 2 . 1 )

種 別
接 着 性 能
(使用環境）

寸 法

（ m m ）
樹種名

・図示

・図示

 ( 1 2 . 2 . 1 )

防虫処理表板の品質接着の

程度樹種名

単板の

・適用しない針葉樹

・１等

※Ｃ-Ｄ以上

・

※１類

・２類

・適用する広葉樹 ※2等以上

 ( 1 2 . 2 . 1 )

※12

厚 さ
( m m )

・適用する

強度等級防虫処理

・ 適用する

保存処理

の適用

・適用する

・

・

・適用しない

・適用する

（　　　　）

・適用しない
・適用しない

・ 適用する

・しない

・しない

・適用する

※特類 ・

・

（　　　　）
・適用しない

単 板 の 樹 種 名

・ 適用する

防 虫 処 理

・１類

 ( 1 2 . 2 . 1 ) （ 1 2 . 3 . 2 ）

接 着 の 程 度

・・

防 虫 処 理接着の程度

 ( 1 2 . 2 . 1 ) （ 1 2 . 3 . 2 ）

(           )・特類

・

(            )・ 2類

・

（ 1 2 . 2 . 1 ） （ 1 2 . 3 . 2 ）

・ 適用する・１類

・適用する

（　　　　）

防虫処理化粧加工の方法

・プリント

・塗装

単板の

樹種名

・オーバーレイ

・・

 ( 1 2 . 2 . 1 )

・ ・ ・

・

 ( 1 2 . 2 . 1 )

※  1 5

に よ る 区 分
厚さ （m m ）難 燃 性

に よ る 区 分
耐水性

・・MR1(M)又は
MR2(P)タイプ

・

・

厚さ （ m m ）品 　 　 名

・

 ( 1 2 . 2 . 1 )

に よ る 区 分
曲 げ 強 さ
に よ る 区 分

接着剤
に よ る 区 分
難 燃 性

・ ・

Ｇ

・ ・ ・

（ 1 2 . 2 . 2 ）

（ 1 2 . 3 . 1 ）

 ( 1 2 . 3 . 1 )

ホ ルム ア ルデ ヒ ド 放散 量 ※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆

 ( 1 2 . 3 . 1 )

・Ｋ２　　・Ｋ３　　・Ｋ４

・Ｋ２　　・Ｋ３　　・Ｋ４

薬剤の種類

保存処理性能区分

・

・

・

・

・

（ 1 2 . 4 . 1 ）

（ 1 2 . 4 . 1 ）

（ 1 2 . 5 . 1 ）

・

・

（ 1 2 . 6 . 1 ）

（ 1 2 . 7 . 1 ）

 ( 1 2 . 3 . 1 )

 ( 1 2 . 3 . 1 )

・

・

・

断 熱工法（S I - M 1 , S I - M 2 の場合）の防湿用フィルム

※標準仕様書 9 . 6 . 4 （ 2 ）（ ア）による　　・ 図示

位置  　　※標 準仕様書表 1 1 . 1 . 1 に よる 　　・ 図示

※ 標 準 仕 様 書 1 0 . 2 . 2 . ( 1 ) ～ ( 3 ) に よ る 。

　 ※ 標 準 仕 様 書 1 0 . 3 . 3 ( 5 ) ( イ ) ( ｂ ) ( ｃ ） に よ る

目地 幅 ( m m ）　・ 図示 　 ・屋 外 4以上 　・屋 内 3～ 6

※ 標 準 仕 様 書 1 0 . 2 . 2 . ( 1 ) ～ ( 3 ) に よ る 。

位置 　　 ※標準仕様書 表 1 1 . 1 . 1 による　・図示

※Ｌ－7 5 × 7 5 × 6 の加工（長さ　・1 0 0 m m 　・ 1 5 0 ㎜）

※Ｌ－7 5 × 7 5 × 6 の加工（長さ　・1 0 0 m m 　・ 1 5 0 ㎜）

※標準仕様書 1 2 . 2 . 1 （ ウ）のいず れか による。

 ( 1 2 . 2 . 1 ) （ 1 2 . 3 . 2 ） （ 表 1 2 . 2 1 ） （ 表 1 2 . 2 . 2 ）

（ 1 2 . 2 . 2 ）（表 1 2 . 2 . 3 ～表 1 2 . 2 . 5 ）

特
記
仕

様
書
　
№

２
　
・

特記仕様書　№２

見え掛り材

全般

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７ ２

５Ａ６３



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

金　
　

属　
　

工　
　

事

1 5 - 2

左　
　

官　
　

工　
　

事

種 　 　 類

製建具

・  Ａ種

・  Ｂ種

・  Ｃ種

耐 風 圧 性

※ Ｓ - ４

※ Ｓ - ５

※ Ｓ - ６

・

・

・

種別 気密性 水密性

※Ａ - ４ ※Ｗ - ５

建 具 符 号

※Ａ -３ ※Ｗ - ４

耐 風 圧 性

・

・

種別 気密性 水密性 建 具 符 号

※ Ａ - ３
・  Ｄ 種

・  Ｅ 種 ※Ｓ - ３

※ Ｓ - ２
※ Ｗ - ３

（ 1 6 . 2 . 2 ）

（ 1 6 . 2 . 2 ）

外 部 に 面 す る 建 具 ( 木 下 地 ） （ 1 6 . 2 . 2 ) ( 表 1 6 . 2 . 2 ）

※ 建 具 表 に よ る

※ 建 具 表 に よ る

※ 建 具 表 に よ る

※ 建 具 表 に よ る

※ 建 具 表 に よ る

建 具 符 号 　 ※ 建 具 表 に よ る

建 具 符 号 　 ※ 建 具 表 に よ る・ 遮 音 性 の 等 級 （ 　 　 　 　 　 　 ）

・ 断 熱 性 の 等 級 （ 　 　 　 　 　 　 ）

防 火 材 料呼 　 び 　 名

・  複 層 塗 材 Ｃ Ｅ

・  複 層 塗 材 Ｒ Ｅ

・  複 層 塗 材 Ｓ ｉ

・  複 層 塗材 Ｅ

・しない

・適用する

・ 複 層 仕 上 塗 材

・  凹凸 状

仕 上 の 形 状 工　法

塗り

耐候性

・ 耐 候 形 3 種

・

・  可 と う 形 複 層塗

材ＣＥ

・  ゆ ず肌 状
・  凸 部処 理

・  凸 部処 理

・  ゆ ず肌 状

・  凹 凸 状

・吹付

・ローラー

・ローラー

・吹付

塗り

・ 耐 候 形 3 種

・

・  防 水 形 複層 塗材 C E

・  防 水形 複層 塗 材 R E

・  防 水 形 複層 塗 材 E ・  凹 凸 状
塗り

・ 耐 候 形 3 種

・・  凸 部 処 理

・  ゆ ず 肌 状

・ローラー

・吹付

仕 上 塗 材

・  吹 付用 軽 量 塗 材

・  こ て 塗 用 軽 量塗 材

・ 軽 量 骨 材

・しない

・適用する

・しない

・適用する

・しない

・適用する

・しない

・適用する

・ 吹 付 け

・ こ て 塗 り

・ 砂 壁 状

・ 平 た ん 状

複 合 仕 上 げ 塗 材 の 上 塗 材 （1 5 . 6 . 2 ）（ 表 1 5 . 6 . 2 ）

樹脂 ・アクリル系　・シリカ系　・ポリウレタン系　・アクリルシリコン系　・ふっ素系

外観 ・つやあり　・つやなし　・メタリック

溶媒 ・ 溶 剤 系 　 ・ 弱 溶 剤 系 　 ・ 水 系

種 別 　 　 ・ Ａ 種 　 ・ Ｂ 種 （1 5 . 7 . 2 ） （表 1 5 . 7 . 1 ）

６ .し っ く い 塗 下 地 の 種 類 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
標 準仕 様 書 5 . 1 0 . 1 に よ る 場 合以 外 の下 地へ の 適用 （ 　　 　　 　 　　 ）

材料

色 し っ く い 　 ・ 適 用 す る 　 ・ 適 用 し な い

調 合 及 び 塗 厚

※ 標 準 仕 様 書 1 5 . 1 0 . 3 ( 1 ) に よ る

※ 標 準 仕 様 書 1 5 . 1 0 . 3 ( 1 ) に よ る

・

・

（ 1 5 . 1 0 . 2 ）

（ 1 5 . 1 0 . 4 ） （ 表 1 5 . 1 0 . 5 ）

・ な で 切 り 仕 上 げ 　 ・ パ タ ー ン 仕 上 げ ）
７ . こ ま い壁 塗 り

５.マスチック塗材塗り

材料

土壁用ののりの種類

既 調 合 し っ く い

現 場 調 合 し っ く い

既 調 合 し っ く い の 上 塗 り 仕 上 げ 工 法

※ つ の ま た 　 ・ ふ の り 　 ・ ぎ ん な ん そ う 　 ・ 粉 末 海 藻
（ 1 5 . 1 1 . 2 ）

砂 壁 用 の の り の 種 類 ※ふのり　・つのまた　・こんにゃくのり　・にかわ　・合成高分子系混和剤

色土の種類

色砂の種類 ・天然砂と岩石の砕砂　・人工的に着色・製造したもの

建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合の塗厚 ・図示による ・ （15.11.4）

工程　こまい壁の種別　　※Ａ種　・Ｂ種 （15.11.5）（表15.11.9）

土物の仕上げの工法

・土物仕上げ（　　　　　）・大津仕上げ（　　　　　）

・ 土 物 の 仕 上 げ 工 法 （ ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 砂 壁 仕 上 げ 工 法
・ 切 返 し 仕 上 げ 工 法

防 犯 建 物 部 品 の 適 用 ・ 適 用 す る （ ※ 建 具 表 に よ る ） ・ 適 用 し な い

特 殊 な 建 具 の 仮 組 ・行う（ 建 具 符 号 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

建 具 見 本 の 製 作 ・行う（ 建 具 符 号 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） ・ 行 わ な い

・ 防 火 戸 の 自 動 閉 鎖 機 構 及 び 防 火 戸 に つ い て 、 連 動 さ せ る 装 置 等

※ 建 具 表 に よ る ・

防火戸1 . 一般事項

建　
　

具　
　

工　
　

事

1 6

（ 1 5 . 1 2 . 2 ）

（ 1 5 . 1 2 . 3 ）吹 付 厚 さ （ ｍ ｍ ） 　 ・ 図 示 　 　 ・ 2 5

８ . ロッ ク ウ ー ル

吹付け

大 津 仕 上 げ の 工 法 ・ 普 通 大 津 仕 上 げ 工 法 　・ 大 津 み が き 工 法

ち り じ ゃ く り  　 　 ・ 図 示 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 （ 1 5 . 1 1 . 7 ） （ 1 5 . 1 1 . 8 ）

（ 1 5 . 1 1 . 8 ）

外部に面する建具 ( ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 系及び鉄骨下地） （ 1 6 . 2 . 2 ) ( 表 1 6 . 2 . 1 ）

網戸等

種類 材 　 　 種 線　径 網　目

・ 防 虫 網

・ 防 鳥 網

※  合成 樹 脂 製
・  ガ ラ ス 繊 維 入 り 合 成 樹 脂 製

・ ステンレス（S U S 3 1 6 ）製

※  0 . 2 5 以 上

1 . 5 ｍ ｍ 網目 寸法 1 5 ｍｍ

（ 1 6 . 2 . 3 ）

・ ・

※  1 6 ～ 1 8 メ ッ シ ュ

・  ステンレス（ S U S 3 0 4 ）線材

着色　 （・標準色  ・特注色）

表 面 処 理 外 部 に 面 す る建 具   種 別 　 ・Ｂ Ｂ - １ 種 　 ・Ｂ Ｂ － ２ 種

屋 内 の 建 具 　　 　   種 別 　 ・Ｂ Ｃ - １ 種 　 ・Ｂ Ｃ － ２ 種

着色　  （・標準色 　・特注色）

建 具 の 枠  見 込 み 寸 法 　 ※ 建 具 表 に よ る

結 露 水 の 処 理 方 法 　 　 ※ 図 示

水 切 り 板 、 ぜ ん 板 　 　 ※ 図 示

木 下 地 の 内 付 け 建 具 　 ・ 適 用 す る （ 建 具 製 造 所 の 仕 様 ） 　 ・ 適 用 し な い

（ 1 6 . 2 . 4 ）

（ 1 6 . 2 . 5 ）

（ 1 6 . 2 . 5 ）

３ . 樹 脂 製建 具

防 音 ド ア 、 防 音 サ ッ シ

断 熱 セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ Ｇ

ロ ッ ク ウ ー ル の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 　 ※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆

２ ． ア ル ミ ニ ウ ム

（ 1 6 . 3 . 2 ）

Ｇ

（ 1 6 . 3 . 4 ）

1 6 . 3 . 2 ） （ 表 1 6 . 3 . 3 ）

表 面 色 　 ・ 標 準 色 　 ・ 特 注 色

水 切 り 板 、 ぜ ん 板 　 　 ※ 図 示

木 下 地 の 内 付 け 建 具 　 ・ 適 用 す る （ 建 具 製 造 所 の 仕 様 ） 　 ・ 適 用 し な い

４ . 鋼 製 建具

外 部 に 面 す る 建 具 の 耐 風 圧 性

・

簡 易 気 密 型 ド ア セ ッ ト
・ 適 用 し な い

性 能 等 級 （ 建 具 符 号 は 建 具 表 に よ る ）

・適 用す る（標 準仕 様書  表 1 6 . 4 . 1 による）

・ 耐 風 圧 性 ( ・ S - 4 　 ・ S - 5 　 ・ S - 6 )

耐 震 ド ア と す る 場 合 　 　 ・ 面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ）

防 音 ド ア 、 防 音 サ ッ シ ・ 遮 音 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ） 　

・ 断 熱 性 の 等 級 （ ・ 　 　 ）断 熱 セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ Ｇ

点 検 口 等 の く つ ず り の 材 料 　 ・ 鋼 板 　 ・ ス テ ン レ ス （ 1 6 . 4 . 3 ）

鋼 板類の 厚さ 　　※ 標準 仕様書  表 1 6 . 5 . 1 によ る 　 ・ 　　 　 　 　 （ 1 6 . 4 . 4 ）

・ 適 用 す る （ 建 具 符 号 、 形 式 及 び 寸 法 は 建 具 表 に よ る ）

（ 1 6 . 4 . 6 ）

断 熱 セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ

・遮音性の等級（・ T - 1 　・ T - 2 ）　

外 部 に 面 す る 建 具 の 日 射 熱 取 得 性 の 等 級 　 ・ 　 　 　 　

・断熱性の等級（・      )

・  Ｅ 種

防 音 ド ア 、 防 音 サ ッ シ

・  Ａ 種

・  Ｂ 種

・  Ｃ 種

※ Ｓ - ４

※ Ｓ - ５

※ Ｓ - ６

気密性 水密性

※Ａ - ４
※Ｗ -５

※ Ｗ - ４

耐 風 圧 性種別

※ 建 具 表 に よ る

※ 建 具 表 に よ る

※ 建 具 表 に よ る

耐 風 圧 性

・

・

種別 気密性 水密性

・  Ｄ 種

※ Ｓ - ３

※ Ｓ - ２
※ Ｗ - ３

外 部 に 面 す る 建 具 ( 木 下 地 ）

※Ａ - ４

（ 1 6 . 3 . 2 ) ( 表 1 6 . 3 . 2 ）

（ 1 6 . 3 . 2 ）（ 表 1 6 . 3 . 1 ）外 部 に 面 す る 建 具

※ 建 具 表 に よ る

※ 建 具 表 に よ る

枠 見 込 み 寸 法

枠 見 込 み 寸 法

金　

属　

工　

事

1 4 - 2
天 井 下 地

野 縁 等 の 種 類

屋外 ※  2 5 型 ・  1 9 型 屋内 ※  1 9 型

製笠木
部 材 の 種 類

※ 床 面 で 断 熱 材 打 込 み 部 分 は 断 熱 材 用 イ ン サ ー ト と す る

左　
　

官　
　

工　
　

事

1 . 下 地

・ 屋 外 の 場 合 の 形 式 及 び 寸 法

野 縁 受 、 つ り ボ ル ト 、 イ ン サ ー ト の 間 隔 及 び 周 辺 端 部 か ら の 距 離

・ 図 示 に よ る ・

・野 縁 の 間 隔 　 　 ・ 図 示 に よ る

工法

・ 吊 ボ ル ト間 隔 が 9 0 0 m m を超 え る 場 合の 補 強方 法 　　 ・ 図示

・ 天 井の ふ と ころ が 3 . 0 ｍ を超 え る 場 合

・ 天 井 下 地 材 に お け る 耐 震 性 を 考 慮 し た 補 強

補 強 箇 所 、 補 強 方 法 ・ 図 示 に よ る

・ 屋 外 の 軒 、 ピ ロ テ ィ 等 の 天 井 に お け る 耐 風 圧 を 考 慮 し た 補 強

補 強 箇 所 、 補 強 方 法 ・ 図 示 に よ る

ス タ ッ ド 、 ラ ン ナ ー の 種 類

ス タ ッ ド の 高 さ が ５ ｍ を 超 え る 場 合 ※  図 示

※ 標準 仕 様 書 表 1 4 . 5 . 3 に よる ス タッ ド高 さ によ る区 分 に応 じた 種 類

出 入 口 及 び こ れ に 準 ず る 開 口 部 の 補 強

※ 標準 仕様書 1 4 . 5 . 4 . （ 5 ） による

３ ． 軽 量 鉄 骨

４ . 軽 量 鉄 骨 壁 下 地

・ 設 け な い

伸 縮 調 整 継 手 　 　 ・ 設 け る （ 施 工 箇 所 ・ 図 示 に よ る ）  

アルミニウム

・ 押 出 し

板厚

（ｍｍ）

寸法

（ｍｍ）種別 形状製法

・ ロ ー ル

・ プ レ ス ・ パ ネ ル 形

ド レ ル 形
・ ス パ ン

・

・

５ . 金 属 成 形 板 張 り

・図示

・ 2 5 0 形 ・  3 0 0 形 ・  3 5 0 形

上 記以 外  ・　　 形 ( 最 小肉厚　  m m ）

表 面 処 理  　 種 別 （ 　 　 　 ） 種

色 合 等 　 ・ 標 準 色 （ 　 　 　 　 　 　 ）

・ 特 注 色 （ 　 　 　 　 　 　 ）

笠 木 の 固 定 金 具 の 工 法 等

建 築 基 準 法 に 基 づ き 定 ま る 風 圧 力 に 対 応 し た 工 法

・ 図 示 に よ る ・

６ ． ア ル ミ ニ ウ ム

７ ． イ ン サ ー ト

・ 直 張 り 工 法 （ ・ ラ ス モ ル タ ル 下 地 　 ・ ラ ス シ ー ト モ ル タ ル 下 地 ）

・図示

・ 外 断 熱 工 法 で 断 熱 材 の 外 側 に 野 縁 を 施 工 す る 通 気 構 法 を 行 う 場 合 　 ( ・ 図 示 に よ る )

・ 通 気 構 法 　 （ ・ 単 層 下 地 　 ・ 二 層 下 地 ）

ラ ス 系 下 地 の 種 類

ラ ス 材 及 び 補 強 用 平 ラ ス

種 類 及 び 単 位 面 積 当 た り の 質 量

材 料 記 号 （ ※ Ｋ 　 ・ 　 　 　 　 ）

・ 二 層 下 地 通 気 構 法 （・波形ラス( W 7 0 0 )  ・こぶラス (K 8 0 0 )  ・力骨付きラス(B P 7 0 0 )）

（・リブラス C( RC 80 0)にターボン紙などの裏打ち材と一体化したラス）・ 単 層下 地 通 気 構 法

ラス シ ー ト の 山高 、 山 ピ ッ チ、 質 量 及 び 溶接 ピ ッ チ に よる 区 分

※ L S 4 （ 耐 力 壁 の 場 合 ） ・

建 築 基 準 法 に 基 づ く 耐 力 壁 の 指 定こ ま い 下 地

建 築 基 準 法 に 基 づ く 耐 力 壁 と し て 使 用 す る 場 合 の ラ ス シ ー ト の 施 工

・ 現 場 調 合 材 料 ・ 既 調 合 材 料材料２ ． モ ル タ ル 塗 り

既 製 目 地 材 　 ・ 設 け る 　 施 工 箇 所 ( 　 　 　 　 　 　 　 ) 　 形 状 ( ※ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 )

・ 設 け な い

床目地 ・ 設 け る （ 工 法 ： ※ 押 し 目 地 　 ・ 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 設 け な い

・ 適 用 す る 　 ・ 適 用 し な い
外 装 タ イ ル 張 り 下 地 の モ ル タ ル 塗 り 及 び 下 地 調 整 塗 材 塗 り の 接 着 力 試 験

ン グ 材 塗 り
種類 ・  せ っこ う 系 ・  セ メ ン ト系３ ． セ ル フ レ ベ リ

※ 表 1 5 . 5 . 1 に よ る品質

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量
４ ． 仕 上 塗 材

仕上げ
※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆

仕上塗材の種類

・薄付け ・  外 装 薄 塗 材Ｓ i

種     類 呼   び   名

・適用する
・しない

防火材料

 ( 1 4 . 4 . 2 ) ( 表 1 4 . 4 . 1 )

・  2 5 型

 ( 1 4 . 7 . 2 ) ( 表 1 4 . 7 . 1 )

（ 1 5 . 2 . 4 ）

（ 1 4 . 4 . 3 ）

・

・図示 ・

（ 1 4 . 4 . 4 ）

・

・

( 1 4 . 5 . 3 ) ( 表 1 4 . 5 . 1 )

・  図 示

・

・ 図 示 に よ る

表 面 処 理

（ 1 4 . 6 . 2 ）（ 表 1 4 . 2 . 1 ）

・

・

・

・

・

色合い等種　別

・

・

・

・

・

（ 1 4 . 6 . 3 ）

（ 1 4 . 7 . 2 ） （ 表 1 4 . 2 . １ ）

（ 1 4 . 7 . 3 ）

（ 1 5 . 2 . 6 ）・ あ り 　 ・ な し

・ 図 示 に よ る

（ 1 5 . 3 . 2 ）

（ 1 5 . 3 . 5 ）

（ 1 5 . 3 . 5 ）

( 1 5 . 5 . 2 ) ( 表 1 5 . 5 . 1 )

（ 1 5 . 5 . 2 ）

仕上げの形状及び工法等

形状 工法 凡例

形状

吸放湿性

・しない

・適用する
・しない

・適用する

・しない

・適用する
・しない

・  内 装 薄 塗 材 Ｅ

・  内 装薄 塗 材 Ｗ

・しない

・厚付け

仕上塗材

・  内 装 厚 塗 材 Ｇ

・  内 装 厚 塗 材 Ｌ

・  内 装 厚 塗 材 Ｃ

・  外 装 厚 塗 材 Ｃ
・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・  外 装 厚 塗 材 Ｅ

・  内 装 厚 塗 材 Ｓ i

・  内 装 厚 塗 材 Ｅ

外装厚塗材Ｃにおける上塗材がセメントスタッコ以外の場合

（・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・適用する　・適用しない

・適用する
・しない

・  外 装 厚 塗 材 Ｓ i

仕上塗材

・  防 水 形 外装
薄塗材Ｅ

・  外 装 薄 塗 材Ｓ

薄塗材Ｅ

・  外 装 薄塗 材 Ｅ

・  可 と う形 外 装

薄塗材Ｓi
・  可 と う 形 外装 ・適用する

・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する
・しない

・適用する

・  内 装 薄 塗 材 Ｃ
・  内 装 薄 塗 材 Ｌ

・  内 装 薄 塗 材 Ｓ i
・しない

・適用する

B  ゆず肌状

A  砂壁状

・適用する
・しない

・適用する

形状

A  吹放し

B  凸部処理

C  平たん状

D  凹凸状

E ひき起こし

F かき落とし

工法

A  吹 付

B  ローラ ー塗り

C  こて塗り

C  さざ波状

D  平たん状

E  凹凸状

G 砂壁状じゅらく

F 着色骨材砂壁状

H 京壁状じゅらく

工法

A  吹 付

B  ロ ーラー 塗り

C  こて塗り

屋
根
及
び
と
い
工
事

１ ． 長 尺 金 属 板 葺

施 工 箇 所
板 及 び コ イ ル

の種類

※ J I S  G  3 3 2 2 の
屋 根 用 コ イ ル

・

屋 根 葺 形 式

下 葺 材 料 ・ アス フ ァ ル トル ー フ ィ ン グ 9 4 0

・ 改 質 ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ 下 葺 材
（ ・ 一 般 タ イ プ 　 ・ 複 層 基 材 タ イ プ 　 ・ 粘 着 層 付 タ イ プ ）

工法

・ 立 平 葺

（心木なし）
・ 瓦 棒 葺

・横葺

・

塗 膜 の 耐 久 性 の 種 類

め っ き 付 着 量 等

葺 板 の 寸 法
厚さ（ m m ）

２ . 折 版 葺

施 工 箇 所 形式
軒先

面戸板

厚さ
( m m )

材料による

区分

※ 鋼板製

耐力によ

る区分

山高、山ピッチ
による区分

山高

・(　　)種

山ピッチ

・無し

・有

・

・ ・ ・ ・

・

※ はぜ締め型

材質の種類：（　　　　　　　　　　　　　）

塗 膜 の 耐 久 性 、 め っ き 付 着 量 等 の 種 類 及 び 記 号 ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

断熱材

・無し

積 雪 荷 重 に 対 応 し た 工 法 ・ 適 用 す る （ ・ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 　 ） ・ 適 用 し な い

折 板 の け ら ば 納 め ※ け ら ば 包 み に よ る 方 法 ・

施 工 箇 所
区分 区分

形状による 寸法による
区分

種 　 　 類

・適用しない

・適用する

産地
役物瓦

の種類
雪止め瓦

・適用しない

・適用する

3 . 粘土瓦葺

大きさ製法による

J A S  A  5 2 0 8 に基づく凍害試験　　・行う　・行わない　

材料

瓦桟木

・寸 法 　 ※ 幅 2 1 × 高 さ 1 5 （ m m ) 以 上

材質　※杉 ・

棟補 強用心 材

寸 法 　 ※ 幅 4 0 × 高 さ 3 0 （ m m ） 以 上

材質　※杉 ・

・

瓦緊 結用釘又はねじ 種 類 　 ・ 　 　 　 径 　 ・ 　 　 　 長 さ ・

棟補強に 使用する金物等 材 質 　 ・ ｽ ﾃ ﾝ ﾚ ｽ 製 　 ・ 亜 鉛 め っ き 処 理 鋼 製

形 状・寸法・留付 け方法 ※ 図 示 　・

工 法
（ 1 3 . 4 . 3 ）

建 築 基 準 法 に 基 づ き 定 ま る 風 圧 力 又 は 地 震 力 に 対 応 し た 瓦 の 緊 結 方 法 な ど の 工 法

風 圧 力 　 ・ 図 示 に よ る

地 震 力 　 ・ 図 示 に よ る

・

・

・

４ . と　 い

瓦 緊 結 用 釘 又 は ね じ の 有 効 長 さ の 最 小 値 　 （ 　 　 　 ） ㎜

瓦 桟 木 の 留 付 け 工 法 　 ・ 図 示 に よ る ・

棟 の 工 法 ・ 7 寸 丸 伏 せ 棟 又 は Ｆ 型 用 冠 瓦 伏 せ 棟

・ の し 積 み 棟
面 戸 、 雀 口 、 葺 土 の 露 出 す る 瓦 接 合 部 に 仕 上 を す る 場 合

・ モ ル タ ル に よ る 　 ・ 瓦 葺 き 用 し っ く い に よ る

と い の 材 種 ・ 配 管 用 鋼 管 　 ・ 硬 質 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 管 ・ （ 表1 3 . 5 . 1 ）

材料

と い 受 金 物 の 在 主 、 経 常 、 取 り 付 け 間 隔

と い 受 金 物 （ 1 3 . 5 . 2 ）

※ 標 準 仕 様 書  表 1 3 . 5 . 2 に よ る 　 　・

足 金 物 の 材 種 、 形 状 、 取 り 付 け 金 物

※ 標 準 仕 様 書  表 1 3 . 5 . 2 に よ る 　 　・

・ 図 示 に よ る

５ ， ル ー フ ド レ イ ン （ 1 3 . 5 . 2 ） （表 1 3 . 5 . 1 ）

・ ろ く 屋 根 用 た て 形 I 型

・ ろ く 屋 根 用 横 形 I 型

ねじ込み式

ねじ込み式

種 　 　 類 施 工 箇 所呼び

・

・

・表面処理鋼板（・表面及び裏面の塗装の種類：　　　・耐酸被覆鋼管）

横 葺 の 場 合 の ケ ラ バ 納 め ・ つ か み 込 み 納 め 　 ・ け ら ば 包 み 納 め

雪止め ・ 設 置 す る （ 施 工 箇 所 　 ・ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 ）

建 築 基 準 法 に 基 づ き 定 ま る 風 圧 力 に 対 応 し た 工 法

・ 図 示 に よ る  　 ・ 　 　 　 　

工法
建 築 基 準 法 に 基 づ き 定 ま る 風 圧 力 に 対 応 し た 工 法

・ 図 示 に よ る  　 ・ 　 　 　 　

( 1 3 . 2 . 2 )

備考

（ 1 3 . 2 . 3 ）

 ( 1 3 . 3 . 2 ) （ 表 1 3 . 2 . 1 ）

（ 1 3 . 3 . 3 ）

（ 1 3 . 4 . 2 ）

陽 極 酸 化 被 膜 の 着 色 方 法 　 　 ※ 二 次 電 解 釈 色 　

表 面 処 理 方 法 種   別 施 工 箇 所 ( 手 す り 、 タ ラ ッ プ 以 外 )

・  Ａ種

めっき

・  Ｂ種

・  Ｃ種

・  Ｄ種

・  Ｅ種

・  Ｆ種

・ 溶 融 亜 鉛 め っ き

・ 電 気 亜 鉛 め っ き

２ ． 鉄 鋼 の 亜 鉛 ( 1 4 . 2 . 2 ) ( 表 1 4 . 2 . 2 )

・ 三 次 電 解 着 色

・ 常 温 乾 燥 形 の 塗 装 の 場 合 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ B A － 2 種

・ C  種

・ B B － 2 種

・ B B － 1 種

・ B C － 1 種

・ B C － 2 種

・ バ ル コ ニ ー 中 継 用

・ バ ル コ ニ ー 用

・ねじ込み式　・差し込み式

・ねじ込み式　・差し込み式

・

・

及 び ア ル ミ ニ ウ ム

合 金 の 表 面 処 理

1 ． ア ル ミ ニ ウム

施 工 箇 所 ( 成 形 板 、 笠 木 、 建 具 以 外 )

・ A B － 2 種

・ A B － 1 種

・ A C － 1 種

・ A C － 2 種

・ B A － 1 種

種　別 色 合 い 等

( 1 4 . 2 . 1 ) ( 表 1 4 . 2 . 1 )表 面 処 理

５ . 鋼 製 軽 量 建 具

８ .建 具 金 物 金 物 の 種 類 ・ 見 え 掛 り 部 の 材 質 等

引 き 戸 装 置
性 能 　 ※ 標 準 仕 様 書 表 1 6 . 1 0 . 1 に よ る （ 1 6 . 1 0 . 3 ）

シ ャ ッ タ ー の 種 類

開 閉 機 能 に よ る 種 類

・  屋 内 用 防 火 シ ャ ッ タ ー

・  防 煙 シ ャッ タ ー

１２ .重量シャッター

・  外 壁 用 防 火 シ ャ ッ タ ー
・  管 理 用 シ ャ ッタ ー

９ . 鍵 マ ス タ ー キ ー 　 　 ・ 製 作 す る 　 ・ 製 作 し な い

鍵 箱 　 　 ※ 有 　 　 ・ 無

装置 自 動 ド ア 防錆 凍 結 防 止

※標準仕様書表

16.9.1による

・行う

建具表による）

・行わない

（使用箇所は

・  S S L D - 1

・  S S L D - 2

・  D S L D - 1

・  D S L D - 2

性能値

（16.9.2）（16.9.3）

・

開 閉 方 式

木 製 建 具 に 使 用 す る 丁 番 、 戸 車 、 レ ー ル 　 　 ※標準仕様書表1 6 . 8 . 4 ～ 5 による

金 属 製 建 具 に 使 用 す る 丁 番 ※標準仕様書表1 6 . 8 . 2 による

性能等級 （ 建具符 号は建具 表による）

・ 適用 する（ A - 3 ） ・ 適 用 し な い

鋼 板 類 　  ・ 亜 鉛 め っ き 鋼 板 　 ・ ビ ニ ル 被 覆 鋼 板 　 ・ カ ラ ー 鋼 板 ・ ス テ ン レ ス 鋼 板

召合 せ、 縦小 口 包 み 板 の材 質　 　※ 鋼 板

・ 適 用 す る （ 建 具 符 号 、 形 式 及 び 寸 法 は 建 具 表 に よ る ）

標準型 鋼製 軽量 建具の 有効 内法 寸法（ 表 1 6 . 4 . 5 に よる ）

鋼 板類 の 厚 さ　 　 ※標 準仕 様 書  表 1 6 . 5 . 1 に よる 　 ・ 図示 に よる 　　 　　 　

簡 易 気 密 型 ド ア セ ッ ト の 気 密 性 等 級

耐 震 ド ア と す る 場 合

防 音 ド ア 、 防 音 サ ッ シ と す る 場 合

断 熱 ド ア 、 断 熱 サ ッ シ と す る 場 合 Ｇ

・ 面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ ・ 　 　 ）

・ 遮 音 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ） 　

・ 断 熱 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ）

６ . ス テ ン レ ス 製

建具

性能 等 級（建具符 号 は建 具表による ）

耐 風 圧 性 等 級 、 気 密 性 等 級 、 水 密 性 等 級 ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　

・Ｓ - 4 　・Ｓ- 5 　・Ｓ - 6

防 音 セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ と す る 場 合

防 音 ド ア 、 防 音 サ ッ シ と す る 場 合

断 熱 ド ア 、 断 熱 サ ッ シ と す る 場 合 Ｇ

・ 遮 音 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ） 　

・ 断 熱 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ）

・ 遮 音 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ）

耐 震 ド ア と す る 場 合 　 ・ 面 内 変 形 追 従 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ） 　

ステンレス 鋼 板

表面仕上げ 　 　※ＨＬ仕上げ 　・鏡面仕上げ

ステ ン レス鋼板の 曲 げ加工 　※普通曲 げ　・角出し曲 げ

Ｇ

Ｇ

Ｇ・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

（ＭＤＦ）

ファイバーボード
・ミディアムデンシティ

枠 、 く つ ず り の 材 料 　 　 ・ 建 具 表 に よ る

Ｇ

・※ 水 掛り 箇 所 1 類 、そ の 他 2 類 以上

・※ 水 掛り 箇 所 1 類 、 その 他 2 類 以 上

接 着 の 程 度

※ 広 葉 樹 1 等 　 ・ 　 　 　 　板 面 の 品 質

接 着 の 程 度

表 面 材 の 品 質 等合 板 の 種 類

・ 普 通 合 板

表 面 材 の 合 板 の 種 類

・ フ ラ ッ シ ュ 戸

・

表 面 材 及 び 接 着 剤 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 放 散 量

７ . 木 製 建 具 建 具 材の 加 工 、 組立 時 の 含 水 率 　 　 ※ A 種  ・ B 種

※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆

表面材のホルムアルデヒド放散量　※標準仕様書16.7.2(イ)(a)による ・

・

引戸の定規縁　　・召し合せかまちをいんろう付きとする

・ か ま ち 戸
か ま ち 樹 種 （ 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 鏡 板 樹 種 （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

見込 み 寸法 　 ※ 3 6 ｍｍ 　・ 建 具 表 に よ る

・ ふ す ま

種 別 、 工 法 　 ・ Ⅰ 型 　 ・ Ⅱ 型

上 張 り 　 ・ 鳥 の 子  ・ 新 鳥 の 子 又 は ビ ニ ル 紙 程 度

縁 仕 上 　 ・ 塗 り 縁 　 ・ 生 地 縁 （ 素 地 ） 　 ・ 生 地 縁 （ ウ レ タ ン ク リ ヤ ー 塗 装 ）

見 込 み 寸 法 　※ 1 9 . 5 ｍｍ 　・ 建 具表に よる

・ 戸 ぶ す ま

見 込 み 寸 法 　 ※ 3 0 ｍ ｍ 　 ・ 建具 表 に よ る

・ 紙 張 り 障 子

表 面 材 の 種 類 、 品 質 等 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

戸 ふ す ま の 見 込 み 寸 法 　 ※ 3 0 ｍｍ 　 ・ 建具 表 に よる

※標 準 仕様 書 表 1 6 . 8 . 1 及 び 適用 （ 備考 欄 の特 記 事項 と も） は 建具 表 によ る

樹 脂製 建具 に使 用す る丁 番　 ※標 準仕 様書 表 1 6 . 8 . 3 によ る

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取り付け位置　※建具表による

・　

・ 適 用 する

・ 適 用 し な い

・熱線センサー

・音波センサー

・光電センサー

・電波センサー
・タッチスイッチ
・押しボタンスイッチ

・車椅子使用者用
便房スイッチ

・光線（反射）センサー

戸の開閉方式　※建具表による　・　　　

車椅子使用者便房スイッチ　・大型（開・閉）押し釦スイッチ　・非接触スイッチ

曲 げ 強 さ に よ る 区 分 （ ・ 3 0  ・ 2 5  ・ 1 5 ）

接 着 剤 に よ る 区 分 （ ・ U 　 ・ M 　 ・ P ）

難 燃 性 に よ る 区 分 （ ・ 難 燃 2 　 ・ 難 燃 3 ）

・図示 による

耐 風 圧 強 度 （ 　 　 　 　 ） p a

※  電 動 式 （ 手 動 併 用 ） ・  手動 式

安全装置（急降下制御装置又は急降下停止装置）の設置個所

※ 建 具 表 に よ る ・急降下制御装置又は急降下停止装置

（ 1 6 . 5 . 4 ）

（ 1 6 . 5 . 6 ）

（ 1 6 . 6 . 3 ）

（ 1 6 . 6 . 4 ）

（ 1 6 . 6 . 5 ）

（ 1 6 . 7 . 2 ）

（ 1 6 . 7 . 2 ）

（ 1 6 . 7 . 2 ）

（ 1 6 . 7 . 2 ） （表 1 6 . 7 . 2 ）

（16.7.3）

（16.7.4）

（ 1 6 . 7 . 3 ） （表 1 6 . 7 . 7 ）

（ 1 6 . 8 . 2 ）

（ 1 6 . 8 . 3 ）

（ 1 6 . 8 . 4 ）

 （ 表 （ 1 6 . 1 1 . 1 ） ( 1 6 . 1 1 . 2 )

（ 1 6 . 1 1 . 2 ）

( 1 6 . 1 1 . 2 )

1 6 - 2

建　
　

具　
　

工　
　

事

材料板ガラスによる種類 種　類

・フロートガラス

・型板ガラス

・フロート強化ガラス

・熱線吸収強化ガラス

・型板強化ガラス

・Ⅰ類

（ 1 6 . 1 4 . 2 ）・強化ガラス

・Ⅲ類

破片の種類、ｼｮｯﾄﾊﾞｯｸ衝撃特性

（ 1 6 . 1 4 . 2 ）・合わせガラス

品　種

・Ⅰ類 ・Ⅱ － 2類 ・Ⅲ類・ Ⅱ－ 1類

構成種類 落球衝撃はく離特性、 ｼ ｮ ｯ ﾄ ﾊ ﾞ ｯ ｸ衝撃特性

※建具表による

ドア

※ス チー ルタ イプ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

セクション材料による区分 収納形式による区分 ガイドレールの材質開閉方式による区分

※ バランス式

・ チェーン式

・ 電　動　式

※ 溶融亜鉛めっき

鋼材

・ ステンレス鋼板

・ スタンダード形

耐風圧(Pa)

・ ローヘッド形

・ ハイリフト形

・ バーチカル形 ・

１５ .ガラ ス

・125

・100

・75

・50

・ 電 動 式 の 場 合 の 障 害 物 感 知 装 置 は 建 具 表 に よ る

※特記仕様書に記載無き名称・種類・品質・厚さ・組合せ等は図示（建具表）による

１ ４ .オ ー バー ヘ ッド

スラット及びシッターケース用鋼板 め っき付 着量 　※ Ｚ 1 2又 はＦ 1 2

・  設 け る 　・ 設 け な い

障害物感知装置の設置個所

危害防止機構の設置個所

※ 建 具 表 に よ る ・

※ 建 具 表 に よ る ・

管 理 用 シ ャ ッ タ ー の シ ャ ッ タ ー ケ ー ス

・

開 閉 形 式１３.軽量シャッター ※  手動 式 ・  電 動 式 （ 手 動 併 用 ）

耐 風 圧 強 度 （ 　 　 　 ） p a

形状 ・  イ ン タ ー ロ ッ キ ン グ 形 ・  オ ー バ ー ラ ッ ピ ン グ 形

材質

・ J I S  3 3 2 2 （塗装 溶融 5 5 ％アル ミニウム－亜鉛 めっき鋼板及 び鋼帯）

ス ラ ッ ト

電 動 式 の 場 合 の 障 害 物 感 知 装 置 の 設 置 個 所 ※ 建 具 表 に よ る ・

区 分 ・ 材 料

( 1 6 . 1 1 . 2 )

（ 1 6 . 1 1 . 3 ）

( 1 6 . 1 2 . 2 ) ( 表 1 6 . 1 2 . 1 )

( 1 6 . 1 2 . 3 ) （ 1 6 . 1 2 . 4 ）

（ 1 6 . 1 3 . 2 ) ( 1 6 . 1 3 . 3 ）

Ｒ 4 . 3

１３

１４

１５

・ 標 準 仕 様 書 1 5 . 1 0 . 2 ( 1 ) ( ア ) 、 ( イ ) に よ る

（ 1 5 . 1 3 . 3 ） （ 表 1 5 . 1 0 . 1 ～ 表 1 5 . 1 0 . 4 ）

（ 1 6 . 1 . 3 ） （ 1 6 . 1 . 4 ） （ 1 6 . 1 . 6 ）

（ 1 6 . 2 . 2 ） （ 1 6 . 2 . 4 ） （ 1 6 . 2 . 5 ）

（ 1 6 . 4 . 2 ～ 3 ） （表 1 6 . 4 . 1 ） ( 表 1 6 . 2 . 1 ）

標準 型鋼製 建具 の有効 内法寸 法（表 1 6 . 4 . 5 に よる ）

取 付 用 下地 　 　 ※ 標 準 仕 様 書 1 4 . 4 に よる 　 ・図 示

（ 1 5 . 6 . 2 ) ( 表 1 5 . 6 . 1 ) ( 表 1 5 . 6 . 2 ）

外 装 厚 塗 材 Ｓ i 、 外 装 厚 塗 材 E に お け る 上 塗 材 の 適 用

多 雪地 域 の場 合 の軒 と い の取 付 け間 隔  O . 5 ｍ以 下 　

J C W  3 0 1 に よるルーフド レイン の種類及び呼び

( 1 6 . 5 . 2 ) ( 1 6 . 5 . 3 ) ( 表 1 6 . 2 . 1 ）

( 1 6 . 6 . 2 ) ( 1 6 . 6 . 3 ) ( 1 6 . 4 . 2 ）

外部 に面す る建 具 の耐風 圧 性（ 表 1 6 . 2 . 1 に よる）

※ S U S 3 0 4 、 4 3 0 J 1 L 又 は S U S 4 4 3 J 1

正面板の厚さ　　※標準仕様書 表16.7.6による

表 裏 面 の 状 態 に よ る 区 分 （ ・ D V 　 ・ D O 　 ・ D C ）

（ 1 6 . 7 . 2 ） （ 1 6 . 7 . 3 ）（ 表 1 6 . 7 . 7 ）

（ 1 6 . 7 . 2 ）（ 表 1 6 . 7 . 3 ） （ 1 6 . 7 . 3 ） （表 1 6 . 7 . 7 ）（ 1 6 . 7 . 4 ）（ 表 1 6 . 7 . 1 0 ）

（ 1 6 . 7 . 2 ）（ 1 6 . 7 . 3 ） （ 1 6 . 7 . 4 ） （表 1 6 . 7 . 7 ）

・ JI S  G  3 3 0 2 (溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

・ J I S  G  3 3 1 2 (塗装溶融亜鉛めっき鋼板鋼帯）

･  J I S  G  3 3 1 2 （塗装溶融亜鉛めっき鋼板）　　

・有 り （ 種 別 ：　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 厚 さ ( m m ) ： 　 　 防火 性 能 ： 　 時 間 ）

１ ０ . 自 動 ド ア 開 閉

１ １ . 自 閉 式 上 吊 り

特記仕様書　№３胆沢第二発電所建屋増築工事特
記
仕

様
書
　
№

３
　
・

ロール
成形

・角波形

カラーアルミ亜鉛合金

めっき鋼板

一般標準色

・ 行 わ な い

令和７ ２

６Ａ６３
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1 9 - 2

内　
　

装　
　

工　
　

事

厚 　 さ 　 ( ㎜ ) 寸 　 法 　 ( ㎜ )種　　類 色　　柄

・

・厚膜型塗床材

・厚膜型塗床材

種　別

塗床材のホルムアルデヒド放散量

タイルカーペット

※  ル ー プ パ イ ル

・  カ ッ ト パ イ ル

パイル形状

織じゅうたん

・柄物

色柄 帯  電  性

下敷き　　※反毛フェルト( J I S  L  3 2 0 4 ) の第 2種 2 号　呼び厚さ 8 m m

Ｇ敷　き

無 地 の 織 り じ ゅ う た ん の 種 別 　 　 ・ A 種 　 ・ B 種 　 ・ C 種

( 標 準 品 )

・適用する

・適用しない

種　　類 樹　種工　　法

・複合フローリング Ｇ

・接着工法

・ 釘留め工法
（直張り）

（根太張り）
・ 釘留め工法

・ A 種

７．カーペット

・単層品

・積層品
・3.0 　・4.5 

・6.0 　・9.0

６，ゴム床タイル

パイル形状織  り  方

・カット、ループ 併用

・  ル ー プ パ イ ル

・  カ ッ ト パ イ ル

・アキスミンスター

・ダブルフェース

・ウィルトン ※無地

見切り、押え金物 ・適用する（材質、形状等　・図示　・　　　　）
・適用しない

織じゅうたんの接合方法 ※ヒートボンド工法　・　　　　

タフテッドカーペット  

パイル形状

・・カットパイル

・ループパイル

パイル長さ(㎜)

・

工   　 法 帯  電  性

下敷き材（グリッパー工法の場合）

※反毛フェルト（ J I S  L  3 2 0 4 の第 2 種 2号　呼 び厚さ  8 ｍｍ ・

見切り、押え金物 ・適用する（材質、形状等　・図示　・　　　　）
・適用しない

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・第二種

※第一種

種類

併用・ カット、ループ

※ 5 0 0 × 5 0 0

・

※ 5 0 0 × 5 0 0

・

※ 5 0 0 × 5 0 0

・

※  6 . 5

・

総 厚 さ ( ㎜ )

※  6 . 5

・

※  6 . 5

・

寸 法 ( ㎜ ) 施工箇所

・  市 松 敷 き

※  市 松 敷 き

※  模 様 流 し ・

・・  模 様 流 し

タイルカーペットの敷き方

階段部分

平　　場

見切り、押え金物 ・適用する（材質、形状等　・図示　・　　　　）
・適用しない

・カット、ループ併用

・

･

･

･

工法
・  ｸ ﾞ ﾘ ｯ ﾊ ﾟ ｰ

工法

・  全 面 接 着

・適用する

・適用しない

８ . 合 成 樹 脂 塗 床 ※Ｆ☆☆☆☆

種類

（弾性ウレタン樹脂系塗床材）

（エポキシ樹脂系塗床材）

・薄膜型塗床材

（エポキシ樹脂塗床材）

・薄膜流し展べ工法

・厚膜流し展べ工法

・樹脂モルタル工法

工　法 仕上げの種類

※平滑仕上

・防滑仕上

・つや消し仕上

・平滑仕上

※平滑仕上

・防滑仕上

張り

・  フ ロ ー リ ン グ ・ 釘留め工法

（根太張り）

・ 釘留め工法

（直張り）

・フローリング

・接着工法

・接着工法

・

・

・ 1 2 以 上

Ｇ・単層フローリング

種　　類 工　　法 樹　種 厚 さ ( ㎜ )

ボード１等

ブロック１等

・ 8 以 上

・ 1 5

９ . フ ロ ー リ ン グ

( m m )幅及び長さ

・

・

・

・

・

・

・ 1 5

・

・

・

・複合フローリング

（天然木化粧）

・

・

・

・ B 種 ・ C 種

標準 仕様書  表 1 9 . 5 . 2 による

厚さ、幅及び長さ

・ A 種 ・ B 種 ・ C 種

・ A 種 ・ B 種 ・ C 種

標準仕様書 表 1 9 . 5 . 4 による

標準仕様書  表 1 9 . 5 . 6 に よる

接着工法の場合の緩衝材　　※合成樹脂発泡シート ・

・  Ｄ 種 （ 畳 床 ： ・ Ｋ Ｔ -Ⅰ   ・ Ｋ Ｔ - Ⅱ 　 ・ Ｋ Ｔ - Ⅲ 　 ・ Ｋ Т - Ｋ 　 ・ Ｋ Т - Ｎ ）

・  Ｂ 種 ・  Ｃ 種・  Ａ 種

・衝撃緩和型畳 畳 表 （ J I S  A  5 9 0 2 ） 　 ・ Ｃ 1 　 ・ Ｃ 2 　

種別１０.畳敷き

下地の種類

・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン　　）

・標 準仕 様書 　 表 1 2 . 6 . 1 に よ る 床組

Ｇ

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、

発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 ※Ｆ☆☆☆☆

（ 1 9 . 2 . 2 ）

( 1 9 . 3 . 2 ) ( 表 1 9 . 3 . 1 )

備考

（ 1 9 . 3 . 3 ）

備考

備考

（ 1 9 . 3 . 2 ) （ 1 9 . 3 . 3 ）

（ 1 9 . 4 . 2 ）

施工箇所

（ 1 9 . 5 . 2 ）

( 1 9 . 5 . 2 ～ 1 9 . 5 . 5 )

※標 準仕様書 表 1 9 . 5 . 1に よる

※標準仕様書 表 1 9 . 5 . 3 による

※標準仕様書 表 1 9 . 5 . 5 による

（ 1 9 . 5 . 2 ～ 1 9 . 5 . 5 ）

（1 9 . 5 . 5）

( 1 9 . 6 . 2 ) ( 表 1 9 . 6 . 1 )

網目寸法　・　　　

シーリング材

被着体の組合せ
シリング材の種類

記　　号 主成分による区分

下 表 以外 は 標準 仕 様 書  表 9 . 7 . 1 に よ る

ガラスの取付け材料

断熱材 種類（　　　　　　）

厚さ（・　　　㎜）

施工箇所　・図示による　・　　　　

・構造ガスケット（材質、形状　・図示　・　　　）

耐火目地材　　・　　　　

先付けの材料 ・先付け材料の仕上げ材

・石材（・花こう岩　・大理石　・　　　）

・セラミックタイル

・建具枠

・ゴンドラ用ガイドレール

形状及び仕上げ

・図示による

カーテンウォールの仕上げ　・　　　

構造用ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差（㎜） ※図示

製 作 　 　 配 筋 　 ・ 図 示 に よ る 　 ・ 　 　 　 　

取付け

カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差

ガラスの取付け方法 （・　　　　　　　　）

・防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　　　　　）

屋内で使用する場合のホルムアルデヒド放散量１ . 材 　 　 料

２ . 素 地 ご し ら え

種 別

※ B 種 　 ・ A 種

※ B 種 　 ・ A 種

※ A 種 　 ・ B 種

※ B 種 　 ・ A 種

・ A 種 　 ・ B 種 　

※ B 種 　 ・ A 種

※ A 種 　 ・ B 種

※ A 種 　 ・ B 種

種別

※Ｆ☆☆☆☆

※ B 種 　・ A 種 　

鋼製建具等

鋼製建具等以外 ※ B 種 ・ A 種 　

※ A 種 ・ B 種

1 回 目 C 種  2 , 3 回 目 D 種

見え掛り部分

標 準 仕 様 書 　 表 1 8 . 3 . 4 に よ る

※ A 種 　・ B 種

鋼製建具等

鋼製建具等以外

・ C 種

・ B 種

鋼製建具等 ・ B 種

標 準 仕 様 書 　 表 1 8 . 3 . 4 に よ る

・ A 種 　

種 別

※ A 種 　 ・ B 種

※ B 種 　 ・ A 種

※ B 種 　 ・ A 種

※ B 種 　 ・ A 種

※ B 種 　 ・ A 種

※ B 種 　 ・ A 種

※ B 種 　 ・ A 種

※ B 種 　 ・ A 種

標 準 仕 様 書 表 1 8 . 4 . 3

標 準 仕 様 書 表 1 8 . 7 . 1

標 準 仕 様 書 表 1 8 . 7 . 2

・ A 種 　 ・ B 種 ・ C 種

標 準 仕 様 書 表 1 8 . 8 . 2

標 準 仕 様 書 表 1 8 . 8 . 4

※ B 種 　 ・ A 種

※ B 種 　 ・ A 種

―

―

・ 　

塗　
　

装　
　

工　
　

事

1 8

・帯電防止床タイル

・防滑性床シート

・防滑性床タイル

・視聴覚者用床タイル

・耐動荷重性床タイル

厚さ：　　・寸法

厚さ：

厚さ：

形状：

内　
　

装　
　

工　
　

事

1 9

５ . 塗 装 業 者

接着剤のホルムアルデヒド放散量

主成分による区分
施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合のゴム床タ接着剤の

下地の施工

・図示による　・

・図示による　・　

※Ｆ☆☆☆☆

※ 2 . 0

・
※ F S （ 複 層 ビ ニ ル 床 シ ー ト ）

・

　・

・

備考厚 さ ( m m )色柄種類の記号

目地処理する場合の工法　　※熱溶接工法　 ・

備考色柄

・無地

寸 （ m m ) 法

・ 3 0 0 角

・ 4 5 0 角

厚 さ ( ㎜ )

※  2 . 0

・・

・ 5 0 0 角

４，特殊機能床 材料

・帯電防止床シート

シート・タイルの種別 種類 性 能

厚さ：　　・寸法

厚さ：

厚さ、寸法、形状（㎜）

１ . 接 着 剤 等

２ . ビ ニ ル

床シート Ｇ

床タイル Ｇ

３ .ビ ニ ル

※ K T（コンポジシ ョンビニル床タイル）

・ F T （ 複 層 ビ ニ ル 床 タ イ ル ）

・ F O A （ 置 敷 き ビ ニ ル 床 タ イ ル ）

・ T T （ 単 層 ビ ニ ル 床 タ イ ル ）

・ F O B （ 薄 型 置 敷 き ビ ニ ル 床 タ イ ル ）

J I S 記 号

（ 1 9 . 2 . 2 ）

（ 1 9 . 2 . 2 ）
（ 1 9 . 2 . 3 ）

（ 1 9 . 2 . 2 ）

（ 1 9 . 2 . 3 ）

（ 1 9 . 2 . 2 ～ 1 9 . 9 . 3 ）

（ 表 1 9 . 2 . 2 ）

（ 表 1 8 . 1 1 . 2 ）

（ 表 1 8 . 1 0 . 1 ）

（ 表 1 8 . 7 . 2 ）

（ 表 1 8 . 5 . 1 ）

（ 1 7 . 3 . 2 ）

（ 1 7 . 3 . 2 ）

（ 1 7 . 3 . 4 ）

（ 1 7 . 3 . 6 ）

（ 1 8 . 1 . 3 ）

※ A 種 　・ B 種 見え隠れ部分 ※ B 種 　・ A 種

※ A 種 　

※ B 種 　

※ A 種 　・ B 種

・ A 種

鋼製建具等以外 ※ B 種 　・ A 種

（ 1 8 . 3 . 2 ～ 3 ）

※ B 種 　 ・ A 種 　 ・ C 種

※ C 種 　 ・ A 種 　 ・ B 種

（ 1 8 . 2 . 2 ～ 7 ） （ 表 1 8 . 2 . 1 ～ 7 ）

（ 1 7 . 3 . 5 ）

（ 1 7 . 3 . 3 ） （ 表 1 7 . 3 . 1 ）

（ 1 7 . 3 . 2 ）

（ 1 7 . 3 . 2 ）

（ 1 7 . 3 . 2 ）

・

・

・

建　
　

具　
　

工　
　

事

1 6 - 3

・熱線吸収網入磨き板ガラス

・熱線吸収フロート板ガラス ・1種

・2種
・ブルー　・グレー　ブロンズ

板ガラスの種類及び厚さの組合せ、複層ガラスの厚さは建具表による

乾燥気体の種類

・

・空気

アルゴン

空気

アルゴン

日射取得性・遮へい性による区分

・

・

Ｇ

Ｓ

・Ｇ

・Ｓ

・

・

・

・

・

・

Ｔ1

Ｔ2

Ｔ3

Ｔ4

Ｔ5

Ｔ6

・断熱複層ガラス

品　類 断熱性の区分

・

・

・

・

・

・

Ｔ1

Ｔ2

Ｔ3

Ｔ4

Ｔ5

Ｔ6

複層ガラス

・日射熱遮へい

・熱線反射ガラス

品　種

・熱線反射ガラス

・高性能熱線反射ガラス

日射遮へい性

・1種

・2種

・3種 Ｂ種

色　調

・Ａ種　・Ｂ種

・ブルー　

・グレー

耐久性による区分

Ａ種

・シルバー

・ブロンズ　

厚さ

※図示

※図示

反射被覆面　・内面　　・外面

映像調整　　・行わない　・行う

材料板ガラスによる種類の名称

・フロート倍強度板ガラス

・倍強度ガラス

・熱線吸収倍強度板ガラス

建具の種類

アルミニウム製

樹脂製

ステンレス製

ガラス留め材、溝の大きさ

ガラスの留め材

・シーリング材

・シーリング材

・

・建築用ガスケット

・シーリング材
・建築用ガスケット

※グレイジングチャンネル

・

・グレイジングビード

ガラス溝の大きさ（ｍｍ）

・建具製造所の仕様による

・建具製造所の仕様による

・建具製造所の仕様による

・建具製造所の仕様による

・

・

・

・

鋼製及び鋼製軽量

１６.ガラスブロック

表面
形状

正方形

材料等

長方形

・ 1 2 5 × 1 2 5

・ 1 6 0 × 1 6 0

・ 2 0 0 × 2 0 0

呼び寸法

・ 2 5 0 × 1 2 5

・ 3 2 0 × 1 6 0

・ 8 0

・ 9 5

・ 3 2 0 × 3 2 0

・ 9 5  ・ 1 2 5

・ 9 5  ・ 1 2 5

・ 8 0

厚さ

・ 9 5

クリア

・

・

・

・

・

・

・

・

その他

色　調

・図示

乳白

・

・

・

・

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

壁用金属枠及び補強材　・設ける（形状　※図示　・　　　　　　　　　　）

力骨　　材質　※ステンレス製（SUS304）

寸法　※径5.5ｍｍ

形状　※はしご形状複筋及び単筋

・設けない

形状　※図示・ ・

工法
建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

木下地の場合の壁用金属枠の取付け間隔（・　　　　　　　　　　　）

（・図示による　・　　　　　　）

目 地 部 の 横 力 骨 の 納 ま り 　 　 ※ ガ ラ ス ブ ロ ッ ク 製 造 所 の 仕 様 に よ る 　 ・ 図 示 に よ る

化粧目地モルタルの色 （ ・　　　　　　　　　）

寸法　※図示

金属製化粧カバー 材質　・ステンレス製　・アルミニウム製

シーリング材の種別 （ ・　　　　　　　　　）

1 7 １ . 取 付 方 法 ､ 性 能 等

２ . メ タ ル カ ー テ ン

ウォール

性能

※ 1 . 0 K H  

水平方向

※ 0 . 5 K V

鉛直方向

耐震性能
耐風圧性

性能の確認方法及び判定方法

※性能の確認及び判定方法が確認できる敵札な資料

適用は以下によるほか、カーテンウォール図による

金属系材料の種類

・アルミニウム　・鋼材　・ステンレス鋼材

（アルミニウム材の場合） 規 格等 　※ 標準 仕 様書 1 6 . 2 . 3 に よ る

着色　・標準色　・特注色

種別　・　　　　

シ ー リ ン グ 材 （ ガ ラ ス の 取 り 付 け は 除 く ）

下 表以 外 は標 準 仕様 書  表 9 . 7 . 1 に よ る

被着体の組合せ
シリング材の種類

記　　号

ガラスの取付け材料 ・シーリング（種類：　　　　）

・構造ガスケット（材質、形状　・図示　・　　　）

断熱材 種類（　　　　　　）

形状及び仕上

見え係り部の仕上げ　・　　　

取付け

カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

（・　　　　　　　　）

躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差

Ｇ

施工箇所　・図示による　・　　　　

厚さ（・　　　㎜）

・図示による

ガ ラ ス 溝 の 寸 法 、 形 状 等 　 ※ カ ー テ ン ウ ォ ー ル 製 造 所 の 仕 様 　 ・ 　 　 　

ウォール

３ . Ｐ Ｃ カ ー テ ン

材料

ガラスの取付け方法

・図示コ ン ク リー ト　 ※ 共通 仕様 書 1 7 . 3 . 2 ( 1 ) ( ア ）～ （ ウ） に よ る

適用は以下によるほか、カーテンウォール図による

（16 . 14 . 2）

（1 6 . 14 . 2）

（ 1 6 . 1 4 . 4 ）

（ 1 6 . 1 4 . 2 ）

色　調

・グレー　・ブルー　ブロンズ

（ 1 6 . 1 4 . 5 ）
目地幅（ｍｍ）

平積み

※8～15

・15～25

・

曲面積み

外側

※15以下

・

※6以上

・

内側

・

伸縮目地
目地位置

※6ｍ以下
ごとに幅

10～25㎜

・図示

（16.14.5）

 水 密 性

・

 気 密 性 遮音性 断熱性

・ 3 0 分

耐火性能

・ 1 時 間

 ( 1 7 . 1 . 3 )

( ℃ )

耐温度差性

・８０

・７０

・６０

（ 1 7 . 2 . 2 ）

（ 表 1 4 . 2 . 1 ）

（ 1 7 . 2 . 2 ）

主成分による区分

（ 1 7 . 2 . 2 ）

（ 1 7 . 2 . 3 ）

（ 1 7 . 2 . 2 ）

（ 1 7 . 2 . 5 ）

（ 1 7 . 3 . 2 ）

（ 1 7 . 2 . 6 ）

内　
　

装　
　

工　
　

事

・ 1 5 　 ・ 2 0 　 ・ 2 5

・ 1 5 　 ・ 2 0 　 ・ 2 5

・ 3 0

・ 1 2 　 ・ 1 5 　 ・ 1 8 　 ・ 2 1

・

・

・

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

・普通木毛セメント板

・中質木毛セメント板
木質系
セメント板

繊維強化

セメント板

火山性ガラス
質複合版
(VSボード)

・

・

・無研磨板 ( ・スタンダード　・テンパード）

・内装 用　・外装 用

・ 2 . 5 　・ 3 . 5 　 ・ 5 　・ 7

Ａ級 ( ・天井仕上　・内装仕上　・　　　　　）

・ 9　 ・ 1 2 　・ 1 5 　・ 1 8

・ 3 　 ・ 7 　 ・ 9 　・ 1 2
ＧＧファイバーボード (MDF)

ＧＧ・ハードボードボード(素地）

ＧＧ・ハードボード(化粧）

ＧＧ・インシュレーションボード

・ミディアムデンシティ

繊維板

・

・けい酸カルシウム板

・火山性ガラス質複合板

・硬質木片セメント板

・普通木片セメント板

・硬質木毛セメント板

タイプ2 (無石綿）　・6　・8

・ 1 5 　 ・ 2 0 　 ・ 2 5

・ 研磨板（・ス タンダード 　・テンパー ド）
・ 2 . 5 　 ・ 3 . 5 　・ 5 　・ 7

・無研 磨板　・研 磨板

・ 1 0 　・ 1 2 　 ・ 1 5 　・ 1 8

・単板オーバーレイ　・プラスチックオーバーレイ　

パ ーティク ル
ボード

ＧＧ・単板張りパーティクルボード

ＧＧ・化粧パーティクルボード
・塗装 ・ 1 0 　・ 1 2

・ 2 5 ( ガ ラ ス ク ロ ス 包 み ）・・ ｸ ﾞ ﾗ ｽ ｳ ｰ ﾙ 吸 音 ﾎ ﾞ ｰ ﾄ ﾞ 3 2 K

・ ﾛ ｯ ｸ ｳ ｰ ﾙ 吸 音 ﾎ ﾞ ｰ ﾄ ﾞ 1 号

・ロックウール化粧吸音板

・ 2 5 ・
吸音材料

・ 1 2 . 5 ( 不 燃 ） 　 ・ 1 5 ( 不 燃 ）・

石膏ボード
・不燃積層

・せっこうボード

・シージング石膏ボード

9 . 5 ( 準 不 燃 ）
（トラバーチン模様）

・化粧せっこうボード

・化粧せっこうボード
（木目）

・ 化 粧 無 ( 下 地 張 り 用 ）

・ 化 粧 有 ( ト ラ バ ー チ ン 模 様 ）

・ 9 . 5 （ 不燃）

・ 1 2 . 5 ( 不 燃 ） ・

・強化せっこうボード ・ 1 2 . 5 ( 不 燃 ） 　 ・ 1 5 ( 不 燃 ）

・せっこうラスボード ・ 9 . 5 　・ 　　

模 様 ( ・ 柾 目 　 ・ 板 目 ） 　

専用下地材有り
・ 1 2 . 5 ( 不燃 ）　幅 4 4 0 ｍｍ程度

ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量 ※Ｆ☆☆☆☆

ボード表面への化粧張り仕上げの有無

・有り（種類：　　　　　　）　・　　

天井ボードの重ね張りに貼付け方法（ロックウール吸音板を除く）

（・　　　　　　　　　　　　　　　）

石膏ボードの目地工法

材料

種類 規　　格

板面の品質（　　　　　）

厚さ（㎜）（　　　　　）

・普通合板

・天然木化粧
合板

表板の樹種名（　　　　　）

化粧板の樹種名（　　　　　）

厚さ（㎜）（　　　　　）

化粧加工の方法 ・オーバーレイ　・プリント　・塗装　・　

表面性能（　　　　　）

厚さ（㎜）（　　　　　）

・特殊加工

化粧合板

合 板のホルムア ルデヒド放 散量

合 板 の 張 付 け 　 ・ A 種 　 ・ B 種

種類　・仕上表による　・　　

・ベベルエッジ　・スクェアエッジ

突付け工法、目透かし工法の場合のエッジの種類　　

・

・

・ ・

・

施  工  箇  所
紙 繊 維 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

壁 紙 の 種 類

ホルムアルデヒド放散量　　※Ｆ☆☆☆☆

及び合板張り

石膏ボード

製品

・

施工

モルタル面及びプラスター面の吸込止めの塗布等の素地ごしらえ

※B種　　・A種

コンクリート面の吸込止めの塗布等の素地ごしらえ

※B種　　・A種

石膏ボード面の素地ごしらえ及びケイ酸カルシウム板面の吸込止めの塗布等の素地ごしらえ

※B種　　・A種

Ｇ
断熱材打込み工法

種 　         　 類

・・

・

・ ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

・フェノールフォーム断熱材

(スキン層なし）

厚  さ  ( ㎜ ) 施   工   箇   所
断熱材名 種類（記号）

・

・

・

・

・

フェノールフォームを使用した断熱材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

※Ｆ☆☆☆☆ ・

・断熱材現場発泡工法

断 熱 材 の 種 類 　 　 ・ A 種 1 　 　 ・ A 種 1 H

吹付厚さ（㎜） ・ 2 5 　 　・ 3 0 　　 ・  

施工箇所 ・図示　　・　　

（ 1 9 . 9 . 4 ）

（ 1 9 . 9 . 3 )

（表 1 8 . 2 . 7 ）

（表 1 8 . 2 . 5 ）

（表 1 8 . 2 . 4 ）

（ 1 9 . 8 . 2 ）

（ 1 9 . 7 . 3 ） （ 表 1 9 . 7 . 3 ）

・

・

・

・

無 機 質 その他塩化ビニル

・

・

防 火 性 能

・不燃

・準不燃

・難燃

備考

防虫処理

・行う

・行わない

・行う

・行わない

・行う

・行わない

（ 1 9 . 7 . 3 ）

（ 1 9 . 7 . 3 ）

Ｒ 4 . 3

５ . ビ ニ ル 幅 木

高 さ（ m m ) ： （※ 6 0 　 ・ 7 0 　 ・ 1 0 0 ）　 　 厚さ（ m m ) ： （※ 1 . 5 以 上　・ 　 　　 　）

材質の種類　　・軟質　　・硬質 （ 1 9 . 2 . 2 ）鉄 　 筋 　 　 ※ S D 2 9 5 　 ・
1 7 - 2

・熱線吸収板ガラス

品　種 性　能 色　調

（ 1 6 . 1 4 . 2 ）

1 9 - 3 種　　類規格名称 厚 さ ( m m ) , 規 格 等その他ボード

（19 . 7 . 2）（表19 . 7 . 1）

・複層ガラス

カ

｜

テ

ン

ウ

ォ

｜

ル

工

事

カ

｜

テ

ン

ウ

ォ

｜

ル

工

事

( 1 9 . 3 . 2 ) ( 1 9 . 3 . 3 ) ( 表 1 9 . 3 . 2 )

（ 1 9 . 4 . 2 ） （ 1 9 . 4 . 3 ） （ 表 1 9 . 4 . 1 ～ 8 ）

製品 の 寸法 許 容 差 　 ※ 標 準 仕 様 書  1 7 . 3 . 1 に よる

※標 準 仕様 書  表 1 7 . 2 . 3 に よ る 　 ・ 図 示に よ る

※標 準 仕 様 書  表 1 7 . 2 . 2 によ る 　・ 図 示に よ る

標準仕様 書 1 9 . 2 . 3 ( 1 ) ( ア ) か ら ( ウ )以外の下地の工法

（ 1 8 . 4 . 1 ～ 1 8 . 1 2 . 2 ） （ 表 1 8 . 4 . 1 ～ 表 1 8 . 1 2 . 1 ）

製品 の 寸法 許 容 差　 ※ 標準 仕 様 書  1 7 . 2 . 1 に よ る

※ 標 準仕 様 書  表 1 7 . 2 . 2 に よ る　 ・ 図示 に よる

※ 標 準仕 様 書  表 1 7 . 2 . 3 に よ る　 ・ 図示 に よる

( 1 6 . 1 4 . 2 ) （ 1 6 . 1 4 . 3 ） （ 図 1 6 . 1 4 . 1 ）

※ 標 準 仕 様 書 1 9 . 7 . 2 （ 2 ） （ イ） の い ず れ か に よ る

・フラットタイプ(・9(不燃）・12(不燃)　・　　)

・凹凸タイプ（・9(不燃)・12(不燃）・　　）

補強 鉄筋　 径（ ㎜）　 ・ 3 . 2 　・ 4 . 0 　・ 5 . 0 　 ・ 6 . 0
1 1 ． せ っ こ う ボ ー ド

1 2 ． 壁 紙 張り

1 3 ．断 熱材

３ . 錆 止 め 塗 料 塗 り

４ . 塗　 　 料

特記仕様書　№４胆沢第二発電所建屋増築工事特
記
仕

様
書
　
№

４
　
・

下地面等

木部
不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

石膏ボード面及び

その他ボード面

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

コンクリート面 ( D P）の場合

モルタル面及びプラスター面

亜鉛めっき鋼面

耐候性塗料 ( D P ) の場合

上記以外の場合
鉄鋼面

コンクリート面(DP以外)、ＡＬＣパネル面及び押出成形セメント板面

下地面等 塗料の種別 工程の種別

鉄鋼面

鋼面
亜鉛めっき

E P - G 下地

D P下地

S O P下地

S O P下地

E P - G下地

D P下地

塗　装 種別

・ 合 成 樹 脂 調 合

ペ イ ン ト 塗 り

（ Ｓ О Ｐ ）

木 部 屋 外

木 部 屋 内

鉄 鋼 面

亜 鉛 め っ き 鋼 面

・ ク リ ヤ ラ ッ カ ー 塗 り （ Ｃ Ｌ ）

・ ア ク リ ル 樹 脂 系 非 水 分 散 型 塗 料 塗 り （ Ｎ Ａ Ｄ ）

（ Ｄ Ｐ ）

鉄 鋼 面

亜 鉛 め っ き 鋼 面

コ ン ク リ ー ト 面 及 び

押 出 成 形 セ メ ン ト 板 面

・ 耐 候 性 塗 料 塗 り

・ つ や 有 合 成 樹 脂
エ マ ル ジ ョ ン
ペ イ ン ト 塗 り

（ Ｅ Ｐ - Ｇ ）

木 部

屋 内 の 鉄 鋼 面

・ ス テ イ ン 塗 り

・ ウ レ タ ン 樹 脂 ワ ニ ス 塗 り （ Ｕ Ｃ ）

・ 合 成 樹 脂 エ マ ル ジ ョ ン ペ イ ン ト 塗 り （ Ｅ Ｐ ）

コ ン ク リ ー ト 面 、 モ ル タ ル 面 等

亜 鉛 め っ き 鋼 面

・ ピ グ メ ン ト ス テ イ ン 塗

・ 木 材 保 護 塗 料 塗 り （ Ｗ Ｐ ）

・ オ イ ル ス テ イ ン 塗 （ О Ｓ ）

屋 外

塗料の種類等

種別がA 種の場合の、標準仕様書表 1 8 . 5 . 1 の工程 2 の塗料の種類（・　　　　）

耐候性塗料塗り（ＤＰ）

クリヤラッカー塗り（ＣＬ）

上塗り塗料の等級　鉄鋼面（・　　級）　亜鉛めっき鋼面　（・　　級）
ウレタン樹脂ワニス（ＵＣ）

・日本塗装工業会の会員 ・監督員の承諾する塗装業者

標準仕様書表 8 . 1 0 . 1 の工程1 の着色　・適用する

オイルステイン塗り（ОＳ）の仕様　  ・図示による

令和７ ２

７Ａ６３



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

ユ　

ニ　

ッ　

ト　

及　

び　

そ　

の　

他　

工　

事

2 0 - 2

・流し台 市販品

トラップ付き

天板ステンレス製

市販品

バックガード有り

天板ステンレス製

市販品

・吊戸棚

・ 1 2 0 0 ・ 8 0 0

材種
寸 法 ( m m )

備考
Ｗ Ｄ Ｈ

・ 1 5 0 0 ・ 6 0 0

・ 5 5 0

・ 6 5 0

・ 8 5 0

・コンロ台 ・ 6 0 0

・ 6 0 0

・ 5 5 0

・ 6 5 0

・ 6 2 0

・ 1 2 0 0

・ 9 0 0
・ 4 5 0

・ 7 0 0

・ 5 0 0

・ 6 7 0

・ 1 2 0 0

・ 9 0 0
・水切り ― ―

市販品

ステンレス製

・一段式 ・・ 6 0 0

品 質 ・ 性 能 　 J I S  A  4 4 2 0 に よ る 。

・ 1 8 0 0

形状　※図示による　・　　

2 5 . 流 し 台ユ ニッ ト

柱径、肉厚(㎜)

・・ ステンレス製

・

材   　質

・ 上下式鎖内蔵式

形   　 式

・スプリング式

・ 標準品

2 6 ． 車 止 め 支柱

フェンスの種類 ・ビニル被覆エキスパンドフェンス

・樹脂塗装メッシュフェンス

・鋼管フェンス

・アルミフェンス

高さ　　※図示による　・　

2 7 . フェンス

2 8 . 鋼製書架及び

物品棚 種　類 規格等 耐荷重による種類

・鋼製書架

・鋼製物品棚
J I S  S  1 0 3 9 に よ る

・ 1 種　・ 2 種　 ・ 3 種

・ 4 種 　・ 5 種 　・ 6 種 　 ・　

2 9 . 屋内掲示板 枠の材質　　※アルミニウム製　・　

表面の材質 ※塩ビ発泡シート張り　・　

3 0 . 洗面 カウン ター 材種　　　　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）

奥行き（㎜） ・ 約 4 5 0 　 ・ 約 6 0 0

3 1 . 防煙垂れ壁 ・固定式

備　考

アルミ枠付き※ 6 . 8

・

※ 5 0 0

・

高さ（㎜）厚さ（㎜）材　質

※網入り磨き板ガラス

・線入り磨き板ガラス

・可動式

種　類 材　質 高さ（㎜）

・垂直降下式
（巻取り型）

※不燃布

（不燃認定品）

※ 5 0 0

・ 8 0 0

備　考

ガイドレール

※固定式（壁埋込み型）

・回転降下式
鋼板製又は
アルミ製

※ 5 0 0

・ 8 0 0
・

表面仕上げ

※天井材張り

・

3 2 . 収納家具 降下機構　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

材質形状、寸法　　※図示による　・　

合 板 、 集 成 材 、 M D F 、 パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド 等 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 ※Ｆ☆☆☆☆

3 3 . 屋 外掲示 板 照明器具　　※有り　・無し

施錠 ※有り　・無し

3 4 . 敷 地境 界石 標 種類　　※コンクリートブロック製（市販品）

・花こう岩類（文字記号等入り）

１．屋外雨水排水2 1

排　
　

水　
　

工　
　

事

呼  び  径

コンクリート管

・  遠 心 力 鉄 筋

・  硬 質 ポ リ 塩 化
ビニル管

材　　種

外圧管 ( １ 種 )

Ｇ

・

形状 備考

・図示 ・

・図示 ・

・図示 ・

排水管用材料

種類・記号

・　硬質ポリ塩化
ビニル管継手

・ＤＶ

・ＶＵ継手

・ Ｒ Ｓ - Ｖ Ｕ

・ＶＵ

・ＶＰ

・B形管 ・

・図示

・図示 ・

・

基床の厚さ及び種類　　・図示 ・

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　　※接着剤 ・ゴム輪

・側塊の形状及び寸法　　・図示

・排水桝の種類　　　　　・図示

砂利地業に用いる材料　・再生クラッシャラン　・切込砂利　・切込砕石

凍上抑制層に用いる材料　・図示

砂を用いる場合の粒度試験　・行う　・行わない

砂地業に用いる材料　・シルト　・山砂　・川砂　・砕砂

・標準仕様書2 1 . 2 . 2 ( 6 ) ( オ ) の排水桝 を現場打ちとする場合の足掛け金物

・幅 4 0 0 ㎜、径 2 2 ㎜のステンレス製

・径 2 2 ㎜ の防錆 処 理を 行った鋼 製

・径 1 9 ㎜の合 成樹 脂被覆 加工 を行っ たも の

材料、施工

種   類 形  式

・鋼　製

・ステンレス製

・溝ふた(横断用)

・溝ふた(側溝用)

・桝ふた用

・Ｕ字溝用

・溝ふた(横断用)

・溝ふた(側溝用)

・桝ふた用

・Ｕ字溝用

用    途

・歩 行 用

・Ｔ―20用

・Ｔ―14用

・Ｔ―６用

・Ｔ―２用

 適 用 荷 重
ﾒ ｲ ﾝ ﾊ ﾞ ｰ

ﾋ ﾟ ｯ ﾁ

・普通目

亜鉛めっき

(付着量）

・細目 ・(　　　）

・(　　　）

・歩 行 用

・Ｔ―20用

・Ｔ―14用

・Ｔ―６用

・Ｔ―２用

・

・細目

・受枠付
ﾎﾞﾙﾄ固定

・

・受枠付
ﾎﾞﾙﾄ固定

・

ー

ー

ー

ー

グレーチング

鋳鉄製ふた

種　   　 類 備　考鍵の有無適用荷重

・Ｔ - 2 用

・Ｔ-20用

・Ｔ - 6 用

・

鋳鉄製

名   称

マンホール蓋 ・簡易密閉型(パッキン式）

・水封形

(ﾃｰﾊﾟ・ﾊﾟｯｷﾝ式）・中蓋付密閉型

・密閉型(ﾃｰﾊﾟ・ﾊﾟｯｷﾝ式）

・  有

・  無

・図示

・

高  さ  ( ㎜ )

（ 2 1 . 2 . 1 ) ( 表 2 1 . 2 . 1 ）

（ 2 1 . 2 . 1 ～ 2 1 . 2 . 2 ）

左記以外の品質等は

（公社）空気調和衛

生工学会SHASE-S209

による

( 2 1 . 2 . 1 )

( 2 1 . 2 . 1 )

上面形状

・凹凸形

・平形

・

・

・凹凸形

・平形

・

・

ユ　

ニ　

ッ　

ト　

及　

び　

そ　

の　

他　

工　

事

2 0 - 1 スクリーン

Ｇ

材   種

材料等

・ポリエステル

・

取付箇所

・図示

・

幅、高さ

・図示

・

操作方法

・電動式

・スプリング式

・チェーン式

品　質

・

巻取りパイプ、ウェイトバー、操作コード又は操作チェーンその他の材料

※製造所の仕様による　・　

形　式

・シングル ・片引

・ひも引き・引分・ダブル

・

・手引き

・電動

・つまみひだ（三つ
山ひだ、二つ山ひだ)

・箱ひだ、片ひだ

取付

箇所

・

材料等

生地の種別、品質

特殊加工等

・

・

・

・図示

ひだの種類開閉操作

・図示・

・ブレーンひだ

・ ・

暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重なり ※ 3 0 0 ㎜以 上 　・ 　

レール

材料等

レール及びブラケットの強さによる区分 ※ 1 0 - 9 0 　 ・ 　

レールの材料による区分　　※アルミニウム及びアルミニウム合金の押出成形品　　

・ステンレス製

レールの仕上げ　※アルマイト　・　

レールの形状 ※角型　　　　・　

ーテンの付属物　フック（ひるかん） ※鋼製　　・樹脂製

及びカーテンボックス ・アルミニュウム製　押出し形材（市販品）

・集成材（仕上：　　　　　　　　　　　　　　　　　）材質

色合い ・標準色　　・特注色

種別 （標準仕様書表14. 2. 1） ・ B C - 1 種 　 　 ・ B C - 2 種

・鋼製（仕上：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

溝幅×深さ（ｍｍ） ・ 9 0 × 1 5 0 　 ・ 1 2 0 × 8 0 　 ・ 1 2 0 × 1 5 0 　 ・ 1 5 0 × 1 8 0 　 ・ 図 示

16.ブラインドボックス

コンクリート
補強鉄線の径及び網目寸法 ・図示による　・　　　

・図示による

取付方法

製作

・図示による　・　

コンクリートの設計基準強度

配筋　　・図示による　・　

・  間 知 石

・ コンクリート間知ブロック

材　種材　　料 質量区分種　類

・ A

間知ブロック

コンクリート

積み

材料等

・凝灰岩

・花こう岩

―

― ―

・ B

・

積み方　　　※谷積み　・布積み

目塗り　　　・図示

伸縮調整目地　材種　　・図示 ・

厚さ　　・図示 ・

工法

1 8 ． 間 知 石 及 び

1 7 ． プ レ キ ャ ス ト

天井点検口

材   　種

・アルミニウム製 ・ 4 5 0 × 4 5 0

・ 6 0 0 × 6 0 0

寸  　 法 形式 外枠

・額縁タイプ

・目地タイプ

・
・ ・屋内用

・屋内外用

・

・一般型

・

形式

床点検口

・密閉形

寸法材　種

・一般型 ・ 屋内外用

・屋内用・ 6 0 0 × 6 0 0

・ 4 5 0 × 4 5 0・ アルミニウム製

・ ステンレス鋼製

・ 鋼製

・鍵付き

・

・

1 9 ． 点 　 検 　 口

・垂直方向 ・完全（全貫通型）

方向 タイプ 防水性能耐火性能

・非耐火型

・有り

・無し・水平方向 ・部分

・耐火型

目地

耐震スリット

目 地 寸 法（ m m ）

目地

目地材

内壁 外壁

・シーリング材（見え掛り部のみ）

・

・幅20×深さ10

・

・シーリング材（見え掛り部のみ）

・シーリング材（内外共）

・幅20×深さ10

・

目地材の材質は標準仕様書表9.7 .2による。

2 0 . 耐震 スリ ッ ト

ジョイント金物

・アルミニウム製

・ステンレス製

ク リ ヤ ラ ン ス ( m m ）

・有り

・無し

材質

・ 5 0 　 ・ 1 0 0

・ 1 5 0 ・

（　　　　）

耐火性能

外部は防水型とする。

21.エキスパンション

・ 膨張 遅 延 型（ W 2 0 ×ｔ 1 0 )

2 2 . 止 水 版

施工箇所　　・図示による　

形式　　　　・差込式　・据置式　・壁張り式

水膨張性ゴム止水材

1 3 ． ロ ー ル

1 4 ．カ ー テ ン

1 5 ．カ ー テ ン

・  塩 化 ビ ニ ル 又 は ゴ ム 製

・  硬 質 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製

・  ス テ ン レ ス 鋼 ( S U S 3 0 4 ) 製

・

・ ス テ ン レ ス 鋼 ( S U S 3 0 4 )

・硬質アルミニウム合金

・

受　　　枠材   　   　 種 備　　考
23.くつふきマット

・

・テーパー式

・同一断面式

・アルミニウム合金製

高さ (ｍ) 操作方法

・ハンドル式

固定方法

・埋込式

・ベース式

・バンド式

旗竿受金物 材 種　 　・ ステ ンレ ス製 （ S U S 3 0 4 ) ・

旗竿受金物

2 4 ． 旗 竿 及び

（ 2 0 . 2 . 2 ）

（2 0 . 2 . 12）

（2 0 . 2 .1 3）

・ロープ式

備考

備考

備考

備考

内枠

・額縁タイプ

・目地タイプ

備　考

( 2 0 . 4 . 2 )

（ 2 0 . 4 . 3 ）

（ 2 0 . 3 . 4 ）

( 2 0 . 3 . 2 )

（ 2 0 . 3 . 3 ）

※  水 セ メ ン ト 比 5 5 ％以 下 、 単位 セ メ ン ト 量 の 最 小値 3 0 0 ㎏ ／ｍ 3 を 満足 す る 調 合強 度

（ 2 0 . 2 . 1 6 ）

備考

暗幕

（ 2 0 . 2 . 1 6 ） （ 表 2 0 . 2 . 1 ）

（ 2 0 . 2 . 1 5 )

2 0

ユ　

ニ　

ッ　

ト　

及　

び　

そ　

の　

他　

工　

事

１．フリーアクセス

フロア 施  工   箇   所
仕上り

高 ( m m )
表面仕上げ材構  　 法 所定荷重耐震性能

・ 5 0 0 × 5 0 0

寸　法

・ 1 . 0 G ・ 3 0 0 0 N・支柱調整式

・置敷式 ・ ・ 0 . 6 G ・ 5 0 0 0 N

・帯電防止床タイル

・

・タイルカーペット

帯電防止性能　・Ｕ値（クラス1）　・Ｕ値（クラス2）

漏えい抵抗 ・Ｒ≧1×10Ω6　　・　　　　

耐荷重性能、耐衝撃性能、ローリングロード性能、耐燃焼性能の試験方法

※標準仕様書20.2.2（２）（イ）による　　・　　　
寸法精度

※標準仕様書20.2.2（２）（オ）による　　・　　　

構造形式
構成基材の種類

スタッド パネル
パネル表面仕上げ

・メラミン樹脂焼付又は
アクリル樹脂焼付

・壁紙張り

・

(内臓）・スタッド式

・スタッド式 (露出）

・スタッド パネル式

・パネル式

材料等２．可動間仕切

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆ ・

パ ネ ル 内 に 取 り 付 け る 建 具 　 　 ・ あ り ( ※ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・なし
材料等３．移動間仕切

操作方法による種類

・手動式

・電動式

・部分電動式

・プッシュ式

・ハンドル式

・

ハンガーレールの取付け下地の補強
※ 標準 仕 様 書 2 0 . 2 . 4 （ 3 ） （ ウ ） に よ る 　 　・ 図 示 に よ る

パネルをランナーに取り付ける部品

※ 標 準 仕 様書 2 0 . 2 . 4 （ 3 ） （ エ ）に よ る 　 　 ・ 図 示に よ る

ハンガーレール
※標 準 仕 様 書 2 0 . 2 . 4 （ 3 ） （ オ ） に よ る 　　 ・ 図 示 に よ る

ランナー
※ 標 準 仕 様 書 2 0 . 2 . 4 （ 3 ） （ カ ） に よる 　 　 ・ 図 示 に よ る

あと施工アンカー ・使用する（種類：　　　材質：　　　寸法：　　　）
・使用しない

・

４．トイレブース 材料等

パネル表 面材 の  材  質 脚部の種類

・ポリエステル樹脂系化粧板

・メラミン樹脂系化粧板 ※幅木タイプ

・支柱タイプ

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆

５ . 手 す り

・ステンレスパイプ

・クリアラッカー

直径(mm）

・集成材

・鋼製パイプ

・

・ＨＬ

・

・ＥＰ－Ｇ

・ＳОＰ

・

・35

・45

・

取付箇所表面仕上げ材種

・ビニル製ハンドレール

材料等

６．階段滑り止め

材　　種

・黄銅製押出型材

・アルミニウム製押出型材

材料等

・ステンレス製(SUS304)

形　状

・ひも形

・タイヤ型

寸法（㎜） 取付工法

※接着構法

・埋込工法

・

・

ホワイトボード

※緑
・黒

Ｇ
寸法

※図示

 ホ ワ イ ト ボ ー ド

黒板

・鋼製

・ほうろう

黒板の種類 区分

※焼付け

・

色彩 特記

・図示による　・　　

７．黒板及び

８．鏡 厚 さ 　 ※  5 ｍ ｍ 　 ・ 　 　 　 　 寸 法 、 取 付 箇 所 　 ・ 図 示 に よ る 　・

寸法・形状区   分

・  室   名   札

・  ピ ク ト グ ラ フ

材　　質 厚 さ ( m m )

・市販品

・ 5
・

・・

・ 3 0 Φ

・アクリル板

・

・アクリル板

・

・アクリル板

・

・ステンレス製

・ 5
・

・ 5
・

・  案 内 板

・　

・図示

・

・図示

・

・図示

・

備考
９．表　　　示

材料等

・・ ・

・両面 ・片面
・衝突防止表示

・色、書体、印刷の種別、取付け形式等　　※図示による

・非常用進入口等の表示等 ※消防法に適合する市販品 ・

・

案内用図記号はJIS  Z  8 21 0による。

仕上げ ※研磨等の仕上げを行わない　・　

煙突用成型ライニング材

・適用安全使用温度（・　　℃）

スラット ※アルミニウム合金製

・

※ 2 5

形　式 種　類
スラット

幅(mm)

・縦型

※ギヤ式

・コード式

・操作棒式

・

備　考

※ 2本操作コード式

・ 1本操作コード式

ヘッドボックス

ボトムレース

Ｇ

※ 鋼 製 　 ・ 　

※ 鋼 製 　 ・ 　

・アルミスラット

・クロススラット
スラット

スラット等の材質

材料等 （※幅・高さは図示による）

開閉方式

・ 片 開 き  ・ 両 開 き

・横型

アルミスラット：焼付塗装仕上　　クロススラット：消防法による防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

（ 2 0 . 2 . 3 ）

・ 0

・ 1 2

・ 2 0

・ 2 8

・ 3 6

(db/500Hz)

遮音性能

圧接装置の操作方法

・焼付塗装

・壁紙張り

・鋼板

・

パネル表面材

材質 仕上げ

・

遮音性能

(db/500Hz)

・36未満

・36以上

( 2 0 . 2 . 4 )

( 2 0 . 2 . 5 )

ドアエッジの材質

※製造所の仕様による

・アルミニュウム製
・ステンレス製

・表面材と同材

（ 2 0 . 2 . 6 ）

備考

( 2 0 . 2 . 7 )

( 2 0 . 2 . 9 )

( 2 0 . 2 . 1 0 )

（ 2 0 . 2. 1 1）

( 2 0 . 2 . 1 4 )

2 . 街きょ、縁石

及び側溝 種　　類 形状、寸法

・縁石

・Ｌ形側溝

・Ｕ形側溝

・Ｕ形側溝蓋

・

・図示 ・

・図示 ・

・図示 ・

・図示 ・

・図示 ・

路 床 土 の支 持 力 比 （ C B R ) 試 験

現場 C B R 試験

・行う　　・行わない

・行う　　・行わない

・行う　　・行わない

・

1 . 路　床 路床の材料

・凍上抑制層 ・再生クラッシャラン　　　・クラッシャラン

・図示

・

種　別 材　　料 厚 さ ( m m )

・盛土

Ｇ

・切込み砂利　　・砂

・図示

・

舗　
　

装　
　

工　
　

事

2 2

砂 利 地 業 の 厚 さ 　 　 ※ 1 0 0 ｍ ｍ 　 　 ・ 図 示

凍上抑制層に用いる材料 ※標準仕様書 2 1 . 2 . 1 （ 1 0 ）による ・

砂地業の材料　　・シルト　・山砂　・川砂　・砕砂

砂利地業の材料　・再生クラッシャラン　・切込砂利　・切込砕石

安定処理の方法 ・置き換え工法　・安定処理工法

安定処理用添加材料

種類　　・普通ポルトランドセメント　　・高炉セメントＢ種

・フライアッシュセメントＢ種

Ｇ

試験

材料

砂を用いる場合の粒度試験　・行う　・行わない

・ Ａ 種 　 　 ・ Ｂ 種 　 　 ・ Ｃ 種  　 ・ Ｄ 種

標準 仕様書  表 3 . 2 . 1 に より

透水性舗装に用いるフィルター層の厚さ ・図示による　・　

路 床 安 定 処 理 　 ・ 適 用 す る 　 ・ 適 用 し な い

・ 生 石 灰 （ ・ 特 号 　 ・ 1 号 ） 　 　 ・ 消 石 灰 （ ・ 特 号 　 ・ 1 号 ）

添 加 量 を 定 め る た め に 用 い る C B R （ 　 　 　 　 ）

路床締固め度試験（現場密度）

2 . 路　 盤
路盤の厚さ　　・図示 ・

路盤材料

※再生クラッシャラン　

・クラッシャラン　　　　　・粒度調整砕石

※再生粒度調整砕石 ・クラッシャラン鉄鋼スラグ

Ｇ

Ｇ Ｇ

3 . ア ス フ ァ ル ト 舗 装 ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ 舗装の構成及び厚 さ ※図示 ・

材料

・ストレートアスファルト

・粒度調整鉄鋼スラグ Ｇ ・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ Ｇ

・再 生ア スフ ァル ト　 （種 類： ・ 6 0 ～ 8 0 　 ・ 8 0 ～ 1 0 0  ）Ｇ

加熱アスファルト混合物の種類

種　類

・  細 粒 度 ア スフ ァ ル ト 混 合 物 ( 1 3 )
・  密 粒 度 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 ( 1 3 )

・  密 粒 度 ア ス フ ァ ル ト 混 合 物 ( 1 3 Ｆ )

地　域

・一般地域

・寒冷地域

区　分

表層

試験

アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない

舗装の平たん性　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度

・

・※ 7 0・図示

・・図示・図示

歩行者用通路

厚 さ ( m m ）構成部位

車路及び駐車場コンクリート舗装

舗装の種類

コンクリート舗装の構成及び厚さ4 . コ ン ク リ ー ト 舗 装

材料

コ ン ク リ ー ト 　 　 ※ 標 準 仕 様 書 表 2 2 . 5 . 3 （ 1 ） 及 び 表 2 2 . 5 . 1 に よ る 　

・図示による

早強ポルトランドセメント　　・使用する　　・使用しない

注入目地材料　　※低弾性タイプ　　・高弾性タイプ

施工：目地

・図示による

・

５．カラー舗装 ・加熱系カラー舗装

構成・厚さ　　・図示による　・　

表層に用いる加熱系混合物の結合材 ・アスファルト混合物

・石油樹脂系混合物　顔料の添加量（　　％）　

加熱系混合物に添加する材料 ・着色骨材（　　　）

・自然石（　　　）

アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない

・常温系カラー舗装

工法 ・ニート工法 ・塗布工法

ニート工法及び塗布工法の配合等　　・

舗装の平たん性　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度

・

種類 、間 隔、 構造 　　※ 標準 仕様 書表 2 2 . 5 . 3 及 び図 2 2 . 5 . 1 によ る

舗装の平たん性　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度

6 . 透水性

アスファルト舗装 ・構成　　・図示

・コンクリート平板舗装

・透水平板（Ｐ）

寸法（ m m ）種類

・

厚 さ ( m m ） 目地材

※ 6 0

・ ・モルタル

7 . ブ ロッ ク 系 舗 装

・インターロッキングブロック舗装

※ 普 通 ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ （ Ｎ ）

・透水性 ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ （Ｐ ）

・図示

・

種　類 厚さ
( m m ） ( N / m ㎡ )

曲げ強度

・ ・

※ 8 0 ※ 5 . 0車路

部位 形状・寸法

Ｇ

Ｇ

・保水性平板（Ｍ）

・保 水性 ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ （ Ｍ ）

※ 普 通 ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ （ Ｎ ）

・透水性 ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ （Ｐ）

・保 水性 ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ （Ｍ）

通路
歩行者用

・

・図示

・

※ 6 0

・

※ 3 . 0

・

・

Ｇ※ 再 生 アス ファ ルト 　（ 種類 ：・ 6 0 ～ 8 0 　 ・ 8 0 ～ 1 0 0  ）アスファルトの材料

舗装の平たん性　　※著しい不陸がないもの ・

・ストレートアスファルト

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない

・普通平板（Ｎ） ・ 3 0 0 角 ・砂

クッション材

・砂

・空練モルタル

・標準品

・標準品

・図示による　・　

インターロッキングブロックの割付け

仕上り面の平たん性

※ 歩行 に支 障な いも のと し、コ ンク リー ト平 板・ ブロ ック間 の段 差 3 m m 以内 とする 。

・

色彩、表面加工等

（2 2 . 8 . 2 ）

（ 2 2 . 8 . 4 ）

（ 2 2 . 8 . 2 ～ 3 ）

（ 2 2 . 8 . 2 ～ 3 ）

( 2 2 . 7 . 2 ～ 6 ）

（ 2 2 . 6 . 2 ～ 4 ） （ 表 2 2 . 6 . 1 ）

（ 2 2 . 6 . 6 ）

（ 2 2 . 6 . 2 ～ 4 ) （ 表 2 2 . 6 . 1 ）

（ 2 2 . 5 . 2 ）

（ 2 2 . 5 . 4 ）

（ 2 2 . 5 . 3 ）

( 2 2 . 5 . 2 )

（ 2 2 . 4 . 2 ）

（ 2 2 . 4 . 6 ）

（ 2 2 . 4 . 4 ） （ 表 2 2 . 4 . 4 ）

（ 2 2 . 1 . 3 ） （ 2 2 . 4 . 3 ）

( 2 2 . 4 . 2 )

（ 2 2 . 3 . 2 ）

（ 2 2 . 2 . 5 ）

（ 2 2 . 2 . 4 ）

（ 表 2 2 . 2 . 1 ）

（ 2 2 . 2 . 2 ） （ 2 2 . 2 . 3 ）

（ 2 1 . 3 . 1 ） ( 表 2 1 . 3 . 1 ）

（ 2 1 . 3 . 1 ）

（ 2 1 . 3 . 1 ）

（ 2 1 . 3 . 1 ）

（ 2 1 . 3 . 2 ）

Ｒ 4 . 3

・　　

・

材料の種類　※ステンレス製（SUS3 0 4）　・　　

着色部の下 地　 　・ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ 舗装　　 ・ ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 舗装

（ 2 2 . 1 . 3 ） （ 2 2 . 3 . 3 ） （ 表 2 2 . 3 . 1 ）

（ 2 2 . 1 . 3 ) （ 2 2 . 2 . 2 ） ( 2 2 . 2 . 3 ）

・ スチール製 ・ 114.3φ

特記仕様書　№５胆沢第二発電所建屋増築工事特
記
仕

様
書
　
№

５
　
・

配電盤室

10．タラップ

1 1．煙突ライニング

1 2 ． ブ ラ イ ン ド

・ 4 0 0

埋込､固定式 ・ 850

令和７ ２

８Ａ６３



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

( 法 面 ） ・ 目 地 張 り 　 　 ※ べ た 張 り

舗　
　

装　
　

工　
　

事

・

・

・

2 2 - 2

種類
厚さ
( m m ）

・ ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ 混 合 物

※ 7 0

※ 5 0

・ ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 版

仕 上 り の 平 た ん 性 　 　 ※ 歩 行 に 支 障 の な い も の と し 、 舗 石 間 の 段 差 3 m m 以 内 と す る

クッション材　　※砂　・空練りモルタル

・舗石舗装

・小舗石

（花こう岩）

形状・寸法
( m m ）

・図示

・ ・

割付け

・図示

・

基層 ( m m ）

・ 8 0

・

種別

9 . 路 面 標示 用 塗 料
路 面 標 示 用 塗 料 は J I S  K  5 6 6 5 に よ る 。

※ 3 種 1 号

・ 1 種

種類 施工 適用 色 塗布厚さ幅 ( m m ）

・ 2 種

溶融

常温

加熱

Ｇ

Ｇ

粉体状

液状

・白

・

・ 1 5 0

・ 1 0 0

・ 1 . 0

・

Ｇ 低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料

8 . 砂利 敷 き

・ 通 路 　 　 　 　 　 　 ※ A 種 　 ・ 図 示 に よ る

・ 建 物 周 囲 そ の 他 　 ※ B 種 　 ・ 図 示 に よ る

・

2 3

植　
　

栽　
　

工　
　

事

整   備

土 壌 の 水 素 イ オ ン 濃 度 指 標 （ p H ） 試 験 ・  行 う 　 ・ 行 わ な い

電 気 伝 導 度 （ E C ） の 試 験 ・  行 う 　 ・ 行 わ な い

２ . 植 栽 基 盤 の

1 . 植 栽 地の 確認等

樹高 1 2 m 以上

有効 土 層 の厚 さ ( c m )

樹高 7 m 以上～ 1 2 m 未満

樹高 3 m 以上 ～ 7 m 未満

樹高 3 m 未 満

・芝、地被類 ※  2 0

・ ・

植栽

・樹木

工法

※  Ｂ 種

・Ｂ種

※Ａ種

・Ｃ種

・Ｄ種

( ※ 1 0 0 　 ・ 1 2 0 　 ・ 1 5 0 ）

( ※ 8 0 　 ・ 1 0 0 ）

( ※ 6 0 　 ・ 8 0 ）

( ※ 5 0 　 ・ 6 0 ）

植栽基盤の排水設備

整備内容

・ 設 け る  ( ※ 図 示 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）

・設けない

（暗きょ、開きょ、排水層縦穴排水等）

・現場発生土の良質土　　・客土３．植込み用土

４．土壌改良材

・バーク堆肥 Ｇ

使 用 量 　 　 　 植 栽 基 盤 面 積 １ ㎡ あ た り （ ・ 5 0 Ｌ 　 　 ・ 　 　 　 ）

・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）Ｇ

使 用 量 　 　 　 植 栽 基 盤 面 積 １ ㎡ あ た り （ ・ 1 0 Ｌ 　 　 ・ 　 　 　 ）

種類、指定量

施工箇所　　・植栽範囲　　・図示

施工箇所　　・植栽範囲　　・図示

５ . 植 樹 樹木

刈込みものの適用

樹種、寸法、株立数等　　・図示による　・　

・適用する（数量：　　　　）

・適用しない

支柱 Ｇ

防 腐 処 理 方 法 　 　 ※ 加 圧 式 防 腐 処 理 丸 太 材 ・

形式 ・添え柱形　・鳥居形　・八つ掛け形

・布掛け形　・ワイヤ掛け形　・地下埋設形

※幹巻き用テープ　　・わら、こも幹巻き用材料

新植、移植樹木、芝等の枯保証

新 植 樹 木 ( 芝 張 り 、 吹 付 け は 種 及 び 地 被 類 を 含 む ) の 枯 保 証 の 期 間

※引渡の日から１年　　・無し ・
移植樹木の枯損処置を行う機関

※引渡の日から１年　　・無し ・

６ . 芝 、 吹 付 け は 種

地被類
種類　　※コウライシバ　　・ノシバ ・

芝張りの工法 （平地）※目地張り　　・べた張り

種子の種類

※洋芝類（採取後２年以内）

・

・地被類

・

・

芝

吹付けは種

種子 の量 ( g / ㎡）

植物の樹種

７ . 屋 上 緑 化 Ｇ

・屋上緑化システム

植栽基盤及び材料

・板状成形品
植込み用土　　　※改良土　　・人工軽量土

・屋上緑化軽量システム

耐根層、耐根層保護層、排水層、透水層及び土壌層等植栽基盤工法

※システム製造所の仕様による　・　

樹木、芝及び地被類

土壌層の厚さ　　・図示による　・　

・図示による　・　　

刈込みものの適用

樹種、寸法、株立数等

・適用する（数量：　　　）

・適用しない

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等

・図示による　・　　

工法

平 成 1 2 年 建 設 省 告 示 第 1 4 5 8 号 に 基 づ く 風 圧 力 に 対 応 し た 工 法

・図示による　・　　

支柱　　　　・設置する（形式　・図示　　・　　　　　）

かん水装置　・設置する（種類　・図示　　・　　　　　）

( m m ）

（ 2 2 . 8 . 2 ） （ 2 2 . 8 . 3 ）

（ 2 2 . 8 . 2 ）

（ 2 2 . 8 . 2 ）

（ 2 2 . 9 . 2 ） （表 2 2 . 9 . 1 ）

整備範囲

・葉張り部分

・植栽部分

・図示

・

・植栽部分

・図示

・

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・土壌改良材

( 2 3 . 2 . 2 ) （ 表 2 3 . 2 . 1 ～ 2 ）

( 2 3 . 1 . 3 )

（ 2 3 . 2 . 2 ）

（ 2 3 . 2 . 3 ）

（ 2 3 . 2 . 3 ） （ 2 2 . 2 . 4 ）

（ 2 3 . 3 . 2 ）

（ 2 3 . 3 . 2 ）

（ 2 3 . 3 . 2 ）

（ 2 3 . 3 . 4 ） ( 2 3 . 4 . 7 ）

（ 2 3 . 3 . 6 ）

（ 2 3 . 4 . 2 ～ 3 ）

（ 2 3 . 4 . 2 ）

（ 2 3 . 4 . 2 ）

備考

・

・

芽立数

・

径

・

単位面積当たりの
株　数

・

・

（ 2 3 . 5 . 2 ）

（ 2 3 . 5 . 3 ）

（ 2 3 . 5 . 4 ）

（ 2 3 . 5 . 3 ）

植　
　

栽　
　

工　
　

事

2 3 - 2

Ｒ 4 . 3

支 柱 の 種 類 　 　 ※ 丸 太 ( 間 伐 材 ） 　 　 ・ 真 竹 　 　 ・ 　

排 水 層 　 　 　 　 　 ・ 軽 量 骨 材 ( 層 の 厚 さ ： 　 　 　 　 ）

胆沢第二発電所建屋増築工事特
記
仕

様
書
　
№

６
　
・

特記仕様書　№６ 令和７ ２

９Ａ６３
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設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

※添付し た 図面は全て 「 Ａ ２版→Ａ３ 版縮 小 」

令和７ 　２

　
　
　

　
　
　
　

　
　
 ・

胆沢第二発電所建屋増築工事

Ｎ

2M

2M

M2

　　　５６．４０

　　　５６．４０

　　　５６．４０

既存建物№１
(油倉庫)

(ＣＢ造平屋建)

M

M

M

既存建物合計

2M

M2

(操作室)
(ＲＣ造平屋建)

2M

既存建物№３

　　　６６．６４

　　　６６．６４

　　　６６．６４

　　１３０．０９

　　１３０．０９

　　１３０．０９

　　　　７．０５ 2M

2M

2M

既存建物№２
(車庫)

(鉄骨造平屋建)

　　　　７．０５

　　　　７．０５

22

22

22

申請以外部分合計

2M

2M

2M

2M

2M

2M

　　　９８．２７

　　２１６．００

　　２００．２５

　　２００．２５

2M　　３１４．５７

　　３１４．５７

１，０２９．３４2M

2M

2M

2M

申請部分合計

2M

2M

2M

　　　４２．３４

　　　４２．３４

　　　２４．４７

　　　２４．４７

4,
00
0

3,
63
0

6,
35
0

既存建物№１
油倉庫(ＣＢ造平屋建)
最高高さ：2,650㎜
最高軒高：2,400㎜

建築面積･床面積共：7.05㎡

メッシュフェンス：H=2,000

メ
ッ

シ
ュ

フ
ェ

ン
ス

：
H
=
2
,
0
0
0

出入口出入口

3､
05
0

3,600

10,570

出入口

出入口

-200

-500

+500

+3,500

5,
00
0

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
(１

階
)

1
9,
7
00

4,
00
0

±0

±0

芝

芝

芝

芝

延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
(２

・
３
階
)

3,000

メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン
ス

H=
2,
00
0

延
焼
の
お
そ
れ

の
あ
る
部
分

(１
階
)

既存建物№２
車庫(鉄骨造平屋建)
最高高さ：3,500㎜
最高軒高：3,150㎜

建築面積･床面積共：56.40㎡

Ｎ

出入口

浄化槽

屋外変電スペース

±0

HP
管
(埋

設
)

駐車
スペース

駐車
スペース

駐車
スペース

1
,
4
73
1
,
9
80

3,
00
0

市道(下鹿合愛宕線)
(42条1項道路)

※　　　　　は申請建物を示す

※　　　　　は増築部分を示す

愛宕保育園

愛宕原
簡易郵便局

胆沢愛宕
地区センター

ショッピングセンター
たかぎ

愛宕小学校

岩手県企業局
胆沢第二発電所

わたなべ
酒店

県
道　

号
線

37

国道397号線
至
奥州市内

至
胆沢ダム

至
鹿合橋

　　　　　　附　近　見　取　図

①

②

③

④
⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

20.
728

15.657

95.1
70

104
.30

2

90
.4
55

84
.0
47

81.
317

23.892

87.551

10.845

7.3309.950

16.150

1
2
.7
0
5

16
.
35
5

5,294

3.309

　　 敷地面積求積図　・　1/800

⑤

④

①

②

③

⑩

⑨

⑥

⑦

⑧

合　計　　 　　　　5,878.070354㎡

敷地面積：　５，８７８．０７㎡

建築面積

地下４階床面積

地下３階床面積

地下２階床面積

地下１階床面積

１階床面積

延床面積

２階床面積

３階床面積

増　築　部　分 既　存　建　物 合　　計

M

M

M

M

M

M

M

　　１８４．４８

　　８９９．２５

　　　９８．２７

　　２１６．００

　　２００．２５

　　２００．２５

　　１８４．４８ 2

2

2

2

2

2

2

計画建物№１

面 　 積 　 表面 　 積 　 表

（発電所：ＲＣ造、地上３階建、地下４階建）

2M

2M

2M

2M

2M

2M

　　　９８．２７

　　２１６．００

2M

2M

　　　４２．３４

　　　４２．３４

2M

2M

M2

2M

　　２８１．７３

　　　４２．３４

　　　４２．３４

2M

2M

2M

2M

　　４６６．２１

　　２２４．７２

　　２２４．７２

　　　２４．４７

　　　２４．４７

2M

2M

2M

(鉄骨造平屋建)

計画建物№２
(室外機置場)

22

22

22

2M

2M

2M

(鉄骨造平屋建)
(室外機置場)

22

22

22

計画建物№３

　　　　配　　置　　図　・　1/500

+1,200

8
,
8
00

計画建物№３
室外機置場(鉄骨建平屋建)

最高高さ：2,764㎜
最高軒高：2,574㎜
建築面積：8.03㎡
延床面積：8.03㎡

　　　　８．０３

　　　　８．０３

　　　　８．０３ 　　　　８．０３

　　２９７．７９

　　２３６．１３

　　３６９．７５

　　４２０．６１

１，２６９．００

計画建物№１
発電所

(ＲＣ・鉄骨造建)
(地上３階建・地下４階建)

最高高さ：11,265㎜
最高軒高：11,065㎜
建築面積：466.21㎡

延床面積：1,269.00㎡

計画建物№２
室外機置場(鉄骨建平屋建)

最高高さ：3,264㎜
最高軒高：3,074㎜
建築面積：8.03㎡
延床面積：8.03㎡

既存建物№２概要

建築面積：５６．４０㎡

床面積　：５６．４０㎡

昭和５８年１月建設

既存建物№３概要

建築面積：６６．６４㎡

床面積　：６６．６４㎡

仮使用認定交付年月日：令和６年３月１８日

確認済証交付年月日　：令和５年２月２２日

　　　　　　　番号　：第R04計申建築岩手県000004号

　　　　　　　番号　：県南広土第27-11号

既存建物№１概要

昭和４０年建設

建築面積：７．０５㎡

床面積　：７．０５㎡

計画建物№３概要

計画建物№２概要

確認済証交付年月日：令和５年２月２２日

検査済証交付年月日：昭和３３年４月１８日

　　　　　　　番号：第１２３号

計画建物№１概要

鉄骨造一部ＲＣ造、地上３階建、地下４階建

　　　　８．０３

　　　　８．０３ 　　２５２．１９

　　３８５．８１

増築・改修：配置図．附近見取図．敷地面積求積図

　申請地：岩手県奥州市胆沢若柳字門ヶ城６－１

　１０　Ａ６３　
配
置

図
.附

近
見

取
図

.　
 A
2:
1/

50
0.
1/

80
0

　
敷
地

面
積
求

積
図
　

　
　
 A

3:
1/

42
4.
20

.1
/1
13

1.
20

 A2:1/500.1/800　A3:1/707.00.1/1131.20

認定外道路(赤線道路)
　 (42条2項道路)

既存建物№３
操作室(ＲＣ建平屋建)
最高高さ：7,000㎜
最高軒高：6,950㎜
建築面積：66.64㎡
延床面積：66.64㎡
※仮使用中建物

 90.455× 5.294×1/2＝239.4343850

 95.170×20.728×1/2＝986.3418800

104.302×15.657×1/2＝816.5282070

104.302×10.845×1/2＝565.5775950

 90.455× 7.330×1/2＝331.5175750

 87.551×16.355×1/2＝715.9483025

 87.551×12.705×1/2＝556.1677275

  9.950× 3.309×1/2＝ 16.4622750

 81.317×23.892×1/2＝971.4128820

 84.047×16.150×1/2＝678.6795250

　　  1,380　　　 
(建物～既存側溝間)

非常用進入口
(AW-5:W3,470×H1,500)

※建築時期について、企業局様へ確認しました。
　現地にて、建築物の目視・測量を行ったところ、
　基礎の沈み込みもなく建物の傾斜も見られず、
　現況の建築基準法に適合していると判断いたします。

用途「車庫」　　　　　（最高の高さ：3.500ｍ）

鉄骨造、平屋建　　　　（最高の軒高：3.150ｍ）

ＲＣ造、平屋建　　　　（最高の軒高：6,950ｍ)

用途「操作室」　　　 　(最高の高さ：7,000ｍ)

用途「油倉庫」　　　　（最高の高さ：2.650ｍ）

ＣＢ造、平屋建　　　　（最高の軒高：2.400ｍ）

用途「室外機置場」　　（最高の高さ：2.764ｍ）

Ｓ造、平屋建　　　　　（最高の軒高：2.574ｍ）

用途「室外機置場」　　（最高の高さ：3.264 ｍ）

Ｓ造、平屋建　　　　　（最高の軒高：3.074 ｍ）

　　　　　　　番号：第R04計申建築岩手県000004号

用途「発電所」　　　　（最高の高さ：11.265ｍ）

　　　　　　　　　　　（最高の軒高：11.065ｍ）
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作成年月日
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日月年

図面内容
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A2
:1

/3
00

　
　
建

物
求
積

図
．

面
積
表
　
・

胆沢第二発電所建屋増築工事

 A2:1/300　A3:1/424.20

面　　積　　表

敷 地 面 積

建 築 面 積

１ 階 床 面 積

地下１階床面積

地下２階床面積

地下３階床面積

地下４階床面積

２ 階 床 面 積

３ 階 床 面 積

延 面 積

M2

M2

M2

M2

M2

M2

M2

M2

M2５，８７８．０７

M2

M2

M2　　２１６．００

M2

M2

M2

M2

M2

　　　４２．３４

　　　４２．３４

　　　９８．２７

M2

　　４６６．２１

　　２２４．７２

　　２２４．７２

　　４２０．６１

１，２６９．００

合 　 　 計
増 築 部 分

既 存 部 分
合 　 　 計本 体 棟 Ｅ Ｖ 棟 ポ ー チ 棟

10
,
0
00

3
,5
0
0

11,500

1
3,
5
0
0

16,000

◎既存地下３階床面積計算式

10
,
0
00

3
,5
0
0

11,500

1
3,
5
0
0

4,050 9,500

2,050

3,350

1
,
50
0 5
6
0
3
,9
4
0

　　　　　　　　計　 98.27㎡

◎既存地下４階床面積計算式

13,550

⑩

⑪

⑩

⑪

◎既存地下１階床面積計算式 ◎増築地下１階床面積計算式

　　　　　　　　計　　200.25㎡

◎増築後地下１階床面積

　　　　　　　　計　　200.25㎡

◎既存地下２階床面積計算式 ◎増築地下２階床面積計算式

◎増築後地下２階床面積

⑬

⑭

⑮ ⑯

⑰

　　　　　　　　計　 216.00㎡

既
存
部
分

増
築
部
分

既
存
部
分

増
築
部
分

⑫

16,000

⑫

16,000

6
,2
7
5

6
,2
7
5

3,900 3,900

　　　　　　　　計　　 24.47㎡

　　　　　　　合計　　224.72㎡

　　　　　　　　計　　 24.47㎡

　　　　　　　合計　　224.72㎡

8,925

1
0,
8
5
0

3
,
4
50

1
,
75
0

7,
0
7
5

③

①

6,050

既存部分 増築部分

5,
1
8
5

②

12,150

1
5

1
7,
9
2
5

6,350

3003,225

11,700 6,800

既存部分 増築部分

15,200

3
,0
0
0

④

⑤

⑥

⑦

⑧

既
存
部
分

増
築
部
分

◎増築１階床面積計算式

◎増築改修後１階床面積

　　　　　　　　計　　236.13㎡

　　　　　　　　計　　420.61㎡

◎既存１階床面積計算式

　　　　　　　　計　　184.48㎡　　　　　　　　計　　184.48㎡

◎既存建築面積計算式

◎増築建築面積計算式

　　　　　　　　計　　281.73㎡

◎増築改修後建築面積

　　　　　　　合計　　466.21㎡

6,200

6
,
83
0

⑨
　　　　　　　　　計　42.34㎡

◎増築２階床面積

6,200

6
,
8
30

⑨

◎増築３階床面積

　　　　　　　　　計　42.34㎡

※　　　　　は増築部分を示す

EX
P.
JEXP.J

EX
P.
J

　　８９９．２５

　　１８４．４８

　　２００．２５

　　２００．２５

　　２１６．００

　　　９８．２７

　　１８４．４８

M2

M2

M2

M2

M2

M2

M2 　　　４２．３４

　　　４２．３４

M2　　　２４．４７

M2

M2

M　　　２４．４７

M2　　　２４．４７

2

　　２３６．１３

　　　４２．３４

　　　４２．３４

M2　　２８１．７３M2M2　　２３６．１３ 　　　４５．６０

　　　２４．４７

　　２３６．１３

　　３２０．８１ 　　　４８．９４ 　　３６９．７５

増築・改修：建物求積図．求積表

　１１　Ａ６３　
 　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
 　

A3
:1

/4
24
.2

0

地下１階(E.L.164.70)面積求積図・1/300 地下２階(E.L.152.00)面積求積図・1/300

地下３階(E.L.147.20)面積求積図・1/300 地下４階(E.L.141.80)面積求積図・1/300

　⑩　10.000×16.000＝160.00000

　⑪　 3.500×11.500＝ 40.25000

　⑩　10.000×16.000＝160.00000

　⑪　 3.500×11.500＝ 40.25000

　⑬　13.500×16.000＝216.00000 　⑭　13.500×4.050＝54.67500

　⑮　 3.940×9.500＝37.43000

　⑯　 0.560×2.050＝ 1.14800

　⑰　 1.500×3.350＝ 5.02500

　⑫　 6.275× 3.900＝ 24.4725 　⑫　 6.275× 3.900＝ 24.4725

１階(E.L.170.00)面積求積図・1/300

　④　 7.075×11.700＝ 82.77750

　⑤　17.925× 6.800＝121.89000

　⑥　 0.015× 6.350＝ 　0.09525

　⑦　 5.185× 6.050＝ 31.36925

　①　10.850×11.700＝126.94500

　②　 3.450×12.150＝ 41.91750

　③　 1.750× 8.925＝ 15.61875

　①　10.850×11.700＝126.94500

　②　 3.450×12.150＝ 41.91750

　③　 1.750× 8.925＝ 15.61875

　④　 7.075×11.700＝ 82.77750

　⑤　17.925× 6.800＝121.89000

　⑥　 0.015× 6.350＝  0.09525

　⑦　 5.185× 6.050＝ 31.36925

　⑧　 3.000×15.200＝ 45.60000

２階(E.L.173.50)面積求積図・1/300

　⑨　 6.830× 6.200＝42.34600

３階(E.L.177.00)面積求積図・1/300

　⑨　 6.830× 6.200＝42.34600



　

符 号

必要面積床 面 積

消防進入口（消規５条の２,１項）

階

1/30

２　階

３　階

１　階 ４２０．６１

　４２．３４

　４２．３４

１４．０２

　１．４１

　１．４１

Ｈ 数 計

検 討

　　　　　　　　∴ＯＫ

　　　　　　　　∴ＯＫ

　　　　　　　　∴ＯＫ

Ｗ

有 効 開 口 部 面 積

増築・改修：法令チェック図．各室床面積求積図

枚

日

設 製計

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内

月年

担図 承当 認 図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

消防進入口（法規５条の２、１項）

◎増築可能延床面積について・・・増築に係る既存部分の取扱いについて、令第１３７条の２第２（建築基準法第８６条の７）「基準時における延べ面積」には、地下の床面積も含まれることから

増築又は改築に係る部分の床面積の合計が８９９．２５㎡の1/20（かつ５０㎡）を越え、1/2を越えない範囲とすることから、

既存部分延床面積：８９９．２５㎡×1/2＝４４９．６２㎡　∴５０㎡を越え４４９．６２㎡以内で増築可能延床面積となり、

既存延床面積：１，０００．８５㎡－解体延床面積：１０１．６０㎡＝解体後の既存延床面積：８９９．２５㎡

１１．７０×1/2×2 １．５０ＡＷ－５ 　２．２５
　１．４１ ＜ 　２．２５

ＡＷ－５

ＡＷ－７

１１．７０×1/2×2 １．５０

１．８０×1/2 １．５０ １
　３．９０

　１．４１ ＜ 　３．９０

◎採光の検討について・・・「採光のための開口部を設けることを要しない居室について」（建設省住指発第１５３号）により、法第２８条の規定を受けない居室として、事務室を含む各室は居室ではありませんので、採光の検討は不要。

１　階

排 煙 計 算 表

1/ 50 符 号

必要面積 有 効 開 口 部 面 積階 室 名 床 面 積

（増築）

Ｗ Ｈ 数 計

検 討

ＡＷ－５ １０．５０１．７０×1/2×2事 務 室
　　　　　　　　∴ＯＫ

０．８５３５．７４ ０．７１
０．７１ ＜　０．８５

（増築）

２　階 ＡＷ－５ １０．５０１．７０×1/2×2

１０．５０ＡＷ－８ １．８０×1/2

　　　　　　　　∴ＯＫ
雑 品 庫 ・ 荷 卸 室 ＡＷ－１０ １．００×２ ０．８０ ４ ６．４０

配 電 盤 室 １２６．９４

１　階

（改修）

符 号

必要面積 有 効 開 口 部 面 積

Ｗ Ｈ 数 計

検 討

ＡＷ－５ １１．７０×1/2×2
　　　　　　　　∴ＯＫ

ＡＷ－５ １１．７０×1/2×2

１ＡＷ－８ １．８０×1/2

　　　　　　　　∴ＯＫ

1/2 0

１．７８

　　　　　　　　∴ＯＫ

１

１
６．３４

ＡＷ－１

ＡＷ－２

１．５０
１．７８ ＜　２．５５

２．５５

ＡＷ－１０ １．００×２ ０．８０ ４

ＡＷ－６ １．８０×1/2 １．５０

１．５０

１．５０

１．９５×1/2×2 １．９１

１．４６×1/2×2 １．９１

６．３４ ＜　６．５１

換 気 計 算 表

６．５１

法令チェック図

（増築）

ＡＷ－５ １０．５０１．７０×1/2×2

１０．５０１．８０×1/2

３　階

ＡＷ－８ １．８０×1/2

事 務 室 ４２．３４ ０．８４

１
　　　　　　　　∴ＯＫ

ＡＷ－５ １１．７０×1/2×2

１１．８０×1/2

ＡＷ－８ １．８０×1/2 １
　　　　　　　　∴ＯＫ

ＡＷ－７ ２．１１

１．５０

１．５０

１．５０

５．２５
２．１１ ＜　５．２５

　　　　　　　　∴ＯＫ
事 務 室 ３４．２２ ０．６８

　　　　　　　　∴ＯＫ
１．７１

１１．８０×1/2 １１．８０×1/2ＡＷ－９ ＡＷ－９

４．７１
１．７１ ＜　４．７１

ＡＷ－７

０．９０

◎地下部分について・・・メンテナンス時以外立ち入ることはなく、継続的に使用しないため居室に該当しない。

 ※H12建告1436-四-ニ-(1)による設置免除（居室以外）

　「壁及び天井の室内に面する部分の仕上げを準不燃材料とし、かつ居室等に面した避難用の部分に面する

　　開口部は、令第百十二条第十三項第一号に規定する防火戸等を設置。その他の開口部は戸又は、扉を設置」

◎既存部分の排煙設備について・・・ H12建告1436-四-ニ-(1)による設置免除（居室以外）

　　　　　　　　　　　 　　　　　「壁及び天井の室内に面する部分の仕上げを準不燃材料とし、かつ居室等に面した避難用の部分に面する開口部は、令第百十二条第十三項第一号に規定する防火戸等を設置。その他の開口部は戸又は、扉を設置」

０．５０

０．５０

１．７５

１．７５

０．６８ ＜　１．７５

０．８４ ＜　１．７５

令和　７

ＡＤ－１

ＡＤ－２

２．００ １

２．００

１．３０

０．８０

ＡＷ－１

ＡＷ－２

ＡＷ－５

ＡＷ－６

１

１

１

１．５０

１．５０

１．９５×1/2×2

１．４６×1/2×2

１．７０×1/2×2

１．８０×1/2

１．９１

１．９１

２．００ＡＤ－４ １．６５ １

１

３

２０．６１
１４．０２ ＜ ２０．６１

◎建具（有窓判定）

　握玉錠
　Ｗ＝１，３００㎜
　Ｈ＝２，０００㎜

　種類＝アルミサッシ親子ドア

　　　　型ガラス＋腰板（パネル）

　　　（４㎜）

〈ＡＤ－１〉（既存建具）

　数＝１ヶ所（１階）

〈ＡＤ－２〉（新設建具）

　　　　型ガラス＋腰板（パネル）

　　　（４㎜）

　シリンダー錠（サムターン付）
　Ｗ＝　　８００㎜
　Ｈ＝２，０００㎜

　種類＝アルミサッシ片開きドア

　クレセント

〈ＡＷ－６〉（新設建具）

　クレセント

〈ＡＷ－７〉（新設建具）
　数＝４ヶ所（１階）

　数＝１ヶ所（３階）
（以下共通）

　Ｗ＝１，８００㎜
　Ｈ＝１，５００㎜
　種類＝アルミ二重サッシ引き違い連窓
　　　　透明ガラス
　　　（５㎜）

　クレセント

　種類＝アルミ二重サッシ引き違い連窓

　　　　透明ガラス

　　　（５㎜）

〈ＡＷ－５〉（新設建具）

　Ｗ＝１，７００＋１，７００㎜
　Ｈ＝１，５００㎜
　数＝３ヶ所（１・２・３階）

　クレセント

　Ｈ＝１，９１０㎜

　種類＝アルミ二重サッシ引き違い連窓

　　　　透明ガラス

　　　（５㎜）

〈ＡＷ－２〉（既存建具）

　Ｗ＝１，４６０＋１，４６０㎜

　数＝１ヶ所（１階）

〈ＡＷ－１〉（既存建具）

　クレセント
　Ｗ＝１，９５０＋１，９５０㎜
　Ｈ＝１，９１０㎜

　種類＝アルミ二重サッシ引き違い連窓

　　　　透明ガラス

　　　（５㎜）

　数＝１ヶ所（１階）

　　　　型ガラス＋腰板（パネル）

　　　（４㎜）

　シリンダー錠（サムターン付）

　Ｈ＝２，０００㎜

　種類＝アルミサッシ片開きドア

〈ＡＤ－４〉（新設建具）

　Ｗ＝１，６５０㎜

　数＝１ヶ所（１階）　数＝１ヶ所（１階）

３
１０．４５

A2:1/200　A3:1/282.80

各
床

面
積
求
積

図

増
築
・

改
修
：
法

令
チ
ェ
ッ

ク
図

A
2:
1/
1
00

A
3:
1/
1
41
.4
0

・

増築可能延床面積：４４９．６２㎡　＞　今回増築延床面積：３６９．７５㎡　∴ＯＫ　

１５２．９３ ３．０５
３．０５ ＜　６．４０

７．６４
７．６４ ＜　１０．４５

胆沢第二発電所建屋増築工事

通気孔

女子トイレ
男子トイレ

更衣室

出入口

EXP.J

上ル
湯沸コーナー

犬走り

下ル

上ル

出入口
上ル

スロープ

1
5
ｔ
テ

ル
ハ

(
無

線
・

床
上

操
作

切
替

方
式

)

±0

-400

犬走り

出入口

出入口
スロープ

スロープ

ポーチ

±0
出入口

ダクト
スペース

１階(E.L.170.00)各室面積求積図・1/200

送風機室

1
0
,8
5
0

6,200 12,300

450 6,350

7
,
07
5

11,700

126.94㎡
（CH=3,200㎜）

（CH=2,700㎜）

（平均CH=10,322㎜）

5
,7
6
5

35.74㎡

10
,
8
50

6,800

＋10.85×6.80
　 7.075×12.30

＋0.015×6.35

10.85×11.70＝126.945

荷卸ハッチ

通路・階段室

配電盤室

事務室

雑品庫・荷卸室5.765×6.20＝35.743

ＥＶ室
(7.97㎡)

2
,7
0
0

2,950

－2.95×2.70

15

＝152.93275

152.93㎡

EXP.J
既
存
部
分
増
築
部
分

既
存
部
分

増
築
部
分

EX
P.
J

下ル

事務室

EX
P.
J

増
築
部
分
既
存
部
分

上ル下ル

両開きアコーディオンカーテン

6,200

（CH=2,700㎜）

事務室

5,
5
2
0

34.22㎡

5.52×6.20＝34.224

EX
P.
J

増
築
部
分
既
存
部
分

２階(E.L.173.50)室面積求積図・1/200

３階(E.L.177.00)室面積求積図・1/200

※　　　　　は増築部分を示す

１
ＡＷ

２

ＡＷ

１

ＡＤ

ＡＷ

ＡＷ
５

６

ＡＷＡＷ

ＡＷ
上部

ＡＷ
上部

ＡＷ
上部

ＡＤ

２ ６

１０ １０ １０

６
ＡＤ

４

ＡＷ
上部

１０

１
ＡＷ ・・・既存建具ヲ示ス(既存のまま)

１
ＡＷ ・・・新規建具ヲ示ス

ＡＷ

ＡＷ

８

５

ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ

５

８

９

ＡＷ

７

２

１２Ａ６３



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

　２令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事 増築・改修：工事概要．外部仕上表

事 概 要

工

工

事

事

名 称

場 所

構 造

工

㎡

㎡

㎡

８９９．２５　㎡

〔増築〕

〔既存改修〕

〔合計〕

㎡

㎡

㎡

〔既存〕　地下３階床面積

〔既存〕　地下４階床面積 ㎡

㎡２１６．００　

　９８．２７　 〔既存改修〕　延床面積

〔合計〕　　　延床面積

〔増築〕　　　延床面積

１８４．４８　

備 考

ア ア Ｍ
Ｍ アア Ｍ

Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

ア Ｍ
Ｍ ア Ｍ

Ｍ

Ｍ
Ｍア ア Ｍ

Ｍ ア Ｍ
Ｍ ア Ｍ

Ｍ

「屋根：鉄骨母屋下地硬質木毛セメント板　２５　アスファルトルーフィング９４０、硬質ウレタンフォーム保温板　３０　、ポリエチレンフォーム　４　、ステンレス鋼板　０.４　葺、（屋根３０分耐火構造認定、ＦＰ０３０ＲＦ－１４２２）」、

特記事項；〔増築部分〕：「事務室」１階床下土間断熱材、砕石地業（４０～０、　１５０　、目潰し砕石ダスト）、ポリエチレンフィルム　０.１５　、スタイロフォーム　２５　敷、コンクリート叩　１５０　、（鉄筋Ｄ１０－２００＠シングル）、

「雑品庫･荷卸室」：砕石　３００　、ポリエチレンフィルム　０.１５　、スタイロフォーム　２５　敷、コンクリート叩　１８０　、（鉄筋Ｄ１０－２００＠ダブル、タテ・ヨコ共）金ゴテ直仕上の上各種仕上とする。　※敷地内は整理清掃のこと。ア Ｍ
Ｍア Ｍ

Ｍア Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

鉄骨錆止め塗装、工場１回（ＪＩＳ、Ｋ－５６７４赤錆）、現場１回（ＪＩＳ、Ｋ－５６７４赤錆）、軽量鉄骨天井下地組「ＪＩＳ２５形」、軽量鉄骨壁下地組「ＪＩＳ１９形、ＪＩＳ１００形」　■準耐火建築物仕様「柱・梁：鉄骨造（不燃材料）」、「２階、３階床：デッキプレーア Ｍ
Ｍ

「建具：アルミサッシ、重量シャッター、延焼のおそれの部分（防火設備：ＥＢ－９１０７、ＥＢ－９１０２）」、外構：〔既存改修部分・増築部分共通〕側溝工事

〔既存改修部分・増築部分共通〕：アスファルト舗装「表層アスコン、ＡＳ１３Ｆ　５０　、路盤工砕石Ｃ４０、　３００　」ア Ｍ
Ｍ ア Ｍ

Ｍ舗 装 工 事

既存浄化槽は撤去処分のこと。

法 規 関 係

備 考

敷地内建物「面積合計」

２２２

面 積

敷

地

面

積

㎡５，８７８．０７　

建

築

面

積

床

面

積

延

床

面

積

〔増築〕　　　３階床面積 ㎡　４２．３４　

〔増築〕　　　１階床面積 ㎡２３６．１３　

〔増築〕　　　２階床面積 ㎡　４２．３４　

㎡

〔既存〕　　　１階床面積 ㎡１８４．４８　

〔既存〕　地下１階床面積 ㎡２００．２５　

〔既存〕　地下２階床面積 ㎡２００．２５　

㎡

〔増築〕　地下１階床面積 　２４．４７　

〔増築〕　地下２階床面積 　２４．４７　 ３６９．７５　

１，２６９．００　

 計画建物№３：室外機置場（鉄骨造、平屋建）建築面積：８．０３㎡、床面積：８．０３㎡

特記事項；使用材料、鉄筋：ＳＤ２９５（Ｄ１６以下）、ＳＤ３４５（Ｄ１９以上）、コンクリート：ＪＩＳ Ａ５３０８、ＦＣ＝２４＋３Ｎ／㎜ （鉄筋コンクリート）、ＦＣ＝２１＋３Ｎ／㎜ （土間コンクリート）、ＦＣ＝１８Ｎ／㎜ （捨コンクリート）、

 計画建物№２：室外機置場（鉄骨造、平屋建）建築面積：８．０３㎡、床面積：８．０３㎡ 敷地内　既存建物№１：油倉庫（ＣＢ造、平屋建）建築面積：７．０５㎡、床面積：７．０５㎡
　　　　既存建物№２：車庫（鉄骨造、平屋建）建築面積：５６．４０㎡、床面積：５６．４０㎡
　　　　既存建物№３：操作室（RC造、平屋建）建築面積：６６．６４㎡、床面積：６６．６４㎡

建築面積：　　６１２．３６㎡
延床面積：１，４１５．１５㎡

〔既存改修部分〕：鉄筋コンクリート造、ステンレス防水（Ｒ－Ｔ工法）葺、地上１階建、地下４階建。〔増築部分〕：鉄骨Ｈ形鋼構造、□形鋼構造、ステンレス防水（Ｒ－Ｔ工法）葺、地上１階建、一部３階建、地下２階建。

２８１．７３　

建ペイ率：１０．４２％、容積率：２３．１２％、積雪：８３０　。　※主要用途「発電所」
都市計画区域外、法第２２条指定区域外、用途地域指定地域外、

Ｍ
Ｍ

本工事は建築基準法関係法令及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書「令和４年度版」により、工事を進めて下さい｡　※既存部分地上階は一部解体撤去工事、耐震診断。

鉄骨：ＳＳ４００、ＳＳＣ４００、ＳＴＫＲ４００、ＳＮ４９０、特殊高力ボルト：Ｓ１０Ｔ（トルシア形）、アンカーボルト：ＡＢＲ４００、溶接：半自動溶接（構造主要部分）、柱脚：ジャストベース。　※鉄骨製作工場はＭグレード以上認定工場

「軒天：アルミ合金めっき鋼板　０.４　貼（不燃材料）」、「外壁：鉄骨胴縁下地金属サイディング　１８　縦張り、（不燃材料ＮＭ－５２０３）　延焼のおそれの部分（防火構造：ＰＣ０３０ＮＥ－０２３６－３）」、「階段：鉄骨造（不燃材料）」、

〔既存改修部分・増築部分共通〕：アスファルト舗装「スロープ型納まり仕様とする。」

〔既存改修部分・増築部分共通〕：同上犬 　 　 走 　 　 り

〈 　 〉 内 は 下 地 材 を 示 す

基 礎

外 部 仕 上 表

名 称 仕 上 塗 装 摘 要

腰

壁

屋 　 　 　 　 　  根

軒 裏

同　上

建 具

雨 樋

庇

同　上

サッシ等開口部廻りはコーキング充填のこと。

Ｍ
Ｍ

ア Ｍ
Ｍ〔既存改修部分〕：鉄筋コンクリート打放し下地強化プライマー無機質高分子塗装仕上。〔増築部分〕：鉄骨胴縁下地フッ素塗装高耐食ＧＬメッキ鋼板　０.３５　(金属サイディング）

　　１８　縦張り。出入隅、ジョイント材、他専用部材１.０式「ニチハ㈱、ネオスパンプレミアム同等品」、不燃材料認定番号「ＮＭ－５２０３」ア Ｍ
Ｍ

〔既存改修部分〕：同上、〔増築部分〕：同上

〔既存改修部分〕：角波サイディング「三晃金属工業㈱サイディングＳ貼」、

〔増築部分〕：角波サイディング「三晃金属工業㈱サイディングＳ同等品」、フッ素アルミ亜鉛合金めっき鋼板　０.４　貼。ア Ｍ
Ｍ

ア Ｍ
Ｍ ア Ｍ

Ｍ

ア Ｍ
Ｍア Ｍ

Ｍ ア Ｍ
Ｍ

〔増築部分〕：アルミパネル　２.０　、軒天：軽量下地防水ボードｔ＝１２.５　、下地軒天キューブｔ＝１２.０　仕上。ア Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

〔既存改修部分〕：解体撤去建物、便所部分のみ竪樋ＶＰ１００φ、〔増築部分〕：設置無し

　嵌め殺しアルミガラリ窓、電動重量シャッター）、網戸付、硝子は複層硝子、フロート板硝子、型板硝子。

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

フッ素樹脂塗装仕上完了品

仕上完了品

同　上

同　上

ＳＯＰ

〔既存改修部分〕：鉄筋コンクリート造。〔増築部分〕：鉄筋コンクリート打独立基礎及び布基礎、見エ掛りはコンクリート打放し補修仕上、Ｈ＝４００　。
ア Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ

〔既存改修部分〕：アルミサッシ「シルバー」、〔増築部分〕：アルミサッシ「シルバー」、スチールサッシ（見込）１００　、７０　、両開き戸、片開き戸、連窓引違い窓、引違い窓、

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

ア　事務室：床下土間コンクリート叩　１５０　、（鉄筋Ｄ１０－２００＠、シングル）、雑品庫･荷卸室：床下土間コンクリート叩　１８０　、（鉄筋Ｄ１０－２００＠、ダブル、タテ・ヨコ共）

（事務室部分）外壁周囲断熱材グラスウール　１００　充填。「防湿材付２４ｋ品」Ｍ
Ｍア

ス 　 ロ 　 ー 　 プ

〔既存改修部分〕：鉄筋コンクリート下地、発泡ポリエチレン、ステンレス葺、「三晃金属工業㈱Ｒ－Ｔ工法、　０.４　」、〔増築部分〕鉄骨母屋下地硬質木毛セメント板　２５　、
　アスファルトルーフィング９４０、硬質ウレタンフォーム保温板　３０　、ポリエチレンフォーム　４　、ステンレス鋼板　０.４　葺、「三晃金属工業㈱Ｒ－Ｔ工法同等品」
　※付属品、役物１.０式メーカー仕様による。

ポ 　 　 ー 　 　 チ
床：床用１５０角磁器質タイル貼、段鼻ノンスリップ役物１.０式、スロープ部分はスジ目ノンスリップタイル貼(コンクリート叩モルタル)

岩 手 県 奥 州 市 胆 沢 若 柳 字 門 ヶ 城 地 内 ６ － １

　１３増
築

・
改

修
：

工
事

概
要

．
外

部
仕

上
表

・

４６６．２１　

屋根：長尺カラー鉄板(ガルバリウム鋼板)折版葺、山高H=165㎜、t=0.8㎜、「三晃金属工業㈱丸馳折版I型同等品」

　Ａ６３

　杭基礎工事：マルチドリル工法併用セメントミルク工法､800φ､杭経600　､上杭10.0ｍ(Ｂ種)､中杭10.0ｍ(Ａ種)､下杭9.0ｍ(Ａ種)｢４本｣､杭経600　､上杭10.0ｍ(Ｂ種)､下杭10.0ｍ(Ａ種)「８本」

壁（西面１面のみ)：透明ナミイタt=0.7、W650×H3,030(ポリカナミイタ鉄板小波クリア同等品)(風避け)、スロープ部分ステンレス手摺付(42.7φ、H=850)

胆沢第二発電所建屋増築工事　　　建築主住所・氏名：岩手県盛岡市内丸11－1　岩手県代表者　電気事業管理者　岩手県企業局長　小島　純　　　TEL：019－629－6402．FAX：019－629－6404



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

　２令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事 増築・改修：内部仕上表　№１

要

M
M

摘高井井 天天壁腰木巾 装装装装装 塗塗塗塗塗床名室階

ビニールクロス張り

仕上完了品 仕上完了品 仕上完了品

内部仕上表　№１
〈　〉内は下地材を示す　※印部分は既存改修内容を示す

ソフト巾木
（Ｈ・Ｂ）
Ｈ＝１００Ｍ

Ｍ

仕上完了品

〈
ア Ｍ

Ｍ

　ＧＢ－Ｒ
　軽量鉄骨壁下地組 〉

化粧石コウボード打上
（トラバーチン模様、ＧＢ－Ｄ）
９１０×９１０×９.５ Ｍ

Ｍ

〈軽量鉄骨天井下地組〉

２，７００　石コウボード　１２.５仕上完了品

M
M

M
M

M
M

M
M

〃

M
M

同   上

同   上

同          上

同   上

同   上

同   上

同   上同          上同          上 同   上

１ 階

（既存改修）

１・２階

（増築）

２ 階

（増築）

（増築）

２・３階

雑 品 庫 ・ 荷 卸 室

階 段 室

事 務 室

階 段 室

平均天井高

平均天井高

〈

一部リノリウム床シート貼

軽量鉄骨階段現ワシ

　　２.５　ア Ｍ
Ｍ

軽量コンクリート　１３０
デッキプレートＨ＝５０

ア
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ

〉
ＳＯＰ

ソフト巾木
（Ｈ・Ｂ）
Ｈ＝１００Ｍ

Ｍ

側桁現ワシ

仕上完了品 仕上完了品

ビニールクロス張り

〈
　石コウボード　１２.５ア Ｍ

Ｍ

　ＧＢ－Ｒ
　軽量鉄骨壁下地組 〉

デッキプレート

〈軽量コンクリート　１３０
デッキプレートＨ＝５０

ア
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ

〉

ソフト巾木
（Ｈ・Ｂ）
Ｈ＝１００Ｍ

Ｍ

仕上完了品

化粧石コウボード打上
（トラバーチン模様、ＧＢ－Ｄ）
９１０×９１０×９.５ Ｍ

Ｍ

〈軽量鉄骨天井下地組〉

仕上完了品 ２，７００

アコーディオンカーテン、ブラインド（シルキー）、

天井点検口（アルミ枠：４５０×４５０）、

〈

一部リノリウム床シート貼

軽量鉄骨階段現ワシ

　　２.５　ア Ｍ
Ｍ

軽量コンクリート　１３０
デッキプレートＨ＝５０

ア
Ｍ

Ｍ
Ｍ

〉
ＳＯＰ

ソフト巾木
（Ｈ・Ｂ）
Ｈ＝１００Ｍ

Ｍ

側桁現ワシ

同          上 同   上同          上
仕上完了品

ＳＯＰ

〈軽量鉄骨天井下地組〉

（トラバーチン模様、ＧＢ－Ｄ）
９１０×９１０×９.５ Ｍ

Ｍ

化粧石コウボード打上
デッキプレート鉄骨階段現ワシ

２，７００

手摺（軽量鉄骨造、ＳＯＰ）、アコーディオンカーテン

塩ビ廻り縁

１０，３２２

１０，３２２

〈

ＰＣ版敷
2,000×1,000×100

鉄骨床組
H-200×200×8×12

Ｍ
Ｍ

〉

ＥＰ－Ｇ

コンクリート
打放し
補修仕上

Ｈ＝１００Ｍ
Ｍ

仕上完了品

ＳＯＰ

けい酸カルシウム板　８　張り

（事務室側）

〈軽量鉄骨壁下地組〉

（その他）胴縁現わし

鉄骨階段部材現わし

硬質木毛セメント板　２５ア Ｍ
Ｍ

　　　　　　　　　　現わし

鉄骨、梁、母屋現わし

鉄骨胴縁、柱、梁、現わし 鉄骨胴縁、柱、梁、現わし

複層ビニル床シート貼、ＦＳ、
ア　２.０　「田島ルーフィング㈱Ｍ

Ｍ

　　パーマリュームＥＭ同等品」 仕上完了品

ＳＯＰ

けい酸カルシウム板　８　張りア Ｍ
Ｍ

（事務室側）

〈軽量鉄骨壁下地組〉

（その他）胴縁現わし

同          上 同   上 同   上

Ｍ

ソフト巾木
（Ｈ・Ｂ）
Ｈ＝１００Ｍ

Ｍ

仕上完了品 同          上

化粧石コウボード打上
（トラバーチン模様、ＧＢ－Ｄ）
９１０×９１０×９.５ Ｍ

Ｍ

〈軽量鉄骨天井下地組〉

仕上完了品

アコーディオンカーテン、ブラインド（シルキー）、

天井点検口（アルミ枠：４５０×４５０）、

塩ビ廻り縁

複層ビニル床シート貼、ＦＳ、
ア　２.０　「田島ルーフィング㈱Ｍ

Ｍ

　　パーマリュームＥＭ同等品」 仕上完了品

１ 階

（増築）
事 務 室

〈鉄筋コンクリート叩
金ゴテ直仕上〉

複層ビニル床シート貼、ＦＳ、
ア　２.０　「田島ルーフィング㈱Ｍ

Ｍ

　　パーマリュームＥＭ同等品」

１ 階

（増築） 〈軽量鉄骨壁下地組〉
ＥＰ

〈軽量鉄骨壁下地組〉
ＥＰ

ビニールクロス張り

〈
　石コウボード　１２.５ア Ｍ

Ｍ

　ＧＢ－Ｒ
　軽量鉄骨壁下地組 〉

防水シート露出仕上

〈軽量コンクリート　１３０
デッキプレートＨ＝５０

ア
Ｍ

Ｍ
Ｍ

〉

〈 Ｍ
Ｍスタイロフォーム　３０ア 〉

（増築）

３ 階
事 務 室

鉄筋コンクリート叩
　　　　　　金ゴテ直仕上

ＥＰ－Ｇ

ビニールクロス張り

〈
　石コウボード　１２.５ア Ｍ

Ｍ

　ＧＢ－Ｒ
　軽量鉄骨壁下地組 〉

ア Ｍ
Ｍ

M
M

２，７００

Ｍ

（増築）

地下１階
廊 　 下 鉄筋コンクリート叩

　　　　　　金ゴテ直仕上
ＥＰ－Ｇ

〈

けい酸カルシウム板　８　張りア Ｍ
Ｍ

　鉄筋コンクリート打放し
　ウレタン　３０　吹付
　ＧＬ工法

ア Ｍ
Ｍ 〉

ＥＰ－Ｇ

〈

けい酸カルシウム板　８　張りア Ｍ
Ｍ

　鉄筋コンクリート打放し
　ウレタン　３０　吹付
　ＧＬ工法

ア Ｍ
Ｍ 〉

ＥＰ－Ｇ

〈
ア Ｍ

Ｍ

　鉄筋コンクリート打放し
　ウレタン　３０　吹付ア Ｍ

Ｍ 〉
M
M

２，５００

　軽量鉄骨天井下地組

けい酸カルシウム板　８　打上

（増築）
廊 　 下 鉄筋コンクリート叩

　　　　　　金ゴテ直仕上
ＥＰ－Ｇ

〈

けい酸カルシウム板　８　張りア Ｍ
Ｍ

　鉄筋コンクリート打放し
　ウレタン　３０　吹付
　ＧＬ工法

ア Ｍ
Ｍ 〉

ＥＰ－Ｇ

〈

けい酸カルシウム板　８　張りア Ｍ
Ｍ

　鉄筋コンクリート打放し
　ウレタン　３０　吹付
　ＧＬ工法

ア Ｍ
Ｍ 〉

ＥＰ－Ｇ

〈
ア Ｍ

Ｍ

　鉄筋コンクリート打放し
　ウレタン　３０　吹付ア Ｍ

Ｍ 〉
M
M

２，５００

　軽量鉄骨天井下地組

けい酸カルシウム板　８　打上
地下２階

押出成形セメント板　５０ 押出成形セメント板　５０ア Ｍ
Ｍ ア Ｍ

Ｍ

ア Ｍ
Ｍ

アコーディオンカーテン、

壁・天井には断熱材「グラスウール　１００　充填（防湿材付２４ｋ品）」、

ブラインド（シルキー）、天井点検口（アルミ枠：４５０×４５０）、

郵便受（建具に取付）、塩ビ廻り縁

湯沸コーナー「流し台、コンロ台、吊り戸棚、レンジフード」、

手摺（軽量鉄骨造、ＳＯＰ）、アコーディオンカーテン、

塩ビ廻り縁

１５ｔテルハ（無線・床上操作切替方式）

鉄骨見え掛り部塗装（ＳＯＰ）仕上

１５ｔテルハ（無線・床上操作切替方式）、タラップ、点検フロアー、

転落防止手摺（H=1,200　）、荷卸ハッチ（既存）、床下点検口（600　）、Ｍ
Ｍ □

鉄骨見え掛り部塗装（SOP）仕上、

Ｅ Ｖ 室

（雑品庫・荷卸室側）

荷 卸 室

※既存一部改修
（改修内容は仕様書Ａ）

　１４増
築

・
改

修
：

内
部

仕
上

表
　

№
１

・

エポキシ樹脂
塗床材

(ｹﾐｸﾘｰﾄE)

エポキシ樹脂
塗床材

(ｹﾐｸﾘｰﾄE)

アイデッキH=75

　Ａ６３



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

　２令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事 増築・改修：内部仕上表　№２

要摘高井井 天天壁腰木巾 装装装装装 塗塗塗塗塗床名室階

〈　〉内は下地材を示す　※印部分は既存改修内容を示す
内部仕上表　№２

M
M

配 電 盤 室
３，２００

「田島ルーフィング㈱
　　マーモリウム同等品」

ア Ｍ
Ｍリノリウム床シート貼　２.５　 既存一部撤去

補修の上
コンクリート塗装

仕上Ｈ＝１５０Ｍ
Ｍ

〈軽量鉄骨天井下地組〉

化粧石コウボード打上

９１０×９１０×９.５ Ｍ
Ｍ

吹付タイル仕上
既存一部撤去補修の上

吹付タイル仕上
既存一部撤去補修の上

（トラバーチン模様）

〈鉄筋コンクリート、モルタル〉〈鉄筋コンクリート、モルタル〉

既存一部撤去補修の上

同   上

既存一部撤去補修の上

〈 〉鉄筋コンクリート
　　　　　　　モルタル補修

M
M同   上

男 子 ト イ レ
仕上完了品

既存撤去の上
複層ビニル床シートＦＳ　２　貼
「田島ルーフィング㈱
　　消臭ウエルクリーン同等品」

ア Ｍ
Ｍ 既存撤去補修の上

ソフト巾木
（Ｈ・Ｂ）

Ｈ＝１００Ｍ
Ｍ 〈

既存撤去の上
化粧けい酸カルシウム板
　６　張り
９１０×２，４２０×６
ア Ｍ

Ｍ
Ｍ
Ｍ

ア Ｍ
Ｍ石コウボード　９.５　ＧＬ工法〉 〈

既存撤去の上
化粧けい酸カルシウム板
　６　張り
９１０×２，４２０×６
ア Ｍ

Ｍ
Ｍ
Ｍ

ア Ｍ
Ｍ石コウボード　９.５　ＧＬ工法〉

化粧石コウボード打上

Ｍ
Ｍ

〈軽量鉄骨天井下地組〉

９１０×４５５×９.５
（トラバーチン模様）

２，５００

鉄筋コンクリート､モルタル補修 鉄筋コンクリート､モルタル補修〈 〉鉄筋コンクリート
　　　　　　　モルタル補修

同   上

M
M

同   上 同   上 同   上
女 子 ト イ レ

２，５００

塩ビ廻り縁

トイレブース、膳板（ポストフォームカウンター、耐水ＭＤＦ）、

天棚（１ヶ所）、天井点検口（アルミ枠：４５０×４５０）、

腰掛式便器、手摺、手洗器、手洗いカウンター、紙巻器、

同   上

M
M

同   上 同   上同   上 同   上
更 衣 室

２，５００

M
M同   上 同   上同   上 同   上同          上 同   上 同          上同          上同   上 同          上 ２，５００

掃 除 用 具 置 場

（既存現況のまま）

（既存現況のまま）

（既存現況のまま）

（既存現況のまま）

M
M

M
M

M
M

M
M

同          上 同   上

ダ ク ト ス ペ ー ス

送 風 機 室

通 気 孔

通 路 「 階 段 室 」

　　　　　　　金ゴテ仕上

鉄筋コンクリート
モルタル
金ゴテ仕上

鉄筋コンクリート打放し仕上 鉄筋コンクリート打放し仕上 鉄筋コンクリート打放し仕上

同          上
鉄筋コンクリート
モルタル金ゴテ

ＥＰ－Ｇ
鉄筋コンクリート、モルタル塗
金ゴテ、白セメント吹付仕上

鉄筋コンクリート、モルタル塗
金ゴテ、白セメント吹付仕上

鉄筋コンクリート、モルタル塗
金ゴテ、プラスター塗仕上

〈鉄筋コンクリート叩 〉

人造石研出し
（真鍮目地棒入りテラゾー）

モルタル 〈鉄筋コンクリート
モルタル 〉

鉄筋コンクリート、モルタル塗
プラスター塗仕上

ＶＰ 鉄筋コンクリート、モルタル塗
プラスター塗仕上

鉄筋コンクリート、モルタル塗
プラスター塗仕上

３，９００

鉄筋コンクリート、モルタル

同   上 鉄筋コンクリート、打放し仕上 鉄筋コンクリート、打放し仕上 鉄筋コンクリート、打放し仕上

人造石研出し

踊 場 「 階 段 室 」

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M同          上同          上同          上同   上

蓄 電 池 室

（既存現況のまま）

荷 卸 ハ ッ チ 室

倉 　 庫
同          上

同          上

※一部壁撤去部分床モルタル補修
同   上 同   上

同   上
同          上 同          上

※一部壁解体撤去
　モルタル補修仕上

同          上

※一部壁解体撤去
　モルタル補修仕上

同   上 同   上同          上 鉄筋コンクリート、モルタル塗 鉄筋コンクリート、モルタル塗 鉄筋コンクリート、モルタル塗 ＥＰ

ＥＰ ＥＰ ５，０２０

～４，０００

４，７７０

同          上

同          上 同   上 同          上同   上

同   上 同          上同   上

同          上

同          上

同          上

同          上

腰掛式便器、小便器、手摺、手洗器、手洗いカウンター、紙巻器、

トイレブース、膳板（ポストフォームカウンター、耐水ＭＤＦ）、

天棚（１ヶ所）、天井点検口（アルミ枠：４５０×４５０）、

塩ビ廻り縁

ブラインド（シルキー）、塩ビ廻り縁

ブラインド（シルキー）、フリーアクセスフロアH=300、

壁（南側）撤去、耐震補強壁設置工事、

天井点検口（アルミ枠：４５０×４５０）、塩ビ廻り縁

１ 階

（既存改修）

キ ュ ー ビ ク ル 室

（既存現況）

鉄筋コンクリート、モルタル
　　　　　　　　　　金ゴテ

鉄筋コンクリート
モルタル金ゴテ

100角タイル張り
Ｈ＝２００Ｍ

Ｍ

ＥＰ ＥＰ
モルタル塗
間仕切壁コンクリートブロック
鉄筋コンクリート、モルタル塗

モルタル塗
間仕切壁コンクリートブロック
鉄筋コンクリート、モルタル塗

鉄筋コンクリート、モルタル塗

M
M鉄筋コンクリート

モルタル金ゴテ
ＶＰ 鉄筋コンクリート、打放し仕上鉄筋コンクリート、打放し仕上鉄筋コンクリート、打放し仕上鉄筋コンクリート、モルタル

　　　　　　　　　　金ゴテ
ＶＰ

※一部撤去部分
巾木モルタル補修

※一部壁解体撤去
　モルタル補修仕上

ＳＫ、膳板（ポストフォームカンター、耐水ＭＤＦ）、天棚（１カ所）、

ハンガーパイプ４０φ、塩ビ廻り縁

コンクリート製流し台

エレベーター着床階：地下廊下部分の壁撤去処分、開口部廻り改修

ＥＰ－Ｇ

ＥＰ－Ｇ ＥＰ－Ｇ

仕上完了品

地下１階

１ 階

（既存現況）

１ 階

（既存改修）

※既存一部改修
（改修内容は仕様書Ｂ）

地下１階

（既存改修）

地下１階

（既存改修）

※既存一部改修
（改修内容は仕様書Ｃ）

※既存一部改修
（改修内容は仕様書Ｄ）

※既存一部改修
（改修内容は仕様書Ｅ）

※既存一部改修
（改修内容は仕様書Ｆ）

※既存一部改修
（改修内容は仕様書Ｊ）

※既存一部改修
（改修内容は仕様書Ｇ）

※既存一部改修
（改修内容は仕様書Ｈ）

※既存一部改修
（改修内容は仕様書Ｉ）

　１５増
築

・
改

修
：

内
部

仕
上

表
　

№
２

・

　Ａ６３



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

　２令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事 増築・改修：内部仕上表　№３

階 室 名 床 塗 塗 塗 塗 塗装 装 装 装 装巾 木 腰 壁 天 天井 井 高 摘 要

〈　〉内は下地材を示す　※印部分は既存改修内容を示す
内部仕上表　№３

備 考

特記事項：天井裏断熱材（増築事務室、階段室、改修配電盤室、男子トイレ、女子トイレ、更衣室）、グラスウール　１００　充填（防湿材付２４K品）、参考品番：ポストフォーム、Ｗ＝１２０　（ＴＰＡ程度）、※アイカ工業㈱同等品以上

※設備機器は図示以外は設備工事とする。「別紙図面参照のこと。」

ア Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

※特別避難階段仕様：耐火構造、天井・壁の仕上、鉄筋コンクリート、出入口は防火設備（常時閉鎖式防火戸）

ア Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍア ア Ｍ

Ｍ※内装制限仕様：クロス張り（防炎加工処理品）、壁装材料「ＱＭ－９４０１、ＱＭ－９４０８」、石コウボード　１２.５　「ＮＭ－８６１９」ＧＢ－Ｒ、化粧石コウボード　９.５　「ＱＭ－０５２４」ＧＢ－Ｄ、けい酸カルシウム板　８　「ＮＭ－８５７８」ＫＢ、

　化粧けい酸カルシウム板　６　「ＮＭ－５０３７」、吹付タイル「ＱＭ－９８１６」ア Ｍ
Ｍ

M
M

M
M

M
M

M
M

同   上

同   上同   上

同   上

踊 場 「 階 段 室 」

鉄筋コンクリート、モルタル ＶＰ
鉄筋コンクリート
モルタル金ゴテ

鉄筋コンクリート打放し仕上鉄筋コンクリート、モルタル塗 鉄筋コンクリート、打放し仕上

同   上

同   上

同          上

同          上

同          上 同          上

鉄筋コンクリート
補強コンクリートブロック

鉄筋コンクリート、打放し仕上

同          上

鉄筋コンクリート
補強コンクリートブロック

鉄筋コンクリート、打放し仕上

同          上

同          上

同          上

４，５００

４，８００

M
M
M
M
M仕上完了品 吸音ボード張り 吸音石コウボード打上 ７，４００
M

人造石研出し
（真鍮目地棒入りテラゾー）

人造石研出し
発 電 機 室

M
M鉄筋コンクリート

モルタル金ゴテ ＶＰ 鉄筋コンクリート、打放し仕上鉄筋コンクリート、打放し仕上鉄筋コンクリート、打放し仕上
鉄筋コンクリート、モルタル
　　　　　　　　　　金ゴテ ＶＰ

〈鉄筋コンクリート、モルタル〉

※一部壁撤去部分床モルタル改修

〈鉄筋コンクリート
モルタル 〉

けい酸カルシウム板２重張り
Ｈ＝２，９００Ｍ

Ｍ

※一部壁解体撤去※一部撤去部分

踊 場 「 階 段 室 」

水 車 室

バ ル ブ 室

エレベーター着床階：地下廊下部分の壁撤去処分、開口部廻り改修

凡例：ＥＰ－Ｇ：つや有合成樹脂エマルションペイント塗、ＳＯＰ：合成樹脂調合ペイント塗、ＯＳ：オイルステイン塗、ＶＰ：塩化ビニル樹脂エナメル塗、ＥＰ：合成樹脂エマルションペイント塗、ＦＰ：フタル酸樹脂エナメル塗。

踊 場 「 階 段 室 」

地下２階

（既存改修）

（既存現況）

地下３階

（既存現況）

地下４階

※既存一部改修
（改修内容は仕様書Ｍ）

※既存一部改修
（改修内容は仕様書Ｋ）

※既存一部改修
（改修内容は仕様書Ｏ）

※既存一部改修
（改修内容は仕様書Ｎ）

※既存一部改修
（改修内容は仕様書Ｑ）

※既存一部改修
（改修内容は仕様書Ｐ）

　１６増
築
・
改
修
：
内
部
仕
上
表
　
№
３
・
 

　Ａ６３



　　増築・改修：１階・２階・３階平面図

W6,055×H2,500
両開きアコーディオンカーテン

両開き戸新設
W1,800×H2,400

重
量
シ
ャ
ッ
タ
ー

W
4,
2
0
0×

H5
,
0
00

片開き戸新設
W800×H2,000

片
開
き
戸

W
80
0
×
H
2
,0
0
0

両開き戸新設
W3,000×H2,850

重
量
シ
ャ
ッ
タ
ー

W
3
,0
0
0
×
H
5,
0
0
0

設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

枚の内 枚

日月年

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

Ｄ 展開指示

Ａ

Ｂ

Ｃ

※　　　　　は増築部分を示す

300 2005,700

1
,
20
0 3
0
0

4
,9
7
5

6,200

300 2005,700

1
,2
0
0 3
00

4,
9
75

上ル

10111213141517

▽壁芯

1011121314151617

▽壁芯 ▽壁芯

▽柱芯

下ル

下ル

16

両開きアコーディオンカーテン
W6,055×H2,500

1
5,
6
25

1
,8
7
5

3
,7
5
0

Ｂ

1
0,
0
0
0

42
5

1,
1
1
0

2
,
01
5

2
00

9
00

97
5

1
,8
7
5

Ｃ

Ｃ’

1,
7
50

825 2,475

4,225

42
5

7
5

10
0

50
0

4
2
5

12
5

Ａ

通気孔

△壁芯(既存建物)

(
既
存
建
物
)

▽
壁
面
　
　

△壁芯(既存建物)

▽壁面(増築建物)

3
2
5

110

300

3
20

出入口

△壁芯(既存建物)

既
存
側
溝

EXP.J

荷卸ハッチ
3,500×4,000

壁面(既存建物)

±0

E.L.170.00

荷卸室

3
0
0

4
,9
7
5

3
0
0

4
,9
7
5

1
,
20
0

2
25

5
,
50
0

▽壁芯 ▽壁芯

▽
壁
芯

123456789

上ル
湯沸コーナー

1,380

▽壁芯 ▽壁芯

▽壁芯 ▽壁芯

EX
P.
J

増
築
部
分
既
存
部
分

1
,
55
5

6,
8
3
0

5
,6
3
0

5,
6
30

1
,5
5
5

6
,
8
30

7
,
07
5

1
,5
0
0

1
,4
0
0

2
1
,
25
0

1
5,
9
7
5

Y2

Y1

Y2

X3X4

X3X4

（
既
設
）

（
新
設
）

排
水
Ｕ
字
溝

排
水
Ｕ
字
溝

（
新
設
）

排
水
Ｕ
字
溝

排
水
Ｕ
字
溝

犬走り

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

（
既
存
再
利
用
）

△壁芯(既存建物) Y3

Ｂ

5
,
62
5

5
,
18
5

4
4
0

1
2
,
66
5

1
2
,
22
5

3,
4
3
5

点検フロアー
(テルハ
　　点検設備)

タラップ 　
(テルハ　　
　点検設備)

△壁柱(既存建物)

△壁芯(既存建物)

▽柱芯(増築建物)

△壁芯(増築建物)

※　　　　　は増築部分を示す

事務室

通路・階段室

※非常用の照明装置について
　建告第1411号の緩和規定により
　設置を要しません。

6,200

下ル

３４ １２

X1X3 X2
18,500

300300 5,700

6,200

8,275

4,000 4,2753,000

壁
芯

△ (
既
存
建
物
)

▽
壁
心

上ル

出入口

△
壁
芯

3

3
2
1

(
既
存
建
物
)

▽
壁
芯

△
壁
面

(
増
築
建
物
)

△
壁
芯

-400

上ル
スロープ

75 2,300 2,100 2,575 2,775 450 2,125 4,225

300
3,9251,950

100
75

壁面(既存建物)

1,2003,575

雑品庫・荷卸室

E.L.170.00

ＥＶ室
直
通
階
段
に
至
る
歩
行
距
離
(50m以

下
)：

7.2m

直
通
階
段
に
至
る
歩
行
距
離
(50m以

下
)：

7.2m

1,100
開口幅

900
出入口幅

1,800

令和７ 　２

1,775

1
5
ｔ

テ
ル

ハ
(無

線
・

床
上

操
作

切
替

方
式

)

事務室

±0

E.L.170.00

(既設)蓋付
ケーブルピット巾500㎜

1,500

2
,1
0
0

1
,0
0
0

1
,0
0
0

Y1

Y2

Y2

Y1

事務室

Ｎ

3
,
00
0

5,500 6,800

±0

±0

±0

※　　　　　は増築部分を示す

▽壁芯

EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

EXP.J
既
存
部
分
増
築
部
分 -400

ステンレス手摺φ42.7
H=850

-400

-400

±0

-270
-135

犬走り

（新設）コンクリート集水桝1000×1000
　　　　グレーチング蓋付

既
存
側
溝

車止め支柱（ガードパイプ：スチール製）

車止め支柱
（ガードパイプ：スチール製）

車止め支柱（ガードパイプ：スチール製）

-400

胆沢第二発電所建屋増築工事

３階平面図(E.L.177.00)・1/100

１階平面図(E.L.170.00)・1/100

 A2:1/100　A3:1/141.40　
増
築

・
改
修

：
　
　
　
　

　
　
　

　
A2
:1

/1
00

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
　
 ・

出入口

出入口
スロープ

スロープ

ポーチ

±0
出入口

（既設）排水Ｕ字溝巾300㎜
グレーチング蓋付

ダクト
スペース

1234

1234

56789

56789

▽
壁
芯

△
壁
芯

▽
壁
芯

△
壁
芯

1,3351,345 3,520

1,3351,345 3,520

5
5
0

5
5
0

△柱芯△柱芯

15,200

3,925

1
2

庇（軒先ライン）

庇（軒先ライン）3,925

2,
4
5
0

▽ポーチ柱芯

▽ポーチ柱芯

▽ポーチ柱芯
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浄化槽

送風機室
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　１７

新設室外機上屋
1,473×5,450

※土台は既存のまま

新設室外機上屋
1,473×5,450

※土台(コンクリート叩)
は機械設備工事

　Ａ６３

転落防止柵(３方向)
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へ
の
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２
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３
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平
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図
　
　

　
A3
:1

/1
41
.4

0
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 グレーチング蓋付
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グレーチング付
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令和７ 　２
胆沢第二発電所建屋増築工事 増築・改修：地下１階・地下中２階平面図

 A2:1/100　A3:1/141.40
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※　　　　　は増築部分を示す※　　　　　は増築部分を示す

　１８　Ａ６３　
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既存流し台(W925×H700×D460)
コンクリート造、　　　　　　
シンク部分(塩ビ板張り)　　　

　　地下１階平面図(E.L.164.70)　・　1/100 　地下中２階平面図(E.L.162.85)　・　1/100
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令和７ 　２
胆沢第二発電所建屋増築工事

 A2:1/100　A3:1/141.40

増築・改修：地下２階・地下３階平面図
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　　　　　　　  　（E.L.151.93)　　地下２階平面図　　　　　　　･　1/100 　　地下３階平面図　　　　　　　･　1/100
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胆沢第二発電所建屋増築工事
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増築・改修：屋根伏図．断面納まり図

 A2:1/20.1/50.1/100　A3:1/28.28.1/70.70.1/141.40
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　　　　　アスファルトルーフィング940
　　　　　硬質木毛セメント板t=25　　 

100

2
2
0

EXP.J
既
存
部
分
増
築
部
分

EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

枚の内 枚

日月年

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

３４ １２

1
5
,6
2
5

1
,
87
5

3
,
75
0

Ｂ

1
0
,0
0
0

18,500

Ｃ

Ｃ’

4
2
5

Ａ
7,
0
75

Y2

Y1

Y2

Y3

Ｂ

4
0
0

40
0

3
0
0

4
,
97
5

2
2,
8
2
5

17
,
85
0

12
,
6
65

5,
1
85

8,925

400

40
0

4
0
0

400

2
0
0

6
,9
0
0

300
400 1,975 400 6,500

Ｍ
Ｍア

Ｍ
Ｍア

Ｍ
Ｍア

※　　　　　は増築部分を示すア

Ａ

Ａ

2/100

2/100

Ｎ

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７ 　２

屋根伏図(E.L.180.865)・1/100

　
断

面
収
ま
り

図
　
　
 
A
3:
1/
1
41
.
42

X1

5,700

X3X4 X2

8,275 3,925

400
300

400
300

17,900

15,200

2/100

Ｍ
Ｍア

Ｍ
Ｍア

Ｍ
Ｍア

既存屋根：鉄筋コンクリート下地、発砲ポリエチレン、ステンレス葺
　　　　　「三晃金属工業㈱Ｒ－Ｔ工法　０.４　」Ｍ

Ｍ

屋根点検用はしご新設(ステンレス製)

Ｃ

Ｃ

Ｃ断面(増築壁とポーチ屋根)収まり図・1/50

Ａ断面(既存屋根と増築壁)収まり図・1/50

Ｂ断面(既存屋根と増築壁)収まり図・1/50

448 448448@448 @448

20
～

25
2
5
30

屋根(Ｒ－Ｔ工法)断面標準納まり図・1/20

増築屋根：ステンレス鋼板　０.４　葺　
　　　　　「三晃金属工業㈱Ｒ－Ｔ工法同等品」

ア Ｍ
Ｍ

Ｂタイトフレーム

3/100

EX
P.
JEXP.J

図面内容

Y1

Y04

Y05

3
,
0
00

55
0

2
,4
5
0

3
0
0

　２１

ＥＸＰ．Ｊカバー：カラー鉄板　0.8
　　　　　　　　　　(屋根～外壁)

Ｍ
Ｍア

ＥＸＰ．Ｊカバー：カラー鉄板　0.8
　　　　　　　　　　(屋根～外壁)

Ｍ
Ｍア

ア Ｍ
Ｍ

屋根：長尺カラー鉄板、山高H=165㎜、
　　(ガルバリウム鋼板)折板　0.8　葺

「三晃金属工業㈱丸馳折版Ｉ型同等品」

Ｍ
Ｍア

　Ａ６３

鉄骨母屋下地：C-100×50×20×2.3　@606

 庇 ：アルミパネル　2.0　、W3,400×D650
軒天：軽量下地防水ボード　12.5　下地　　
　　　軒天キューブ　12　　　　　　　　

　
増

築
・
改
修

：
　
　
 
A
2:
1/
2
0.
1
/5
0.
1
/1
0
0

　
屋

根
伏
図
．

　
　
・
 
A
3:
1/
2
8.
2
8.
1/
7
0.
7
0.

 庇 ：アルミパネル　2.0　、W4,600×D650
軒天：軽量下地防水ボード　12.5　下地　　
　　　軒天キューブ　12　　　　　　　　

雪止：L50×50×4　亜鉛メッキ処理品(2段) ポーチ屋根：長尺カラー鉄板、山高H=165㎜、
　　　　　　(ガルガリウム鋼板)折版　0.8　葺　　
　　　　　　「三晃金属工業㈱丸馳折版Ｉ型同等品」



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

枚の内 枚

日月年

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

※　　　　　は既存部分を示す

　　北　側　立　面　図　・　1/100 　　西　側　立　面　図　・　1/100

令和７ 　２
胆沢第二発電所建屋増築工事

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
 
A
2:
1/
1
00

 
増
築
・

改
修
：
立

面
図
　
№
１

・

　　増築・改修：立面図　№１

 A2:1/100　A3:1/141.40

足洗い場：1,200×600
　　　　　　（グレーチング付)

車止め支柱(ガードパイプ：スチール製)

車止め支柱(ガードパイプ：スチール製)車止め支柱(ガードパイプ：スチール製) 外壁(風避け)：透明ナミイタt=0.7 W650×H3,030
　　　　　　　(ポリカナミイタ鉄板小波クリア同等品)

ステンレス手摺：φ42.7　H=850

100
3

換気カバー(機械設備工事)

図面内容

　２２　Ａ６３　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
 
  
A
3:
1/
1
41
.
40



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

枚の内 枚

日月年

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

※　　　　　は既存部分を示す

　　南　側　立　面　図　・　1/100

※　　　　　は既存部分を示す

　　東　側　立　面　図　・　1/100

令和７ 　２
胆沢第二発電所建屋増築工事 　　増築・改修：立面図　№２

 A2:1/100　A3:1/141.40 
増
築
・

改
修
：
立

面
図
　
№
２

・
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
 
A
2:
1/
1
00

Ｍ
Ｍア

ガード付塔屋タラップ(ステンレス製)新設
(KS-RTRG347S㈱ナスタ)同等品

外壁(風避け)：透明ナミイタt=0.7
　　　　　　　(ポリカマミイタ鉄板小波クリア同等品)

図面内容

　Ａ６２ 　２３　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
 
  
A
3:
1/
1
41
.
40

ポーチ屋根：長尺カラー鉄板(ガルバリウム鋼板)
　　　　　　　 折版　0.8　葺　山高H=165㎜　　　

　　　　　　　　　　 「三晃金属工業㈱丸馳折版I型同等品」



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

枚の内 枚

日月年

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

X1X2X3X4

Y2

Y1Y1

Y2

ダクト
スペース

送風機室

更衣室
通気孔

通路

男子
トイレ

女子
トイレ

下ル

事務室

配電盤室

荷卸室

EX
P.
J

増
築部

分 既
存部

分

Y3

雑品庫・荷卸室
ＥＶ室

EXP.J

既
存

部
分

増
築

部
分

Ａ

Ｃ Ｃ

Ｄ

ＡＤ

令和７ 　２
胆沢第二発電所建屋増築工事

Ｂ Ｂ

ポーチ

E.L.177.00

E.L.180.00

　Ａ　－　Ａ　断　面　図　・　1/100

E.L.176.50

(
2
4,
2
0
0)

荷卸ハッチ

雑品庫・荷卸室

新設壁芯～荷卸ハッチ中心間

3004,975

10,225

17,850

23,125700

ＢY3 Y1Y2Ａ

45
0
5
00

1
,
8
65

15tテルハ（無線・
床上操作切替方式)新設

1
,5
0
0

1
,
2
00

8
0
0

7
,
5
00

タラップ(点検設備テルハ)
背かご付

点検フロアー
(テルハ点検設備)

▽
壁
芯

5,185 12,665

3,000

40
0

3
,
50
0

3,
5
00

3,
4
8
0

11
,
2
65

2
00

1
8
5

1
1,
0
65

(△水下)
E.L.180.48

E.L.180.865
(▽最高高さ)

E.L.170.00
(▽１ＦＬ)

E.L.173.50
(▽２ＦＬ)

E.L.177.0
(▽３ＦＬ)

E.L.169.60
(▲ＧＬ：荷卸室出入口前)

13
0

1
35

1
3
5

3,
3
70

ポーチ

40
0

3
,
50
0

3,
5
00

3,
4
8
0

11
,
2
65

2
00

1
8
5

1
1,
0
65

E.L.180.865
(▽最高高さ)

(△水下)
E.L.180.48

E.L.177.0
(▽３ＦＬ)

E.L.173.50
(▽２ＦＬ)

E.L.170.00
(▽１ＦＬ)

E.L.169.60
(▲ＧＬ：ポーチ出入口前)

3,
9
8
6

2
1
6

3
,7
7
0

E.L.173.37
（庇水上)

E.L.173.586
(▽ポーチ最高高さ)

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
 
A
2:
1/
1
00

 
増
築
・

改
修
：
断

面
図
　
№
１

・

　　増築・改修：断面図　№１

 A2:1/100　A3:1/141.40

2,
0
0
0

400

550 2,450

△
壁
芯

△
柱
芯

△
柱
芯

EX
P.
J

ポ
ー
チ
屋
根
・
外
壁

8
0
0

7
,
5
00

換気扇架台・吊りボルト新設
(建築工事)

換気扇設置　　　
（機械設備工事）

図面内容

　２４　Ａ６３

フ
ッ
ク
可
動
範
囲
：
E
.L
.
1
76
.
50
～
E.
L
.1
5
2
.3
0

E.L.180.665(水上)
(▽最高軒高)

E.L.180.665(水上)
(▽最高軒高)

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
 
A
3:
1/
1
41
.
40



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

枚の内 枚

日月年

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

X1X2X3X4

Y2

Y1Y1

Y2

ダクト
スペース

送風機室

更衣室
通気孔

通路

男子
トイレ

女子
トイレ

下ル

事務室

配電盤室

荷卸室

EX
P.
J

増
築部

分 既
存部

分

Y3

雑品庫・荷卸室
ＥＶ室

EXP.J

既
存

部
分

増
築

部
分

Ａ

Ｃ Ｃ

Ｄ

ＡＤ

令和７ 　２
胆沢第二発電所建屋増築工事

E.L.177.00

E.L.180.00

E.L.170.00
(▽１ＦＬ)

E.L.173.50
(▽２ＦＬ)

E.L.177.0
(▽３ＦＬ)

(▲ＧＬ：荷卸室出入口前)
E.L.169.60

E.L.180.865
(▽最高高さ)

(△水下)
E.L.180.48

　Ｃ　－　Ｃ　断　面　図　・　1/100

11
,
2
65

　Ｂ　－　Ｂ　断　面　図　・　1/100 ※　　　　　は既存部分を示す

Ｂ Ｂ

ポーチ

▼ＧＬ　

荷卸ハッチ

配電盤室

EXP.J

既
存
部
分

増
築
部
分

15tテルハ　　
(無線・床上　
操作切替方式)
新設　　　　 

増
築
部
分
  既

存
部
分

EX
P.
J

100

▽
壁
芯

△
壁
芯

▽
壁
芯

18,500

X1

300 5,700 300

6,200

X3 X4

12,300

X2

8,2753,925

400400

新設壁芯～荷卸ハッチ・　 
　　　　　15tテルハ中心線

4,225

1
,
8
65

45
0
5
00

1
,
2
50

E.L.176.50

(
2
4,
2
0
0)

(
既
存
建
物
)

▽
壁
芯

6,350

2

5
,
1
00

4,
8
0
0

(既存建物)
▽最高高さ

△最高軒高
(既存建物)

荷卸ハッチ

1
,
20
0

1
,2
0
0

1
,2
0
0

1,
2
00

1
,
50
0

9
0
0

1
,5
0
0

9
00

1
,
5
00

9
0
0

事務室

事務室

事務室

9
0
0

1
,
50
0

C
H
=2
,
70
0

C
H=
2
,7
0
0

C
H
=
2,
7
00

1,
5
00

9
00

E.L.176.50

(
2
4,
2
0
0)

雑品庫・荷卸室

100 100

△
壁
芯

▽
壁
芯

▽
壁
芯

18,500

300 5,700 300

新設壁芯～荷卸ハッチ・　 
　　　　　15tテルハ中心線

4,225

6,20012,300

8,2753,925

400400

X1 X3 X4X2

45
0
5
00

1
,
2
50

1
,
8
65

15tテルハ（無線・
床上操作切替方式)新設

2 2

C
H=
3
.
20
0

3
00

CH
=
2
,9
0
0

40
0

3
,
50
0

3,
5
00

3,
4
8
0

2
00

1
8
5

1
1,
0
65

 A2:1/100　A3:1/141.40

　　増築・改修：断面図　№２

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
 
A
2:
1/
1
00

 
増
築
・

改
修
：
断

面
図
　
№
２

・

換気扇設置　　　
（機械設備工事）

換気扇設置
(機械設備工事)

換気扇架台・
吊りボルト新設
(建築工事)

図面内容

　２５　Ａ６３

E.L.180.665(水上)
(▽最高軒高)

フ
ッ
ク
可
動
範
囲
：
E
.L
.
1
76
.
50
～
E.
L
.1
5
2
.3
0

フ
ッ
ク
可
動
範
囲
：
E
.L
.
1
76
.
50
～
E.
L
.1
5
2
.3
0

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
 
A
3:
1/
1
41
.
40



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

枚の内 枚

日月年

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

X1X2X3X4

Y2

Y1Y1

Y2

ダクト
スペース

送風機室

更衣室
通気孔

通路

男子
トイレ

女子
トイレ

下ル

事務室

配電盤室

荷卸室

EX
P.
J

増
築部

分 既
存部

分

Y3

雑品庫・荷卸室
ＥＶ室

EXP.J

既
存

部
分

増
築

部
分

Ａ

Ｃ Ｃ

Ｄ

ＡＤ

令和７ 　２
胆沢第二発電所建屋増築工事

Ｂ Ｂ

重量シャッター
W4,200×H5,000

▽
壁
芯

Y1 Y2

4,975

6,830

荷卸室

3,000

E.L.177.00

E.L.180.00

E.L.170.00
(▽１ＦＬ)

E.L.173.50
(▽２ＦＬ)

E.L.177.0
(▽３ＦＬ)

(▲ＧＬ：荷卸室出入口前)
E.L.169.60

E.L.180.865
(▽最高高さ)

(△水下)
E.L.180.48

3,
5
00

3,
4
8
0

11
,
2
65

2
00

18
5

1
1,
0
65

40
0

3
,
50
0

Ｓ

8
0
0

7
,
5
00

400

1,555

※　　　　　は既存部分を示す

ポーチ

EV室

2,
1
00

出
入
口
高
さ

　Ｄ　－　Ｄ　断　面　図　・　1/100

　　増築・改修：断面図　№３

増
築
部
分
既
存
部
分

EX
P.
J

300

8502,450

△
柱
芯

▽
ポ
ー
チ
柱
芯

▽
ポ
ー
チ
柱
芯

400

550

ポーチ

3
,
31
4

E.L.172.914
▽（庇水下）

EXP.J
ポ
ー
チ
屋
根
・
外
壁

700

500

800

水 車 室1,000

1,200

1,000ゲート室

1,200

通
気
孔

800

700

600

500

150 150配電盤室

▽
壁
芯

Ｓ

250

6,000 4,000 3,500

13,500

13,500

6,000 4,000 3,500

425
4,975 1,800300

2,7002,7001,675

1,850 2,350 2,875

(
増
築
建
物
)

▽
壁
芯

△
壁
芯

（
既
存
建
物
）

▽
壁
芯
(E
V
室
)

△
柱
芯
(E
V
室
）

△
壁
芯
(E
V
室
）

▽
柱
芯
(E
V
室
)

ＡY2Y1

ＡY2Y1

4257,075

▽
壁
芯

(
既
存
建
物
)

▽
壁
芯
　
　

(
E
V室

)
▽
壁
面

(
E
V室

)
▽
壁
面

1,975 3,0002,100

2,000975
1,000 1,000

雑品庫・荷卸室

EV室

EV
シャフト

E.L170.00
E.L170.30

地下
廊下

地下
廊下

Ｄ　－　Ｄ　全　体　断　面　図・1/200

キュービクル室

発電機

ケーブル処理室

１階

ポーチ

出
入
口
高
さ

2,
1
0
0

B２階

2,
5
00

地
下
通
路
天
井
高
さ

B１階

出
入
口
高
さ

2
,1
0
0

2
,5
0
0

40
0

2
00

地
下
通
路

天
井
高
さ

(E.L.180.865)
▽最高高さ

△水上
(E.L.180.48)

20
0

1
1,
2
6
5

(E.L.173.50)
▽２階ＦＬ

(E.L.177.00)
▽３階ＦＬ

1
85

オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド

3,
4
5
0

5
,
3
00

1
2,
4
0
0

2
2
,
40
0

1
,2
5
0

ピ
ッ
ト
深
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土間下：ヒューム管
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スタイロフォーム t=25

防湿シート t=0.15下敷き
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重量シャッター

EL　176.50

（無線・床上操作切替方式）新設
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雑品庫・荷卸室
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外壁：フッ素塗装高耐食ＧＬメッキ鋼板
（金属サイディング）t=18縦張
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土間下：ヒューム管
200φ

スタイロフォーム t=25

防湿シート t=0.15下敷き

L-50×50×6
床：コンクリート

金ゴテ直仕上 鉄骨床組（H-200*200*8*12）

既存部分

床：RC版 t=120敷

セルフレベリング材
ｔ＝10（セメント系）

三方枠：カラー鋼板t=1.6 重量シャッター

雑品庫・荷卸室

鉄骨胴縁下地

外壁：フッ素塗装高耐食ＧＬメッキ鋼板
（金属サイディング）t=18縦張

「ニチハ㈱ネオスパンプレミアム」同等品
不燃材料 NM-5203

EL　176.50

15tテルハ
（無線・床上操作切替方式）新設

外壁：フッ素塗装高耐食ＧＬメッキ鋼板
（金属サイディング）t=18縦張

「ニチハ㈱ネオスパンプレミアム」同等品
不燃材料 NM-5203

鉄骨胴縁下地

（屋根～外壁）

鉄部見え掛り SOP

既存部分

水切：外壁材同材 t=0.35

外部巾木：コンクリート打放補修仕上

セルフレベリング材
ｔ＝10（セメント系）
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天井：硬質木毛セメント板 t=25 現し

（鉄部見え掛り SOP）

屋根：ステンレス鋼板 t=0.4葺　「三晃金属工業㈱Ｒ-Ｔ工法」同等品
ポリエチレンフォーム t=4
硬質ウレタンフォーム保温板 t=30
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55
.
8
0

E
.
L.
1
64
.
7
0

▽
地
下
１
階

▽
１
階

E
.
L.
1
70
.
0
0

【
Vｼ

ｰﾄ
：

壁
工

法
　

弘
進

ｺﾞ
ﾑ（

株
）

同
等

品
】

　
【

Vｼ
ｰﾄ

：
壁

工
法

　
弘

進
ｺﾞ

ﾑ（
株

）
同

等
品

】
　

　Ａ６３　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

A3
:1
/
70
.
70

既
存

RC
壁

：
高

圧
洗

浄
 +

 ﾓ
ﾙﾀ

ﾙ塗
t=

30
 +

 ｳ
ﾚﾀ

ﾝ吹
付

 t
=3

0

屋
根

：
ﾌﾗ

ｯﾄ
ﾃﾞ

ｯｷ
 H

=7
5 

+ 
ｽﾀ

ｲﾛ
ﾌｫ

ｰﾑ
t=

30

地
下

外
壁

：
RC

躯
体

 +
 V

ｼｰ
ﾄﾌ

ﾟﾗ
ｲﾏ

ｰ 
+ 

ｾﾒ
ﾝﾄ

ﾍﾟ
ｰｽ

ﾄ
地

下
外

壁
：

RC
躯

体
 +

 V
ｼｰ

ﾄﾌ
ﾟﾗ

ｲﾏ
ｰ 

+ 
ｾﾒ

ﾝﾄ
ﾍﾟ

ｰｽ
ﾄ



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

令和７ 　２
胆沢第二発電所建屋増築工事

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

A2
:1
/
50

 A2:1/50　A3:1/71.70

X1 X2 X04 X3 X03

X1 X2 X1 X2

1
00

4
00

2
16

3,
3
70

3,
7
70

3
,9
8
6

2
1
6

3
,
98
6

3,
7
70

▽設計Ｇ.Ｌ E.L.169.60 4
0
0

3
,3
7
0

▽最高高さ

▽軒高

E.L.170.00▽１Ｆ.Ｌ

2,450 550

▽
EX
P
.
J

350

1
50 5
0

5
0
0

1
30 1
3
51
35

300 300

350

2
00

1
0
0

1
5
0

5
0

5
0
0

350

▽１Ｆ.Ｌ E.L.170.00

E.L.169.60▽設計Ｇ.Ｌ

▽軒高

▽最高高さ

350

3,925 4,275 4,000 3,000

300

6
72

3,
3
14

4
00

2
001
0
0

2
00

350
15

6,000

2
00

350

1
50

5
0
0

5
0

350

2
00

1
00

▽
EX
P
.
J

5502,450

ポーチ

ポーチ

ポーチ

　　　　　　　(ポリカマミイタ鉄板小波クリア同等品)
外壁(風避け)：透明ナミイタt=0.7　　　　　　　　　

鉄部見え掛りSOP

外部巾木：コンクリート打放補修仕上

ポーチ屋根：長尺カラー鉄板(ガルガリウム鋼板)
Ｍ
Ｍ折版 ア 0.8　　葺き　山高H=165㎜

「三晃金属工業㈱丸馳折版Ｉ型同等品」

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=100
ワイヤーメッシュ 6φx100x100
スタイロフォーム敷込み

床用150角磁器質タイル貼

スロープ：スジ目ノンスリップタイル貼

鼻隠しパネル

水切：カラー鉄板曲げ加工 t=0.8

ポーチ屋根：長尺カラー鉄板(ガルガリウム鋼板)
Ｍ
Ｍ折版 ア 0.8　　葺き　山高H=165㎜

「三晃金属工業㈱丸馳折版Ｉ型同等品」

鉄部見え掛りSOP

床用150角磁器質タイル貼
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=100

スタイロフォーム敷込み
ワイヤーメッシュ 6φx100x100

EXP.Jカバー：アルミ製（床～外壁）
EXP.Jカバー：アルミ製（床～外壁）

土間コンクリート t=100
ワイヤーメッシュ 6φx100x100
スタイロフォーム敷込み

スジ目ノンスリップタイル貼
ステンレス手摺：φ42.7　H=850

1
00

8
5
0

鉄部見え掛りSOP

水切：カラー鉄板曲げ加工 t=0.8

ポーチ屋根：長尺カラー鉄板(ガルガリウム鋼板)
Ｍ折版 ア 0.8　　葺き　山高H=165㎜

「三晃金属工業㈱丸馳折版Ｉ型同等品」
Ｍ

鼻隠しパネル

土間コンクリート金ゴテ仕上 t=100
ワイヤーメッシュ 6φx100x100
スタイロフォーム敷込み

　３０

　　増築・改修：矩計図　№４

 
増
築
・

改
修
：
矩

計
図
　
№
４

・

　Ａ６３　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

A3
:1
/
70
.
70

雪止：L50×50×4　亜鉛メッキ処理品(2段)



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

Ｎ

Ｃ

展開指示

Ａ

ＢＤ

　２

設計図番号

令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事

　
増

築
・
改
修

：
　
　
　

　
　
 
 A
2
:1
/5
0

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
 ・

 A2:1/50　A3:1/71.70

増築・改修：１階平面詳細図　№１

上ル

Ｃ２Ｃ１

Ｃ３

Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２

湯沸コーナー 220〃〃〃〃〃〃〃〃

49 8 7 6 5 3 2 1

3
50

△壁芯(既存建物)

出
入
口

15
tテ

ル
ハ

(無
線

・
床

上
操

作
切

替
方

式
)

▽
壁
芯

12
0

L-50×50×6

Ｃ４

床：コンクリート叩
金ゴテ直仕上

▽
壁
芯
(既

存
建
物
)

斜線部：土間下、ヒューム管
200φ

(増築建物)
▽壁芯

(増築建物)
▽壁面

既
存
側
溝

Y1

Y2

Ａ

Y1

Y2

（
新
設
）

排
水
Ｕ
字
溝

排
水
Ｕ
字
溝

（
既
存
再
利
用
）

カバー：アルミ製
EXP.J（壁～壁）

カバー：アルミ製
EXP.J（壁～壁）

断熱材：グラスウール 
t＝100 24K 防湿材付

EXP.J（床～壁）
カバー：アルミ製

±0

E.L.170.00

675

5
00

Ｂ

※　　　　　は増築部分を示す

（既設）排水Ｕ字溝巾300㎜
グレーチング蓋付

±0

E.L.170.00

Ａ

▽
壁
心

壁
芯

△

△
壁
芯

▽壁芯

▽柱芯

▽柱芯

1,
9
0
2.
5

8
3
7.
5

6
7
.5

7
5

1
,
5
27
.
5

17
5

4
,
0
00

10
,
22
5
（
ハ
ッ
チ
中
心
ま
で
）

13
5

6
7
.5

1
0
0
（
ｸ
ﾘｱ
）

2
9
5

2,
0
30

8
0
0

4
,0
7
0

1,
6
2
5

4
0
5

1
7,
9
4
0

5,
2
75

1
,8
0
0

3
00

3
,4
7
0

7
,0
7
5

6,
9
0
0

5
,7
0
0

1
,2
0
0

3
00

9
0
0

1,
6
2
5

8
,
29
5

4
,2
0
0

6
55

50
0

5
0
0

3,000

1,370 370 1,260

8
,
22
5

1,
3
8
0

4
20

1
,5
5
5

7
0

1,380

9
01
42
.
5,
5
0

1
2
.5

1,
1
5
0

1
0,
0
00

1
0,
8
50

825 3,500 825 1,650 1
0
,8
6
5

12
,
6
65

2
3
,1
2
5

2,475

477.52,672.51,550 700 800 925 1,800 1,850 1,800 1,6502,970 1,005

5
5
0

3
,0
0
02,
4
5
0

▽壁芯

▽柱芯

▽柱芯

3
,
00
0 2,
4
5
0

5
5
0

X4

▽
壁
芯

300 5,700

6,200

X3
18,500

8,275

12,300

200 5,500

X1

3,925 300

6,800

15,200

3,9254,275
Ｄ

X2

4,0003,000

X04X03

(新設)コンクリート集水桝1000×1000
　　　　　　　　　　　　　グレーチング蓋付

2

1

2

3

1
上ル

出入口

上ル
スロープ

-400

-400

出入口

-400

(新設)排水Ｕ字溝巾300㎜
グレーチング蓋付

175 1,775

625 1,950

2,575

床：コンクリート叩金ゴテ直仕上

±0

E.L.170.00

3
00

1,
5
50

2
,3
5
0

2,
7
0
0

1
0
0

2,700 2,600 2,975

11

AW AW AW

6 6

AD

2

SD

1

AD

2

両開きアコーディオンカーテン
W6,055×H2,500

荷卸ハッチ
3,500×4,000

W3,000×H2,850

両開き戸新設片開き戸新設
W800×H2,000

配電盤室

事務室

AW

5

AD

4

SS

1

雑品庫・荷卸室

重
量
シ
ャ
ッ
タ
ー

W
4
,2
0
0×

H
5,
0
00

900
出入口幅

1,100
開口幅

ＥＶ室

断熱材：グラスウール 
t＝100 24K 防湿材付

押出成形セメント板t=50
縦張り　ＥＰ塗装

1,100
台車等走行範囲

2,200

2,400

70
0

サイレン警報装置

超音波流用計端子盤

AD

3

△

放流警報
監視制御
装置１

放流警報
監視制御
装置２

監視中継
装置

直流分電盤

2,
0
5
0

±0

E.L.170.00

ポーチ

転落防止柵(３方向)

南側：５箇所、固定式

△

保安
システム盤

発電機
保護盤

発電機
制御補助盤

監視
制御盤

送電所内
制御補助盤

送電所内
保護盤

遠方監視
制御盤

犬走り

グレーチング蓋付（既存再利用）
（新設）コンクリート集水桝1000×1000

車止め支柱(ガードパイプ：スチール製)

車止め支柱(ガードパイプ：スチール製)

断熱材：グラスウール
　　　　　 t=100 24K　 
　　　　 防湿材付　　

EXP.J

EX
P.
J

ステンレス手摺りφ42.7　H=850

床：床用150角磁器質タイル貼､段鼻ノンスリップ役物１.０式
　　スロープ部分はスジ目ノンスリップタイル貼
　　（コンクリート叩モルタル)

EXP.J（床～壁）
カバー：アルミ製

EXP.J(床～床)
カバー：アルミ製

EXP.J(床～床)
カバー：アルミ製

図面内容

　３１

3

　Ａ６３

西側･東側：１０箇所
H1,200

可動式

　
１

階
平
面
詳

細
図
　
№

１
 　

 A
3
:1
/7
0
.7
0

　１階平面詳細図　№１(E.L.170.00)・1/50

外壁(風避け)：透明ナミイタt=0.7
　　　　　　　W650×H3,030
　　　　　　　(ポリカナミイタ鉄板
　　　　　　　小波クリア同等品)

ステップ台(可動式)新設
W600×D400×H150

足洗い場
1,200×600

グレーチング付



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

４ ３ ２ １X2 X1
Ｃ

展開指示

Ａ

ＢＤ

　２令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事

 A2:1/50　A3:1/71.70　
増

築
・
改
修

：
　
　
　

　
　
 
 A
2
:1
/5
0

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
 ・

増築・改修：１階平面詳細図　№２

Ｃ１

出入口

通気孔

送風機室

ダクト

スペース

犬走り

Ｃ３

3,500×4,000
荷卸ハッチ

重
量
シ
ャ
ッ
タ
ー

SS

2

SD

1

△壁芯(既存建物)

△柱芯（増築建物）＝壁芯(既存建物)

AW

6

荷卸室

L-50×50×6

鉄骨床組下地（H-200*200*8*12）

床：コンクリート叩
金ゴテ直仕上

床：コンクリート叩
金ゴテ直仕上

斜線部：土間下、ヒューム管

-400

±0

E.L.170.00

32
0

110

（既設）蓋付ケーブルピット

（既設）排水Ｕ字溝巾300㎜
グレーチング蓋付

（既設）排水Ｕ字溝巾300㎜
グレーチング蓋付

Ｂ

Ｃ

Ｃ’ Y3

Ｂ

（Ｃ’）

出
入
口

EXP.J（壁～壁）
カバー：アルミ製

200φ

下ル

点検フロアー
(テルハ点検設備）

タラップ 
(テルハ点検設備）

巾500㎜

両
開
き
戸
新
設

W
3
,
00
0
×
H
5
,0
0
0

W3
,
0
00
×
H
2
,
85
0

△壁芯
(増築建物)

△壁芯(既存建物)

△壁芯(既存建物)

床：RC版 t=100敷

通路・階段室

5
0
0

（新設）浄化槽

※　　　　　は増築部分を示す

1,1002,200

1,100

2,250

1,000

800800 800 200200

2
00

2
,1
4
0

6
0
0

1,000

既設開口

△

保安
システム盤

発電機
保護盤

発電機
制御補助盤

監視
制御盤

送電所内
制御補助盤

送電所内
保護盤

遠方監視
制御盤

直流分電盤

充電器盤

蓄電池盤

ＮＧＲＥｘＴＧＣＡ
ＳＡ

ＨＭＶＨＴＲ所内
２００V

所内
１００Ｖ

配電盤室

±0

E.L.170.00

床開口部

既設農水データ
受信装置

台車等走行範囲

台車等走行範囲

3
25

501,01052.5

30
建具なし

925
800以上

(有効開口巾)

55

1
0
5
12
.
5

10
5

30 9.5､6

9
.5
､
6

3
0

女子トイレ

±0

6
､9
.
5

8
40

8
0
0
以
上

(
有
効
開
口
巾
)

136

105
6､9.5 6､9.5

±0

女子更衣室

735

±0

男子トイレ

掃除用具置場
±0

±0

6
､9
.
5

8
4
0

3
0

8
00
以
上

(有
効
開
口
巾
)

306､9.5

9
.5
､
6

3
0

△
壁
芯

▽
壁
芯
(既

存
建
物
)

△
壁
面
(増

築
建
物
)

▽
壁
芯
(既

存
建
物
)

75

175

100（ｸﾘｱ）

12,150 6,350

11,700 6,800

6,175

1,950 3,925 300

4,400 7,750

2,300 2,100 1,950 3,225

2,150 2,075

450 425 1,650

1
25

3,500

2
0
0

200

310

1
6,
0
50

5
,
20
0

1
0,
8
50

2
,
07
5

3
,
1
25

4
2
5

1
0,
0
00

1,
1
75

2
,
01
5

1
,
11
0

2
3
,1
2
5

5,
1
85

1
,7
5
0

3
,3
1
0

12
,
6
65

1
0
,8
6
5

44
0

1
,
79
0

3
,0
0
0

5
00

5
0
0

3,000

1,370 370 1,260

2,125 1,800 2,250

2,475

825

515

825

5
,
6
25

3030

300

1,0501,525

987.5 1,112.5

9001,200

9
0
0

6
7
0

車止め支柱(ガードパイプ：スチール製)

車止め支柱(ガードパイプ：スチール製)

　３２　Ａ６３　
１

階
平
面
詳

細
図
　
№

２
 　

 A
3
:1
/7
0
.7
0

　１階平面詳細図　№２(E.L.170.00)・1/50



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

Ｎ

Ｃ

展開指示

Ａ

ＢＤ

1,
5
5
5

4
,9
7
5

30
0

1,
5
5
5

4
,9
7
5

30
0

300 5,700 200 300 5,700 200

6,
8
3
0

6,200 6,200

6,
8
3
0

6,2006,200

300 5,700 200300 5,700 200

1,800 2,2002,200

1,
8
8
5

1
,
8
00

3
,
1
45

1,
8
8
5

1
,
8
00

3
,
1
45

EXP.J

既存部分

1
,
60
0

7
0

1
,
7
00

1,
6
0
0

1,
8
6
0

1
,
7
00941

6,
8
3
0

1,
2
00

5
,6
3
0

6,
8
3
0

1,
2
00

5
,6
3
0

941

1
9
・
1
2
.5

1
9
・
1
2
.5

788.5 878.5

1,
00
5

788.5

135

X3X4 X3X4

Y1

Y2 Y2

Y1

手摺：集成材40型手摺：集成材40型

両開きアコーデオンカーテン
手摺笠木：木製（米松）ウレタン塗装

事務室

床：複層ビニル床シート貼 ｱ）2.0㎜
　〈軽量コンクリート ｱ）130㎜、
　　デッキプレートH=50㎜〉　　　

事務室

床：複層ビニル床シート貼 ｱ）2.0㎜
　〈軽量コンクリート ｱ）130㎜、
　　デッキプレートH=50㎜〉　　　

101112 6789

（１Ｆへ） （３Ｆへ）

345 2 1

上ル

1314151617

下ル

1011121314151617 6789 345 2 1

下ル

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃220 〃〃〃〃〃〃 220〃

100・19・12.5 100・19・12.5

12.5・ 100・812.5・ 100・8

増築・改修：２階・３階平面詳細図 　２

 A2:1/50　A3:1/71.70

令和７

３階平面詳細図 ・ 1/50２階平面詳細図 ・ 1/50

胆沢第二発電所建屋増築工事

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

 　
 
・

 
増
築
・

改
修
：
２

階
・
３
階
　

　
A
2:
1/
5
0

3,520

1,3351,345 3,520 1,3351,345 3,520

1
,
80
0

3
,
33
0

1,460 1,600 1,60070 1,470

　３３　Ａ６３

断熱材：グラスウールｔ＝100 24K 防湿材付断熱材：グラスウールｔ＝100 24K 防湿材付

 
　
　
　

　
　
　
平

面
詳
細
図
　

  
A
3:
1/
7
0.
7
0



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

Ｎ

Ｃ

展開指示

Ａ

ＢＤ

　２

 A2:1/50　A3:1/71.70

令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事

3,520

増築・改修：地下１階・地下２階平面詳細図

　
増

築
・
改
修

：
地
下
１

階
・
　
　

A2
:1
/
50

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
  
・

　　　　　　　  　（E.L.151.93)

Ａ部詳細図　･　1/20

Y03

Y02

Y01

Y03

Y02

Y01

X02X01

X02X01

Y03

Y02

Y01

Y03

Y02

Y01

4,
1
00

5
,9
2
5

1
,8
2
5

1
0
0

5
0
0

4,
1
00

5
,9
2
5

1
,8
2
5

1
0
0

5
0
0

1,
0
00

1
,8
2
5

92
8

7
2

2,
1
00

1,
0
00

1,
0
00

1
,8
2
5

92
8

7
2

1,
0
00

2,
1
00

4,400

5
0
0

3
0

500 30

555 900

2530

4,400

5
0
0

3
0

500 30

900555

2530 3025

1
,8
2
5

1,
0
00

7
2

92
8

50030

1
0
09.

5、
12
.5

12
.5
、
9.
5

945

2,
1
00

1,
0
00

30

1
,8
2
5

92
8

1,
0
00

7
2

50030

945

25

Ａ部

2,
1
00

1,
0
00

5
,9
2
5

4,
1
00

1
,8
2
5

1
0
0

5
0
0

4,
1
00

5
,9
2
5

1
,8
2
5

1
0
0

5
0
0

+ Vｼｰﾄ + 保護ﾓﾙﾀﾙ　　

+ Vｼｰﾄ + 保護ﾓﾙﾀﾙ　　

【Vｼｰﾄ：壁工法　弘進ｺﾞﾑ（株）同等品】　

【Vｼｰﾄ：壁工法　弘進ｺﾞﾑ（株）同等品】　

ＥＶ室

ＥＶ室

廊下

廊下

EXP.J：ｱﾙﾐ製

272個
150φ×500
コア抜き

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ補修

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ補修

272個

コア抜き
150φ×800

EXP.J：ｱﾙﾐ製

Vｼｰﾄ：壁工法　弘進ｺﾞﾑ（株）同等品

ｸﾞﾗｳﾄ材注入 t=30

100

10
0

既　存

　３４　Ａ６３

9.
5、

12
.5

12
.5
、
9.
5 1
0
0

増
築
部
分

EXP.J

既
存
部
分

EX
P.
J

増
築
部
分

既
存
部
分

EX
P.
J

増
築
部
分

既
存
部
分

増
築
部
分

既
存
部
分

EXP.J

　
地

下
２
階
平

面
詳
細
図

　
　
 
 　

A3
:1
/
70
.
70

地下１階平面詳細図(E.L.164.70)　・　1/50

　　地下２階平面詳細図　　　　　　　･　1/50

地下外壁：RC躯体 + Vｼｰﾄﾌﾟﾗｲﾏｰ + ｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ

地下外壁：RC躯体 + Vｼｰﾄﾌﾟﾗｲﾏｰ + ｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ

給気開口：150φ×上下2箇所
　　　　　　　(建築工事)
　　　　　　　器具は機械設備工事



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

枚の内 枚

日月年

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

Ｂ 面Ａ 面 Y1 Y2X3 X2 X1

雑品庫・荷卸室

15tテルハ（無線・
床上操作切替方式)新設

2
,
00
0

300 4,975 12,665

17,940

200 8,075 3,925 300

12,300

5
,
00
0

3,
5
0
0

1
,
20
0

1
,2
0
0

1,
1
0
0

1,
2
00

1
,
20
0

5
0
0

4
5
0

1,
8
6
5

　２令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
 
A
2:
1/
1
00

 
増
築
・

改
修
：
展

開
図
　
№
１

・

 A2:1/100　A3:1/141.40

増築・改修：展開図　№１（雑品庫・荷卸室）

Ｃ 面 X2X1

雑品庫・荷卸室

EXP.J

3,925300

5
,0
0
0

2
,
85
0

EXP.J

2,125

既存部分4506,350

タラップ

5
0
0

4
5
0

1,
8
6
5

6
,4
0
0

点検フロアー

Ｃ 面 X3X2X1

2008,0753,925300

12,300

5
,0
0
0

5
0
0

4
5
0

1,
8
6
5

OPEN

2
,0
0
0

1
,2
0
0

1,
2
0
0

1
,
20
0

1
,2
0
0

Ｃ 面 X3X2X1

2008,0753,925300

12,300

5
,0
0
0

5
0
0

4
5
0

1,
8
6
5

2,975 2,600 2,700

OPEN

ＥＶ室

室　名

廻り縁

巾　木

床

雑品庫・荷卸室

鉄筋コンクリート叩金ゴテ直仕上

硬質木毛セメント板 ｱ）25㎜現し

※鉄骨見え掛り部は塗装（SOP）仕上

コンクリート打放し補修仕上　H=100㎜

天　井

腰・壁
※鉄骨見え掛り部は塗装（SOP）仕上

鉄骨現し

〈軽量鉄骨壁下地組〉

室　名

巾　木

床

ＥＶ室

押出成形セメント板　ｱ)50㎜　ＥＰ塗装
腰・壁

〈軽量鉄骨壁下地組〉

防水シート露出仕上

廻り縁

天　井 〈キーストンフラットデッキ、

3,
4
50

30
0
4
0

3
,
79
0

荷卸ハッチ

図面内容

　３５　Ａ６３

転落防止柵：H＝1,200、５箇所、
　　　　　　可動式　　　　　　

転落防止柵：H＝1,200、５箇所、
　　　　　　可動式

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
 
A
3:
1/
1
41
.
40

※事務室側：ケイ酸カルシウム板 ｱ）8㎜張り　EP-G

　　　　　　　　　スタイロフォーム ｱ)30㎜〉

転落防止柵：H=1,200、　　 
５箇所、固定式



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

枚の内 枚

日月年

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

室　名

廻り縁

天　井

巾　木

床

雑品庫・荷卸室

鉄筋コンクリート叩金ゴテ直仕上

硬質木毛セメント板 ｱ）25㎜現し

※鉄骨見え掛り部は塗装（SOP）仕上

腰・壁
※鉄骨見え掛り部は塗装（SOP）仕上

鉄骨現し

〈軽量鉄骨壁下地組〉

コンクリート打放し補修仕上　H=100㎜

　２令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事

 
増
築
・

改
修
：
展

開
図
　
№
２

・
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
 　

　
A
2:
1/
1
00

増築・改修：展開図　№２（雑品庫・荷卸室）

 A2:1/100　A3:1/141.40

室　名

巾　木

床

ＥＶ室

押出成形セメント板　ｱ)50㎜　ＥＰ塗装
腰・壁

〈軽量鉄骨壁下地組〉

防水シート露出仕上

廻り縁

天　井 〈キーストンフラットデッキ、

1
,2
0
0

1
,
50
0

1
,2
0
0

1
,
50
0

4
,
80
0

80
0

1
,2
0
0

1
,
50
0

荷卸ハッチ

OPEN

雑品庫・荷卸室

Ｄ 面Ｄ 面

4,975 300

7,075 17,940

12,665 4,975 300

Y2 Y1 Y1Y2

EXP.J

EXP.J

EXP.J

2
,
85
0

既存部分

1,555

5
0
0

4
5
0

1,
8
6
5

点検フロアー

6
,4
0
0

15tテルハ（無線・
床上操作切替方式)新設

1,
2
0
0

1
,
50
0

4
,
80
0

8
0
0

荷卸ハッチ

Ｄ 面

17,940

12,665 4,975

Y1Y2

5
00

4
50

1
,
8
65

点検フロアー

タラップ

6,
4
0
0

15tテルハ（無線・
床上操作切替方式)新設

2,350 1,5502,700100

80
0

7
,5
0
0

3,
4
50

4
0

3
,
79
0

3
00

1
3
5

13
0 4
00

1
3
0

3
,3
7
0

2
16

3
,9
8
6

E.L.173.586
(▽ポーチ最高高さ)

3,000

550 2,450300

ＥＶ室
ポーチ

雑品庫・荷卸室、ポーチ

タラップ

換気扇架台：C100×50×20×1.6 
　　　　　　　　　　　  吊りボルト8φ(6本)

　　　　　　　　　　(建築工事)

換気扇設置　　 
(機械設備工事)

OPEN

図面内容

　３６　Ａ６３

転落防止柵：H＝1,200、５箇所、
　　　　　　可動式　　　　　　

転落防止柵：H＝1,200、５箇所、
　　　　　　可動式　　　

転落防止柵（３方向）H1,200
可動式

※事務室側：ケイ酸カルシウム板 ｱ）8㎜張り　EP-G

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
 
A
3:
1/
1
41
.
40

　　　　　　　　　スタイロフォーム ｱ)30㎜〉



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

１階事務室

2,
0
00

7
0
0

1
,2
0
0

6
0
0

9
0
0

2
,
70
0

2
0
0

2,
5
00

9
0
0

1
,5
0
0

3
0
0

アコーディオンカーテンEXP.J

１階事務室

8
00

2
,7
0
0

3
,
50
0

2
,
00
0

70
0

2
,
00
0

70
0

20
0

2
,
50
0

EXP.Jアコーディオンカーテン流し台コンロ台

レンジ
フード

Ａ 面

5,700 200

6,200

300

X3X4 Ｂ 面

4,975300

7,075 既存部分

Y1 Y2

225 1,400 100 75

1,555 70

Ｃ 面 Ｄ 面

5,700200

6,200

300 4,975 3002251,400100

7,075

75

既存部分

X3 X4 Y1Y2

1,55570

室　名 １階事務室

廻り縁

天　井

壁

腰

巾　木

〈鉄筋コンクリート叩金ゴテ直仕上〉

ソフト巾木（Ｈ・Ｂ）H=100㎜

ビニールクロス張り

910×910×9.5㎜〈軽量鉄骨天井下地組〉

塩ビ製

同　　　上

〈石コウボード ｱ）12.5㎜.GB-R、軽量鉄骨壁下地組〉

複層ビニル床シート貼 ｱ）2.0㎜　ＦＳ、

「田島ルーフィング㈱パーマリュームＥＭ同等品」床

室　名

廻り縁

天　井

壁

腰

巾　木

ビニールクロス張り

同　　　上

〈石コウボード ｱ）12.5㎜.GB-R、軽量鉄骨壁下地組〉

１階階段室

〈軽量コンクリート ｱ）130㎜、デッキプレートH=50㎜〉

床 一部リノリウム床シート貼 ｱ）2.5㎜

ソフト巾木（Ｈ・Ｂ）H=100㎜　側桁現ワシ(SOP)仕上

軽量鉄骨階段現ワシ(SOP)仕上

デッキプレート鉄骨階段部現ワシ

2,
4
0
0

吊
り
戸
棚
設
置
位
置

〈キッチン一式参考品番〉

流し台：GKF-S-120MYNR

コンロ台：GKF-K-60KR

レンジフード：ASR-631WL

吊り戸棚

　２令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

A2
:1
/
50

 
増
築
・

改
修
：
展

開
図
　
№
３

・

 A2:1/50　A3:1/70.70

増築・改修：展開図　№３（１階事務室）

　３７　Ａ６３

化粧石コウボード打上（トラバーチン模様.GB-D）

吊り戸棚：GKF-A-60FR＋GKF-A-30

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

A3
:1
/
70
.
70



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

室　名 ２階事務室

廻り縁

天　井

壁

腰

巾　木 ソフト巾木（Ｈ・Ｂ）H=100㎜

ビニールクロス張り

塩ビ製

同　　　上

〈石コウボード ｱ）12.5㎜.GB-R、軽量鉄骨壁下地組〉

〈軽量コンクリート ｱ）130㎜、デッキプレートH=50㎜〉

複層ビニル床シート貼 ｱ）2.0㎜　ＦＳ、

「田島ルーフィング㈱パーマリュームＥＭ同等品」床

910×910×9.5㎜〈軽量鉄骨天井下地組〉

室　名

壁

腰

巾　木

ビニールクロス張り

同　　　上

〈石コウボード ｱ）12.5㎜.GB-R、軽量鉄骨壁下地組〉

〈軽量コンクリート ｱ）130㎜、デッキプレートH=50㎜〉

床 一部リノリウム床シート貼 ｱ）2.5㎜

ソフト巾木（Ｈ・Ｂ）H=100㎜　側桁現ワシ(SOP)仕上

軽量鉄骨階段現ワシ(SOP)仕上

デッキプレート鉄骨階段部現ワシ

２階階段室

廻り縁

910×910×9.5㎜〈軽量鉄骨天井下地組〉

天　井

Ａ 面 Ｂ 面X3X4 Y1 Y2

２階事務室

5,700 200

6,200

300

2
,7
0
0

8
00

3
,
50
0

4,975300 1,555

6,830

20
0

2
,
50
0

3
00

2
,7
0
0

1,200

9
0
0

1
,
50
0

Ｃ 面 Ｄ 面X3 X4 Y1Y2

２階事務室

5,700200

6,200

300 4,975 3001,555

6,830

2
0
0

2,
5
00

3
0
0

1,200

90
0

1
,
5
00

3
0
0

2
,
70
0

9
0
0

1
,5
0
0

3
0
0

アコーディオンカーテン

アコーディオンカーテン

　２令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事

 A2:1/50　A3:1/70.70

増築・改修：展開図　№４（２階事務室）

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

A2
:1
/
50

 
増
築
・

改
修
：
展

開
図
　
№
４

・

1
,5
0
0

9
0
0

9
00

　３８　Ａ６３

化粧石コウボード打上（トラバーチン模様.GB-D）

化粧石コウボード打上（トラバーチン模様.GB-D）

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

A3
:1
/
70
.
70



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

室　名

廻り縁

天　井

壁

腰

巾　木 ソフト巾木（Ｈ・Ｂ）H=100㎜

ビニールクロス張り

910×910×9.5㎜〈軽量鉄骨天井下地組〉

塩ビ製

同　　　上

〈石コウボード ｱ）12.5㎜.GB-R、軽量鉄骨壁下地組〉

〈軽量コンクリート ｱ）130㎜、デッキプレートH=50㎜〉

複層ビニル床シート貼 ｱ）2.0㎜　ＦＳ、

「田島ルーフィング㈱パーマリュームＥＭ同等品」

３階事務室

床

室　名

壁

腰

巾　木

ビニールクロス張り

同　　　上

〈石コウボード ｱ）12.5㎜.GB-R、軽量鉄骨壁下地組〉

〈軽量コンクリート ｱ）130㎜、デッキプレートH=50㎜〉

床 一部リノリウム床シート貼 ｱ）2.5㎜

ソフト巾木（Ｈ・Ｂ）H=100㎜　側桁現ワシ(SOP)仕上

軽量鉄骨階段現ワシ(SOP)仕上

３階階段室

廻り縁

910×910×9.5㎜〈軽量鉄骨天井下地組〉
天　井

Ａ 面 Ｂ 面X3X4 Y1 Y2

３階事務室

5,700 200

6,200

300 4,975300 1,555

6,830

3
0
0

2
,7
0
0

Ｃ 面 Ｄ 面X3 X4 Y1Y2

３階事務室

5,700200

6,200

300 4,975 3001,555

6,830

3
0
0

2
,
70
0

9
0
0

1
,
50
0

3
0
0

9
0
0

1
,
50
0

3
0
0

9
0
0

　２令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事

 A2:1/50　A3:1/70.70

増築・改修：展開図　№５（３階事務室）

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

A2
:1
/
50

 
増
築
・

改
修
：
展

開
図
　
№
５

・

1
,5
0
0

9
0
0

1
,
50
0

9
0
0

　３９　Ａ６３

化粧石コウボード打上（トラバーチン模様.GB-D）

化粧石コウボード打上（トラバーチン模様.GB-D）

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

A3
:1
/
70
.
70



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

　２令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事

 A2:1/50　A3:1/70.70　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

A2
:1
/
50

　Ａ６３

X01 X02

地下１階廊下

Y01Y02 X01X02 Y01 Y02

X01 X02 Y01Y02 X01X02 Y01 Y02

地下２階廊下

A

A

室　名 地下１階廊下

鉄筋コンクリート叩　金ゴテ直仕上

壁

腰

巾　木

床

同　　　上

けい酸カルシウム板　ア）8mm張り EP-G

<鉄筋コンクリート打放し、ウレタン ア）30mm吹付、ＧＬ工法>

けい酸カルシウム板　ア）6mm張り EP-G

<鉄筋コンクリート打放し、ウレタン ア）30mm吹付、軽量鉄骨天井下地組>

シーリング廻り縁

天　井

室　名

鉄筋コンクリート叩　金ゴテ直仕上

壁

腰

巾　木

同　　　上

けい酸カルシウム板　ア）8mm張り EP-G

床

地下２階廊下

<鉄筋コンクリート打放し、ウレタン ア）30mm吹付、ＧＬ工法>

廻り縁

天　井

シーリング

<鉄筋コンクリート打放し、ウレタン ア）30mm吹付、軽量鉄骨天井下地組>

けい酸カルシウム板　ア）6mm張り EP-G

4,400

2
,
50
0

2
,1
0
0

928 100 5001,825 4,400 928100500 1,825

2
,1
0
0

4,400

2
,
5
00

2
,
10
0

928 100 5001,825 4,400 928100500 1,825

2
,
10
0

壁・天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ補修

ＯＰＥＮ

壁・天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ補修

ＯＰＥＮ

EXP.J：ｱﾙﾐ製

EXP.J：ｱﾙﾐ製

Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面

Ａ 面 Ｂ 面 Ｃ 面 Ｄ 面

Ｄ 面

増築・改修：展開図　№５（地下１階・地下２階廊下）

 
増
築
・

改
修
：
展

開
図
　
№
６

・

　４０　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

A3
:1
/
70
.
70



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

枚の内 枚

日月年

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

令和７ 　２
胆沢第二発電所建屋増築工事

 A2:1/100　A3:1/141.40

通気孔

送風機室

ダクト
スペース

△
壁
芯

(既
存
建
物
)

▽
壁
芯

△
壁
面

(増
築
建
物
)

荷卸室

通路・階段室

15
,
6
25

1,
8
75

3,
7
5
0

Ｂ

1
0,
0
00

4
2
5

1
,
1
10

2
,0
1
5

20
0

90
0

9
7
5

Ｃ

Ｃ’

4
2
5
1
0
0

5
0
0

4
25

Ａ

3
00

4,
9
7
5

1
,2
0
0

22
5

5
,
50
0

Y1

7
,
07
5

1,
5
0
0

1,
4
0
0

Y2

壁面(既存建物)

7
5

▽壁芯

(増築建物)
▽壁面　　

△壁芯　　
(既存建物)

△壁芯　　
(既存建物)

△壁柱　　
(既存建物)

△壁芯

▽壁芯

(増築建物)
▽柱芯

△壁芯
(既存建物)

△壁芯
(既存建物)

1,
8
75

1
,
75
0

4
40

1
2
5

3
00

4,
9
7
5

2
1
,2
5
0

1
2
,6
6
5

15
,
9
75

Y1

Y2

5
,
18
5

Y3

配電盤室

Ｎ

EXP.J EXP.J

EXP.J

増
築部

分 既
存部

分

EX
P.
J

EXP.J
既
存
部
分
増
築
部
分

吹　抜

吹抜

2,
7
00

1
,6
7
5

雑品庫・荷卸室事務室

Ａ

ＥＶ室

▽
壁
芯

女子トイレ
男子トイレ

掃除用具置場

6
7
0

３４ １２

2,575 1,9502,10075 2,300

18,500

100
75

300
1,950

2,125

3,925

4,2252,775 450

987.5 1,112.5

女子更衣室

壁面(既存建物)

(
既
存
建
物
)

▽
壁
面
　
　

X1X3X4 X2

2,8002,325 2,950

2
,6
2
5

1,200 520 1,2302,325

▽ポーチ柱芯

3
,0
0
0

2
,
4
50

Y05

Y04

5
50

▽ポーチ柱芯

▽ポーチ柱芯

2
,
4
50

5
50

225

300300 5,700

6,200 12,300

6,8005,500200

8,275 3,925

18,500

3,000 4,000

15,200

4,275 3,925

△
壁
芯

Ａ

1,335

EX
P.
JEXP.J

※　　　　　は増築部分を示す

※　　　　　は既存天井撤去改修の上、新設部分を示す

5
0
0

ＥＶ室

EXP.J

EXP.J

4,400 2,0751,800

▽
壁
面

△
壁
面

△
壁
面

1,000 2,400 1,000

500 500 500500

250 3,900 250

壁
芯

△
壁
面

▽
壁
面

EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

2,
1
00

1
,
0
00

5,
9
2
5

1
0
0

1,
8
2
5

1,
0
00

Y03

Y02

Y01

3
,
35
0

2
,0
7
5

2
5
0

25
0

5
00

2
,6
0
0

5
00

1
,
32
5

▽壁面

▽壁面

▽壁芯

△壁面

▽壁芯

▽壁面

▽壁面

▽壁芯

▽壁面(増築建物)

△壁面(既存建物)

X2X3 X01 X02

　　地下２階平面図　　　　　　　・　1/100　　　　　　　  　　（E.L.151.93)

廊下

Ｐ

増築・改修：１階・地下1階・地下2階天井伏図

増
築

・
改
修
：

１
階
・
　

　
　
　
　

A2
:1
/
10
0

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
・

図面内容

　４１

Ｌ

Ｈ

Ｋ

Ｃ

Ｃ Ｃ

Ｃ

Ｇ

Ｆ

Ｅ

Ｇ

記　号

Ａ

Ｃ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

廻り縁

塩ビ製

仕　　　上

910×910×9.5
化粧石コウボード（トラバーチン模様ＧＢ－Ｐ）

Ｍ
Ｍ

塩ビ製

Ｂ

Ｈ

Ｉ

Ｋ

Ｊ

Ｌ

Ｍ
Ｍ

Ｍ

Ｍ
Ｍア硬質木毛セメント板　２５　　現ワシ

Ｄ 鉄筋コンクリート　モルタル塗

鉄筋コンクリート　モルタル塗　プラスター塗

プラスター塗
鉄筋コンクリート　モルタル塗　金ゴテ

鉄筋コンクリート打放し仕上

デッキプレート　鉄骨階段部材現ワシ　SOP

910×455×9.5
化粧石コウボード（トラバーチン模様）

角波サイディング
フッ素アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t=0.4

軒天キューブ12
Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

キーストンフラットデッキ、
スタイロフォーム30　、防水シート露出仕上Ｍ

Ｍ

長尺カラー鉄板(ガルバリウム鋼板)t=0.8Ｍ
Ｍ

軽量下地防水ボード12下地

現わし

けい酸カルシウム板t=8　　EP-GＭ
Ｍ

天井埋込型エアコン

天井点検口（450×450）アルミ枠

　Ａ６３

換気扇架台：C100×50×20×1.6
　　　　　　　　吊りボルト8φ(6本)(建築工事)

給気開口：100φ(建築工事)

１階天井伏図(E.L.170.00)・1/100

　　地下１階平面図(E.L.164.70)　・　1/100

 　　　　　　　　 　 (E.L.152.30)

地
下

２
階
・
地

下
３
階
天

井
伏
図
　

A3
:1
/
14
1
.4
0



設 製計 担図 承当 認

日月年

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

※　　　　　は増築部分を示す

３４ １２

75

18,500

8,925

400

300
3,9252,3003,050

720

Ｎ

1
,2
0
0

▽壁芯 ▽壁芯

▽壁芯 ▽壁芯

5,
6
30

Y1

Y2

3
00

4,
9
75

1
,5
5
5

6
,
8
30

▽
壁
芯

△
壁
芯

増
築部

分

EX
P.
J

事務室

※　　　　　は増築部分を示す

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

枚の内 枚

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７ 　２

 
増
築
・
改

修
：
２
階
・

３
階
　
　

A2
:
1/
10
0

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
 
　
 
・

 A2:1/100　A3:1/141.40

増築・改修：２階・３階天井伏図

(
既
存
建
物
)

▽
壁
面
　
　

1
5,
6
25

1
,8
7
5

3
,7
5
0

Ｂ

1
0,
0
0
0

Ｃ

Ｃ’

10
0

50
0

4
2
5

Ａ

3
0
0

4
,9
7
5

2
25

5
,
50
0

Y1

7
,
07
5

1
,5
0
0

1
,4
0
0

Y2

壁面(既存建物)

(増築建物)
▽壁面　　

△壁芯　　
(既存建物)

△壁芯　　
(既存建物)

△壁芯

▽壁芯

1
,8
7
5

1,
7
50

4
4
0

3
0
0

4
,9
7
5

2
1
,
25
0

1
2
,
66
5

1
5,
9
7
5

Y1

Y2

5
,
18
5

Y3

雑品庫・荷卸室

事務室

7
5

4
0
0

4
0
0

4
0
0

70
0

12
5

Ｂ

Ｂ

荷卸室

増
築部

分 既
存部

分

EX
P.
J

EX
P.
J

既
存部

分 増
築部

分

▽壁芯7
2
0

4,
6
0
0

3
,4
0
0

3/100

18,500

X1

300300 5,700

X3

6,200 12,300

X4 X2

8,275 3,925

400 400

200 720

▽
壁
芯

△
壁
芯

△ 壁
芯

雪止：L50×50×4　　　　　 
　　　　亜鉛メッキ処理品(2段)

Ａ

Ａ ＡＪ

6,200

300 2005,700

X3X4

1,3351,760 3,105

EX
P.
JEXP.J

図面内容

　４２

記　号

Ａ

Ｃ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

廻り縁

塩ビ製

仕　　　上

910×910×9.5
化粧石コウボード（トラバーチン模様ＧＢ－Ｐ）

Ｍ
Ｍ

塩ビ製

Ｂ

Ｈ

Ｉ

Ｋ

Ｊ

Ｌ

Ｍ
Ｍ

Ｍ

Ｍ
Ｍア硬質木毛セメント板　２５　　現ワシ

Ｄ 鉄筋コンクリート　モルタル塗

鉄筋コンクリート　モルタル塗　プラスター塗

プラスター塗
鉄筋コンクリート　モルタル塗　金ゴテ

鉄筋コンクリート打放し仕上

デッキプレート　鉄骨階段部材現ワシ　SOP

910×455×9.5
化粧石コウボード（トラバーチン模様）

角波サイディング
フッ素アルミ亜鉛合金メッキ鋼板t=0.4

軒天キューブ12
Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

キーストンフラットデッキ、
スタイロフォーム30　、防水シート露出仕上Ｍ

Ｍ

長尺カラー鉄板(ガルバリウム鋼板)t=0.8Ｍ
Ｍ

軽量下地防水ボード12下地

現わし

けい酸カルシウム板t=8　　EP-GＭ
Ｍ

天井埋込型エアコン

天井点検口（450×450）アルミ枠

Ｌ

Ａ

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｉ

　Ａ６３

３階天井伏図(E.L.177.00) ・ 1/100

２階天井伏図(E.L.173.50) ・ 1/100

　
　
　

　
　
　
　

天
井
伏
図

　
　
 
A3
:
1/
14
1
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設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

枚の内 枚

日月年

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

※　　　　　は増築部分を示す

300 2005,700

1
,
20
0 3
0
0

4
,9
7
5

6,200

300 2005,700

1
,2
0
0 3
00

4,
9
75

上ル

10111213141517

▽壁芯

1011121314151617

▽壁芯 ▽壁芯

▽柱芯

下ル

下ル

16

両開きアコーディオンカーテン
W6,055×H2,500

1
5,
6
25

1
,8
7
5

3
,7
5
0

Ｂ

1
0,
0
0
0

42
5

1,
1
1
0

2
,
01
5

2
00

9
00

97
5

1
,8
7
5

Ｃ

Ｃ’

1,
7
50

825 2,475

4,225

42
5

7
5

10
0

50
0

4
2
5

12
5

Ａ

通気孔

△壁芯(既存建物)

(
既
存
建
物
)

▽
壁
面
　
　

△壁芯(既存建物)

▽壁面(増築建物)

出入口

△壁芯(既存建物)

既
存
側
溝

EXP.J

荷卸ハッチ
3,500×4,000

壁面(既存建物)

±0

E.L.170.00

荷卸室

3
0
0

4
,9
7
5

3
0
0

4
,9
7
5

1
,
20
0

2
25

5
,
50
0

▽壁芯 ▽壁芯

▽
壁
芯

123456789

上ル
湯沸コーナー

1,380

▽壁芯 ▽壁芯

EX
P.
J

増
築
部
分
既
存
部
分

▽壁芯 ▽壁芯

EX
P.
J

増
築
部
分
既
存
部
分

1
,
55
5

6,
8
3
0

5
,6
3
0

5,
6
30

1
,5
5
5

6
,
8
30

7
,
07
5

1
,5
0
0

1
,4
0
0

2
1
,
25
0

1
5,
9
7
5

Y2

Y1

Y2

X3X4

X3X4

（
既
設
）

（
新
設
）

排
水
Ｕ
字
溝

排
水
Ｕ
字
溝

（
新
設
）

排
水
Ｕ
字
溝

排
水
Ｕ
字
溝

犬走り

（
既
存
再
利
用
）

△壁芯(既存建物) Y3

Ｂ

5
,
62
5

5
,
18
5

4
4
0

1
2
,
66
5

1
2
,
22
5

3,
4
3
5

点検フロアー
(テルハ
　　点検設備)

タラップ 　
(テルハ　　
　点検設備)

△壁柱(既存建物)

△壁芯(既存建物)

▽柱芯(増築建物)

△壁芯(増築建物)

※　　　　　は増築部分を示す

通路・階段室

6,200

下ル

３４ １２

X1X3 X2
18,500

300300 5,700

6,200

8,275

壁
芯

△ (
既
存
建
物
)

▽
壁
心

上ル

出入口

△
壁
芯

3

3
2
1

(
既
存
建
物
)

▽
壁
芯

△
壁
面

(
増
築
建
物
)

△
壁
芯

上ル
スロープ

75 2,300 2,100 2,575 2,775 450 2,125 4,225

300
3,9251,950

100
75

壁面(既存建物)

1,2003,575

雑品庫・荷卸室

E.L.170.00

ＥＶ室

配電盤室

+300

E.L.170.30

E.L.170.00

令和７ 　２

1,775

1
5
ｔ

テ
ル

ハ
(無

線
・

床
上

操
作

切
替

方
式

)

事務室

±0

E.L.170.00

1,500

Y1

Y2

Y2

Y1

事務室

Ｎ

3
,
00
0

5,500 6,800

±0

±0

±0

±0

±0

※　　　　　は増築部分を示す

▽壁芯

EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

EXP.J
既
存
部
分
増
築
部
分 -400

-400

±0

-270
-135

犬走り

既
存
側
溝

胆沢第二発電所建屋増築工事

 A2:1/100　A3:1/141.40

出入口

出入口
スロープ

スロープ

ポーチ

±0
出入口

ダクト
スペース

1234

1234

56789

56789

▽
壁
芯

△
壁
芯

▽
壁
芯

△
壁
芯

1,3351,345 3,520

1,3351,345 3,520

5
5
0

5
5
0

△柱芯△柱芯

3,925

1
2

2,
4
5
0

▽ポーチ柱芯

▽ポーチ柱芯

▽ポーチ柱芯

▽ポーチ柱芯

2,
4
5
0

Y1

Y04

Y05

X4 X03 X04

8
,
2
25

1
0,
2
2
5

2,000

新
設
水
圧
鉄
管
路

中
心
線

水
車
・
発
電
機

中
心
線

1,950

18,500

水車・発電機中心線

事務室

１
ＡＷ

４

ＡＷ

４

ＷＤ
３

２

ＡＷ

１

ＡＤ

１

１

ＡＷ ＡＷ
上部

ＡＣ
１

ＡＷ

５

ＡＤ
２

ＳＤ

６ １０

ＡＤ
３

７

ＡＷ

ＡＷ

８

ＡＷ

５

７

ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ

５

８

９

ＡＷＡＷ

ＡＷ
上部

ＡＷ
上部

ＡＷ
上部

ＡＤ

２ ６

１０ １０ １０

3,000 4,000

15,200

６ 4,275 3,925

　増築・改修：１階・２階・３階建具符号図

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
  
　
・

１

ＳＳ

ＳＳ

２

１

ＡＷ

１

ＡＷ

１
ＡＷ

・・・既存建具ヲ示ス(既存のまま)

・・・新規建具ヲ示ス

・・・改修建具ヲ示ス

送風機室

987.5 1,112.5

男子トイレ
女子トイレ

女子
更衣室

ＷＤ

５

ＡＷ

３

ＷＤ

５

６

掃除用具置場

EX
P.
JEXP.J

ＡＷ
１１

ＡＤ

４

ＳＤ

ＳＤ

ＳＤ

図面内容

　４３

※ＳＤ－２・３・５・６欠番
※ＷＤ－１・２・４欠番

１
ＡＣ

　Ａ６３

転落防止柵(３方向)

西側・東側：１０箇所

南側：５箇所、固定式

H1,200

可動式

２階建具符号図(E.L.173.50) ・ 1/100１階建具符号図(E.L.170.00)・1/100

３階建具符号図(E.L.177.00)・1/100

　
１
階

・
２
階

・
３
階

建
具

符
号
図

　
　
A3

:1
/1
41

.4
0

　
増
築

・
改
修

：
　
　
　
　

　
　
　

　
　
A2

:1
/1
00



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

令和７ 　２
胆沢第二発電所建屋増築工事

 A2:1/100　A3:1/141.40

Ｎ

600

1
3,
5
00

600

5
0
0

6
00

UP Down

倉庫

通気孔

600

荷卸ハッチ1,
8
00

踊場

5
0
0

3
,
50
0

5
,
00
0

5,
0
0
0

7
00

10
,
00
0

1
3,
5
00

3
,
50
0

70
0

3
,
2
50

7
0
0

ＥＶ室

1,100
開口幅

900
出入口幅

EXP.J

EXP.J

廊下

Ａ

Y2

7
,0
7
5

キュービクル室

7
0
0

ケーブル処理室

E.L162.850

床板張

ケーブル
シャフトコンパート

E.L154.18

5
00

500

500

700

70
0

7
0
0

800

2
00

900
1,900

7
00

踊場 踊場

E.L159.73

700

2,000

1,600

500

5,
0
0
0

4
,0
0
0

3,500

荷卸ハッチ

800

3
,
50
0

5
,
00
0

5
0
0

7
00

1,6001,900

1
3,
5
00

16,000

5,500 6,000 4,500

昇降路

500 500
1,
200

△壁面(既存建物)

3
,
50
0

10
,
00
0

1
3,
5
00

5
0
0

Ａ

Y2

7
,0
7
5

Y1

5
0
0

Ｂ

蓄電池室

ケーブル処理室入口

階段

上ル

通気孔

排水溝

※床面積算入外

16,000

5,500 6,000 4,500

Y1

３４ ２ １ ３４ ２ １

7,500 8,500

X1X2
18,500

X4 X3 X01 X02

4,400 2,075

300 5,700 8,275 3,925 300

7,625 10,275

▽
壁
芯
(
上
部
増
築
建
物
)

△
柱
芯
(
上
部
増
築
建
物
)

　
柱
芯

▽
(
上
部
増
築
建
物
)

△
壁
芯
(
上
部
増
築
建
物
)

▽
柱
芯
(
上
部
増
築
建
物
)

▽
柱
芯
(
上
部
増
築
建
物
)

X1X2
18,500

X4 X3 X01 X02

1,800 4,400 2,075

300 5,700 8,275 3,925 300

7,625 10,275
5
0
0 △壁面(既存建物)

2
,
1
00

1
,
00
0

▽壁芯(上部増築建物)
▽柱芯(上部増築建物)

5,
9
25

1
0
0

1,
8
25

1
,
0
00

3
0
0

6
75

▽壁芯(上部増築建物)
▽柱芯(上部増築建物)

5,
9
25

1
0
0

3
0
0

6
75

Y03 Y03

Y02 Y02

Y01 Y01

▽
壁
芯
(
上
部
増
築
建
物
)

△
柱
芯
(
上
部
増
築
建
物
)

▽
柱
芯
(上

部
増
築
建
物
)

△
壁
芯
(上

部
増
築
建
物
)

▽
柱
芯
(上

部
増
築
建
物
)

　
柱
芯

▽
(
上
部
増
築
建
物
)

25
0

壁面(増築建物)

　面積算定
▽壁芯

6
,
52
5

6
,
2
75

▽壁面

△壁芯

6
,
52
5

6
,
2
75

▽壁面

△壁芯

3
,
6
00

水車・
発電機
中心線

7,500 8,500

新
設
水
圧
鉄
管
路

中
心
線

水
車
・
発
電
機

中
心
線

2,000

2
,
07
5

3
,
35
0

2
,0
7
5

2
50

25
0

50
0

2
,6
0
0

50
0

1
,3
2
5

50
0

1,800

▽壁面

▽壁面

▽壁芯

△壁面

▽壁芯

▽壁面

▽壁面

▽
壁
面

△
壁
面

△
壁
面

1,000 2,400 1,000

500500 500 500

250 3,900 250

壁
芯

壁
芯

△
壁
面

▽
壁
面

▽
壁
面

△
壁
面

△
壁
面

1,000 2,400 1,000

500 500 500500

250 3,900 250

壁
芯

壁
芯

△
壁
面

▽
壁
面

水
車
・
発
電
機

中
心
線

水
車
・
発
電
機

中
心
線

▽壁芯

壁面(増築建物)

▽壁面

△壁面

▽壁面

△壁面

3
,
1
00

50
0

1,
8
25

▽壁芯

▽壁芯

Ｂ

Ｃ Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

6
,0
0
0

6,
0
00

水車・発電機中心線

新
設
水
圧
鉄
管
路

中
心
線

水
車
・
発
電
機

中
心
線

2,000

UP

※　　　　　は増築部分を示す

※　　　　　は改修・解体撤去処分部分を示す

※　　　　　は増築部分を示す

※　　　　　は改修・解体撤去処分部分を示す

既
存
部
分
増
築
部
分

EXP.J EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

OPEN
(埋土)既

存
部
分
増
築
部
分

EXP.J EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

2,400 7252,875
開口部

(H=2,500)

５ｂ

増築・改修：地下１階・地下中２階建具符号図

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　
　
 ・

１

ＡＷ

１

ＡＷ

１
ＡＷ

・・・既存建具ヲ示ス(既存のまま)

・・・新規建具ヲ示ス

・・・改修建具ヲ示ス

ＳＤ

　４４

５ｃ
ＳＤ

※ＳＤ－２・３・５・６欠番
※ＷＤ－１・２・４欠番

　Ａ６３

既存流し台(W925×H700×D460)
コンクリート造、　　　　　　
シンク部分(塩ビ板張り)　　　

地下中２階建具符号図(E.L.162.85)　・　1/100　地下１階建具符号図(E.L.164.70)　・　1/100

増
築
・

改
修
：

地
下
１

階
・

地
下
中

２
階
　

A2
:1
/1

00

 　
　
　
　

　
 地

下
中

２
階

建
具
符

号
図
　

A3
:1
/1

41
.4
0



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

符 号

金 物

硝 子

塗 装

数

場 所

形 式

形 態

符 号

形 態

金 物

硝 子

塗 装

数

場 所

形 式

１

アルミサッシ

2
,
0
00

親子ドア　見込　70㎜

その他一式メーカー仕様による

型ガラス　ｔ＝４　腰板：パネル

付属金物一式（指示ニヨル）　握玉錠、丁番、ＤＣ、フランス落シ、

1,300

900400

１
ＡＤ

(E.L.170.00)

アルミサッシ

(E.L.170.00)
　　　　 　通路・階段室ＦＬ 　　　　　　　　　　事務室.雑品庫・荷卸室ＦＬ

2
,
0
00

800

付属金物一式（指示ニヨル）　レバーバンドル、シリンダー錠(サムターン付)、

２
ＡＤ

片開きドア　見込　70㎜

１階：通路・階段室

丁番、ＤＣ、郵便受入(事務室のみ)、その他一式メーカー仕様による

型ガラス　ｔ＝４　　腰板：断熱パネル

１

2
,
0
00

１階：事務室

800

３
ＡＤ

アルミサッシ

片開きドア　　　見込70㎜

付属金物一式（指示ニヨル）

握玉錠、丁番、ＤＣ、その他一式メーカー仕様ニヨル。

網入型板ガラス　ｔ＝６.８　腰板：パネル

　２

　　防火設備
　　認定番号：EB-9107

令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

A2
:1
/
50

 
増
築
・

改
修
：
建

具
表
　
№
１

・

　 増築・改修：建具表　№１

 A2:1/50　A3:1/70.70

２

１階：事務室

１
ＡＷＡＷ

１１
ＡＷ

・・・建具ヲ示ス（既存のまま） ・・・新設建具ヲ示ス ・・・改修建具ヲ示ス

　４５

アルミ

上下げ窓　　　見込70㎜

7
3
5

付属金物一式（指示ニヨル）

その他一式メーカー仕様ニヨル。

１

　　　  　　通路・階段室ＦＬ
(E.L.170.00)

透明ガラス　ｔ＝５

１階：通路・階段室

クレセント、その他一式メーカー仕様ニヨル。

１

引き違い窓　　　見込70㎜

付属金物一式（指示ニヨル）　ステン網戸

アルミサッシ

天井面

1,770

1
65

2
,
78
0

9
2
0

5
10

1,
3
50

(E.L.170.00)

既存透明ガラス　
撤去処分　　　　
アルミパネル張り更衣室ＦＬ

天井面

アルミ二重サッシ

透明ガラス　ｔ＝５

付属金物一式（指示ニヨル）　クレセント、網戸、

その他一式メーカー仕様ニヨル。

２
ＡＷ

１

701,460 1,460

2,990

引き違い連窓　　　見込70㎜

(E.L.170.00)

１階：配電盤室

7
7
0

3,
2
0
0

1
,
91
0

5
20

1,
2
00

(
消

防
進

入
口
有

効
開

口
部
下

端
)

３
ＡＷ

770

50
0

1
,
03
0

1,
5
3
0

４
ＡＷ

女子更衣室

アルミパネル

１
ＡＷ

天井面

アルミ二重サッシ

透明ガラス　ｔ＝５

付属金物一式（指示ニヨル）　クレセント、網戸、

その他一式メーカー仕様ニヨル。

引き違い連窓　　　見込70㎜

(E.L.170.00)

１

１階：配電盤室

3,
2
0
0

1
,
91
0

5
20

7
7
0

70

3,970

1,950 1,950

1,
2
00

(
消

防
進

入
口
有

効
開

口
部
下

端
)

４
ＡＤ

１

アルミサッシ

型ガラス　ｔ＝４　腰板：パネル

(E.L.170.00)

両開きドア　見込　70㎜

雑品庫・荷卸室

付属金物一式（指示ニヨル）　押棒、シリンダー錠(サムターン付)、フランス落シ、

丁番、フロアヒンジ、その他一式メーカー仕様による

2
,
0
00

1,650

　　　 配電盤室ＦＬ

　Ａ６３　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

A3
:1
/
70
.
70



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

符 号

金 物

硝 子

塗 装

数

場 所

形 式

形 態

符 号

形 態

金 物

硝 子

塗 装

数

場 所

形 式

　２令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

A2
:1
/
50

 
増
築
・

改
修
：
建

具
表
　
№
２

・

　 増築・改修：建具表　№２

 A2:1/50　A3:1/70.70

１
ＡＷＡＷ

１１
ＡＷ

・・・建具ヲ示ス（既存のまま） ・・・新設建具ヲ示ス ・・・改修建具ヲ示ス

　４６

付属金物一式（指示ニヨル）

型板ガラス　ｔ＝４

アーム、その他一式メーカー仕様ニヨル。

700

アルミサッシ

突出し窓　　　見込70㎜

１

１階：事務室

(E.L.170.00)

天井面

2,
7
0
0

1,
2
00

6
00

9
00

ＦＬ
▽

7
,5
0
0

8
0
0

1,000 1,00070

アルミサッシ

外倒し排煙２連窓　　　見込70㎜

１階：雑品庫・荷卸室

４

付属金物一式（指示による）

排煙用オペレーター、アーム、その他一式メーカー仕様による

型板ガラス　ｔ＝４

1,
2
00

5,
1
6
1.
2
5

排
煙
有
効
高
さ

(E.L.170.00)

１０
ＡＷ

　　　事務室ＦＬ

１１
ＡＷ

その他一式メーカー仕様ニヨル。

透明ガラス　ｔ＝５

天井面

(E.L.173.50)

付属金物一式（指示ニヨル）　クレセント、網戸、

９
ＡＷ

1,800

アルミ二重サッシ

２階：事務室

１

引き違い連窓　　　見込70㎜

3
00

2,
7
0
0

1
,5
0
0

9
0
0

(
排
煙

有
効
巾

)
5
0
080
0

3
00

付属金物一式（指示ニヨル）　クレセント、網戸、

その他一式メーカー仕様ニヨル。

1,800

７
ＡＷ

３階：事務室

１

透明ガラス　ｔ＝５

(E.L.177.00)

天井面

その他一式メーカー仕様ニヨル。

1,800

透明ガラス　ｔ＝５

天井面

８
ＡＷ

(E.L.177.00)

２階・３階：事務室

２

付属金物一式（指示ニヨル）　クレセント、

　　　　　２階事務室ＦＬ　　　　　３階事務室ＦＬ
(E.L.173.50)

アルミ二重サッシ アルミサッシ

引き違い連窓　　　見込70㎜引き違い連窓　　　見込70㎜

9
0
0

1
,5
0
0

3
0
0

2
,
70
0

2
,
70
0

8
0
0

(
排

煙
有
効

巾
)

50
0

3
0
0

8
0
0

(
消
防

進
入

口
有
効

開
口

部
下
端

)
1
,2
0
0

　　　　　３階事務室ＦＬ

アルミ二重サッシ

その他一式メーカー仕様ニヨル。

６
ＡＷ

1,800

１階：雑品庫・荷卸室

型板ガラス　ｔ＝４

引き違い連窓　　　見込70㎜

付属金物一式（指示ニヨル）　クレセント、ステンレス製網戸、

9
0
0

1
,5
0
0

1
,2
0
0

(
消
防

進
入

口
有
効

開
口

部
下
端

)

9
0
0

1
,5
0
0

3
0
0

50
0

3
0
0

(
排

煙
有
効

巾
)

(E.L.170.00)
　　　　　　 雑品庫・荷卸室ＦＬ

アルミ二重サッシ

その他一式メーカー仕様ニヨル。

５
ＡＷ

天井面

(E.L.170.00)

３

引き違い連窓　　　見込70㎜

付属金物一式（指示ニヨル）　クレセント、ステンレス製網戸、

9
0
0

1
,5
0
0

2
,
70
0

3
0
0

70 1,7001,700

3,470

8
0
0

50
0

3
0
0

(
排

煙
有
効

巾
)

1
,2
0
0

(
消
防

進
入

口
有
効

開
口

部
下
端

)

透明ガラス　ｔ＝５　　透明網入りガラス　ｔ＝６.８（２階・３階）

１階・２階・３階：事務室　　※３階は非常用進入口(代替進入口)

　　防火設備（２階・３階）
　　認定番号：EB-9102

３

　　　　　２階事務室ＦＬ

　Ａ６３　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

A3
:1
/
70
.
70



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

符 号

金 物

硝 子

塗 装

数

場 所

形 式

形 態

２
ＳＳ

120 185

手動開閉装置

5
,
00
0

7
25

1
,
30
0

3,000

3,305

重量スチールシャッター　　電動式

急降下制御装置、電動開閉装置、障害物関知装置、付属金物一式（指示ニヨル）

三点式カウンタ付露出型ボタンスイッチ、三方枠、その他一式メーカー仕様ニヨル。

１

１階：荷卸室

アクリル樹脂焼付塗装

(E.L.169.60)
ＧＬ

１
ＳＳ

120 1854,200

4,505

手動開閉装置

5
,
00
0

7
25

1
,
30
0

(E.L.169.60)
ＧＬ

１

重量スチールシャッター　　電動式

１階：雑品庫・荷卸室

アクリル樹脂焼付塗装

急降下制御装置、電動開閉装置、障害物関知装置、付属金物一式（指示ニヨル）

三点式カウンタ付露出型ボタンスイッチ、三方枠、その他一式メーカー仕様ニヨル。

2
,
7
00

2,
5
0
0

6,055

(E.L.170.00)

天井面

２

付属金物一式（指示による）

１階：事務室　２階：事務室

両開きドア　　　レール幅40㎜　たたみ込み寸法約230㎜

アコーディオンカーテン

レール、壁面カマチ、その他一式メーカー仕様による

１
ＡＣ

枚枚の内

　２令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

A2
:1
/
50

 
増
築
・

改
修
：
建

具
表
　
№
３

・

　 増築・改修：建具表　№３

 A2:1/50　A3:1/70.70

１
ＡＷＡＷ

１１
ＡＷ

・・・建具ヲ示ス（既存のまま） ・・・新設建具ヲ示ス ・・・改修建具ヲ示ス

　４７　Ａ６３　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

A3
:1
/
70
.
70



　 増築・改修：建具表　№４

 A2:1/50　A3:1/70.70

設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

符 号

金 物

硝 子

塗 装

数

場 所

形 式

形 態

符 号

形 態

金 物

硝 子

塗 装

数

場 所

形 式

　２令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

A2
:1
/
50

 
増
築
・

改
修
：
建

具
表
　
№
４

・

１
ＡＷＡＷ

１１
ＡＷ

・・・建具ヲ示ス（既存のまま） ・・・新設建具ヲ示ス ・・・改修建具ヲ示ス

　４８

(E.L.170.00)

型板ガラス　ｔ＝４

1
,
9
70

840

付属金物一式（指示ニヨル）

握玉錠、丁番、ＤＣ、その他一式メーカー仕様ニヨル。

配電盤室

１

７
ＳＤ

スチールフラッシュ

片開き戸　　　見込70㎜

３
ＷＤ

両開き戸　　硝子入

木製フラッシュ　　　見込40㎜

１

型板ガラス　ｔ＝４

800

1
,9
7
0

400

1,200

１階：通路・階段室

付属金物一式（指示ニヨル）

握玉錠、丁番、戸当り、フランス落シ、その他一式メーカー仕様ニヨル。

型板ガラス　ｔ＝４

付属金物一式（指示ニヨル）

男子トイレ　女子トイレ

２

ポリ化粧合板フラッシュ　　　見込40㎜

５
ＷＤ

2
,
0
00

840
800以上

(有効開口巾)

片開き戸　　硝子入

握玉、表示錠、丁番、戸当り、その他一式メーカー仕様ニヨル。

　　　　キュービクル室ＦＬ

2
,0
0
0

900

５ｂ
ＳＤ

付属金物一式（指示ニヨル）

握り錠、箱錠、丁番、その他一式メーカー仕様ニヨル。

蓄電池室

１

型板ガラス　ｔ＝４

スチールフラッシュ

片開き戸　　　見込70㎜

(E.L.164.70

付属金物一式（指示ニヨル）

握り錠、箱錠、丁番、その他一式メーカー仕様ニヨル。

１

型板ガラス　ｔ＝４

(E.L.164.70

2
,0
0
0

1,800

キュービクル室

スチールフラッシュ

両開き戸　　　見込100㎜

　　　　蓄電池室ＦＬ

1
,
9
70

50
0

50

2
,
5
20

840

４
ＳＤ

型板ガラス　ｔ＝４

１

１階：通路・階段室

スチールフラッシュ

付属金物一式（指示ニヨル）　トップラッチ、

握り玉、箱錠、丁番、戸当り、その他一式メーカー仕様ニヨル。

ランマ内倒し窓付片開き戸　　　見込70㎜

(E.L.170.00)

スチールフラッシュ

両開きドア　　　見込100㎜

１階：雑品庫・荷卸室

両面ＳＯＰ

両開大型扉用大型丁番一式、ステンレス製沓摺(段付)、付属金物一式(指示による)

3,000

2,
8
50

１
ＳＤ

１
ＳＤ

既存：１　新設：１

※ＳＤ－２・３・５・６及びＷＤ－１・２・４欠番

５ｃ
ＳＤ

　Ａ６３　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

A3
:1
/
70
.
70



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

60

1800 製品寸法クリア

470

55
0

670

1200

55
0

600

1

2

6

7

300600

CH
= 

24
00

23
50

18
50

10
50

80
0

50
0

50

90
90

23
50

600

1500 製品寸法

600 1200

1800 製品寸法

35
56

5
62

3

50

60
0

80
0

95
0

17
50

C面

350 キャビネット寸法

367

485

550

90

B面

485

600

375

543

90

A面

品     名 品     番 数 備     考

コンロ台 GKFK60KL 1

2 コンロ用バックガード BGH600 1

3 サイドカバー SG512X160 1

4 一槽流し台 GKFS120MYNR 1

5 幅６７ｃｍシンク 幅６７ｃｍシンク 1

6 Ｊ９４／ＡＳＲシロッコファン ASR631WL 1 Ｗ６００・ホワイト・左勝手

7 レンジフード用金属幕板 RFP6565HW 1 Ｗ６００・ホワイト

8 レンジフード用横幕板 RSPA565HW 1 ホワイト

9 レンジフード用横幕板 RSPA565HW 1 ホワイト

不燃吊戸Ｈ５００ GKFA60FR 1

11 吊戸Ｈ５００ GKFA30 1

【 ご注意 】

●取付・設置に際し、各製品の取付・設置説明書や図面の機能図を必ずお読み下さい。

●レンジフードにはアース線は同梱されておりません。別途 御用意願います。

●レンジフード電源プラグ仕様：２芯電源プラグ（アース工事が必要です。）

●天井フィラーは製品設定がないため、必要な場合は建築施工となります。

注1） 125V・15A 2極接地極付アースターミナル付コンセント 【専用】

●電気・ガス・給排水・換気等は法令・規定に従って有資格者が行ってください。

1

品     名 品     番 数 備     考

コンロ台 GKFK60KL 1

2 コンロ用バックガード BGH600 1

3 サイドカバー SG512X160 1

4 一槽流し台 GKFS120MYNR 1

5 幅６７ｃｍシンク 幅６７ｃｍシンク 1

6 Ｊ９４／ＡＳＲシロッコファン ASR631WL 1 Ｗ６００・ホワイト・左勝手

7 レンジフード用金属幕板 RFP6565HW 1 Ｗ６００・ホワイト

8 レンジフード用横幕板 RSPA565HW 1 ホワイト

9 レンジフード用横幕板 RSPA565HW 1 ホワイト

不燃吊戸Ｈ５００ GKFA60FR 1

11 吊戸Ｈ５００ GKFA30 1

【 ご注意 】

●取付・設置に際し、各製品の取付・設置説明書や図面の機能図を必ずお読み下さい。

●レンジフードにはアース線は同梱されておりません。別途 御用意願います。

●レンジフード電源プラグ仕様：２芯電源プラグ（アース工事が必要です。）

●天井フィラーは製品設定がないため、必要な場合は建築施工となります。

注1） 125V・15A 2極接地極付アースターミナル付コンセント 【専用】

●電気・ガス・給排水・換気等は法令・規定に従って有資格者が行ってください。

1

増
築
・

改
修
：

キ
ッ
チ

ン
（
湯
沸

コ
ー
ナ
ー

）
詳
細
図

・

胆沢第二発電所建屋増築工事 増築・改修：キッチン（湯沸コーナー）詳細図 令和　７ ２

10 10

3

4

11
10

４９Ａ６３



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

枚の内 枚

日月年

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

定格荷重　　　(t)

トロ リ形式

吊上荷重　　　(t)

電　　源　　(３相)

操作回路電圧

ホイスト形式

※

※

揚　　程　　　(m)

負荷時間率 (%ED)

始動頻度  (回/h)

ワイヤーロープ

掛　数

直　径

構　成

(m/min)

横行速度

(kW)

５０Ｈz

６０Ｈz

５０Ｈz横行モータ

短時間定格　　(min)

横行レール

形　式 １５ＭＵ－Ｔ５６

１５ＭＵ５

６１０ＡＴ

１５

１５．２

３０

　　　　Ｖ

反復定格

　４０ 　４０

２５０ ２５０

ホイスト トロリ

－ －

　４

６×Ｆi(２９)－Ｂ

２０

１４

　０．７０×２＝１．４

　０．８４×２

１７

４２００

周囲温度

湿　　度

概略質量　　　(㎏)

保護構造

６０Ｈz

－

－１０℃～４０℃(凍結しないこと)

９０％以下(結露しないこと)

450×175×11

600×190×13

最小屈曲半径(m)

Ｓ Ｔ Ｕ Ｆ Ｅ
62

77

265

270

30

25

542

550

－

－

直線

寸法

Iﾋﾞｰﾑ寸法

５０Ｈz

６０Ｈz

(m/min)

巻上速度 ５０Ｈz

６０Ｈz

巻上速度

(kW)

　５．０

　６．０

　６．７×２＝１３．４

　８．０×２

仕　　様　　表

巻上速度

（ｍ／ｓ）

（ｍ／ｓ）

横行速度 ５０Ｈz

６０Ｈz

５０Ｈz

６０Ｈz

　０．０８３

　０．１０

　０．２３３

　０．２８３

速度表示単位(ｍ／ｓ）の場合

705 500

F

S

T

U

1
,8
6
5

+
5
%

 
0

3
0
,0
0
0

1.760 1,450

2,000

309190

130

86

上限

下限

　２

２００　Ｖ　５０　Ｈｚ

令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事

 A2:1/20　A3:1/28.28　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
 
・

　
増

築
・
改
修

：
　
　
　

　
　
　
　

A2
:1
/
20

　　増築・改修：ホイスト(テルハ）詳細図

図面内容

　５０　Ａ６３

　※：負荷率　６３％における値を示す(JISC9620)

　
ホ

イ
ス
ト
(
テ
ル

ハ
)詳

細
図
　
　

A3
:1
/
28
.2
8



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

枚の内 枚

日月年

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

50

950

85050

25

1
,2
3
0

9
2

4
0
0

66
0

(乗入口)

4
0
0

62
5

1
,1
1
7

677.5

5
5

2
5

5
53
5

3
5

25900600

66 588

9
2

(Ｄ矢視図)

(手摺り部平面)

700 1,250 700

60050 50

(乗入口)

2,650

1,950 60050 50

Ｄ矢視

6
00

50
5
0

9
00

1
,
60
0

1
,
50
0

5
0

5
0

中手摺り：φ27.2×2.8
手摺り支柱：L6×50×50
ジョイント：FB-6×50

材料

上手摺り：φ42.7×3.5
手摺り関係

ピース：L-4×50×50
床：CPL4.5
つま先止：FB-6×44

床部

補強：FB-6×50

取付ボルト
M12×30(φ14キリ)
※特記以外

枠： -125×65×6

Ｃ矢視Ａ矢視

Ｂ
矢
視

Ｆ
矢
視

手摺りと干渉しない様
溶接のこと。

L-4×50×50

50

25

1
05 5
5
2
5

2
5

2-φ1　M12×30
9か所=18本　

製作数＝９

1
25

10
1
0

点検フロアー(テルハ点検設備)ピース部詳細図 ・ 1/30 点検フロアー(テルハ点検設備)床枠主断面図 ・ 1/30

570
65 65

688

25

12
5
4
4

5
0

FB-6×50 床枠： -125×65×6

XG21
枠から25㎜
オフセット

(Ｅ矢視図)

700 1,250

57065 65

1
,
50
0

1
,
50
0

6
5

6
5

1
,
37
0

4
5
0

6 9
00

6 62,638

66 688

6
6

58
8

5
0

700

60050 50

2,650

2,520
65 65

Ｅ矢視

200 200 200 5525

25

12
5

6
2
.
5

(乗入口)

17
5
00

50 600900

1,600

50

1
,2
3
2

9
2

6
6
0

55
2
5

4
0
0

SUS
チェーン

点検フロアー(テルハ点検設備)床枠主断面図 ・ 1/30

(Ａ矢視図)

1
,1
0
0

3
6
0

36
0

3
80

2
,0
0
0

1
,2
3
2

50 50

2,050

1,950

FB-6×44

φ42.7×3.5

点検フロアー(テルハ点検設備)床枠主断面図 ・ 1/30

(Ｂ矢視図)

200200200

12
5

6
2
.
5

55 25

4-φ18
M16×40

(Ｃ矢視図)

φ27.2×2.8

φ27.2×2.8

φ27.2×2.8

φ27.2×2.8

9
2

6
6
0

55
2
5

1
,2
3
2

4
0
0

9
2

4
0
0

6
6
0

55
2
5

φ42.7×3.5

1
,
10
0

点検フロアー(テルハ点検設備)床枠主断面図 ・ 1/30

4
2.
7

2
7
.2

27
.
2

4
4

50 501,500

1,600

700 1,250 700

5050 600

　２令和７

 A2:1/30　A3:1/42.42

胆沢第二発電所建屋増築工事

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

 　
　

・
増
築

・
改
修
：

点
検
フ
ロ

ア
ー
　
　

 A
2:
1
/3
0

図面内容

　５１　Ａ６３

点検フロアー(テルハ点検設備)側面図 ・ 1/30点検フロアー(テルハ点検設備)平面図 ・ 1/30

つま先止め
FB-6×44
手摺りの範囲で取付

点検フロアー(テルハ点検設備)床枠部平面図・1/30

点検フロアー(テルハ点検設備)正面図 ・ 1/30

(
テ
ル
ハ

点
検
設
備

)詳
細

図
　
　
 
　
A
3:
1
/4
2
.4
2

増築・改修：点検フロアー(テルハ点検設備）詳細図



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

枚の内 枚

日月年

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

65
3
5
0

4
8
0

65

6
75

1
5
0

5,325

500 500 1,425 1,425 1,425 50

66,945

70 5,655

3
0

3
0

6
5

75

100 1,120

1,000

500 500

6,945

5,945

5,600 275

350

6
5

6
5

6
0
0

7
3
0

(515)

50

2
5

2
5

110

6025 25

67
5

33
7
.5

3
3
7.
5

600

730

67527.5 27.5

(Ａ矢視図)

380

35015 15

6
5

3
5

3
0

350

480

65 65

背かご(テルハ点検設備）平面図 ・ 1/20

480

675

6
0

6
0

60
60

67
5

33
7
.5

3
3
7.
5

3
0

9
5 6
5

480

95 95290

背かご(テルハ点検設備）平面図 ・ 1/20

(Ｃ矢視図)

上部接続プレート詳細図 ・ 1/20

(Ｄ矢視図) 制作数：２

Ａ矢視

Ｃ矢視

Ｂ矢視 Ｄ矢視

背かご(テルハ点検設備）平面図 ・ 1/20

(Ｂ矢視図)

背かご(テルハ点検設備）平面図 ・ 1/20

タラップ(テルハ点検設備)正面図 ・ 1/20

背かご(テルハ点検設備）側面図 ・ 1/20

　２令和７

 A2:1/20　A3:1/28.28

胆沢第二発電所建屋増築工事

　
増

築
・
改
修

：
　
　
　

　
　
　
　

A2
:1
/
20

　
タ

ラ
ッ
プ
．

背
か
ご
　

　
　
 
・

増築・改修：タラップ．背かご(テルハ点検設備）詳細図

図面内容

　５２　Ａ６３　
(
テ
ル

ハ
点
検
設

備
)詳

細
図
　
　

A3
:1
/
28
.2
8



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

断面詳細図 ・ 1/20

断面詳細図 ・ 1/20

手摺笠木詳細図 ・ 1/20

手摺詳細図 ・ 1/20

300 5,700 200

6,200

3
0
0

300 5,700 200

6,200

1
,
2
00

1011121314151617 6789 345 2

90
0

1
,
2
00

30
0

1,
2
00

1011121314151617 6789 345 2 1

9
001,
2
00

手摺笠木：木製（米松）ウレタン塗装

3
0
0

300 5,700 200

6,200

1
,
20
0

10 6789 345 2 1

9
0
0

1
,
20
0

300 5,700 200

6,200

220

20
5
.
88

30

85
0

8
5
0

135

9
0
0

10

12.5 12.590

2,
7
00

8
00

2
,7
0
0

8
0
0

2
,
70
0

1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

3,
5
0
0

3
,
5
00

9
0
0

３ＦＬ

１ＦＬ

10

4
0

1,200

90
22

12.512.5

有効巾798

5017575
10

上ル

手摺：集成材　40型

下ル

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃220788.5 〃〃〃〃〃〃 220〃

手摺：集成材　40型

135

220〃 〃 〃 〃 〃 〃〃220 〃〃 〃 〃 〃 〃 〃

220 220〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 878.5

手摺：集成材　40型

85
0

下ル 上ル
（１Ｆへ） （３Ｆへ）

788.5 878.5

7
9
8

79
8

7
9
8

X3X4 X3X4

Y1

Y1

Y1

X3X4

X3X4

木製（米松）ウレタン塗装

木製（米松）ウレタン塗装

　　　トラバーチン模様〈軽量鉄骨天井下地組〉

手摺り：集成材 ４０φ

壁：ビニールクロス張り

塩ビ廻り縁

フリーブラケットＢ
手摺：集成材　40型

手摺下地補強

見切：木製ＣＬ
　　　60×60

手摺り：集成材 ４０φ

外壁

間仕切り　ＬＧＳ９０

ソフト巾木

ササラ桁　ＰＬ－１２

Ｌ－４０×４０×５

ＰＬ－２.３

モルタルｔ＝３０
ワイヤラス１００＃

リノリウム床シート貼り
 　　　　　　ｔ＝２.５

ノンスリップ　Ｗ＝４０

ＰＬ－２.３

リノリウム床シート貼りｔ＝２.５
モルタルｔ＝３０
ワイヤラス１００＃

ＰＬ－１.６

ササラ桁　ＰＬ－１２

Ｌ－４０×４０×５

吊り戸棚
レンジ
フード

(▲ＧＬ：荷卸室出入口前)
E.L.169.60

E.L.170.00
(▽１ＦＬ)

4
00

E.L.173.50
(▽２ＦＬ)

E.L.177.0
(▽３ＦＬ)

２ＦＬ

　２
胆沢第二発電所建屋増築工事

１階階段平面詳細図 ・ 1/50

階段断面詳細図 ・ 1/50

２階階段平面詳細図 ・ 1/50

３階階段平面詳細図 ・ 1/50

　　増築・改修：階段詳細図

増
築
・

改
修
：
階
段

詳
細
図
 ・

1,3351,345 3,520

1,3351,345 3,520

1,3354,865

1,335

2
,2
7
0

2
,
07
0

1,760

1,760

　　　60×60
見切：木製ＣＬ

1,335

令和７

　５３　Ａ６３

天井：化粧石コウボード打上（910×910×9.5）

　〈石コウボードｔ＝12.5、軽量鉄骨壁下地組〉

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
A2

:1
/2
0.

1/
50

 A2:1/20.1/50　A3:1/28.28.1/70.70　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
A3

:1
/2
8.

28
.1
/7

0.
70



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

名　称

場　所 外壁～外壁、内壁～内壁

ＥＸＰ．Ｊ 縮　尺 1/5 ＥＸＰ．Ｊ 縮　尺 1/5 ＥＸＰ．Ｊ 縮　尺 1/5

床～壁天井～壁

形　態

名　称

場　所

ＥＸＰ．Ｊ

床～床

形　態

縮　尺 1/5 ＥＸＰ．Ｊ

屋根～壁

縮　尺 1/5

2.51602.5

70 50 70

2
5

1
6
0

5
0

9
3

1
2

1
0
5

40

18 5 100 25 12.5

25

12

4
5.
5

39
.
5

60

15 25 65

50 70

2.5

105

2
55
2

1
2

4
0

12 93

105

50 55

9.
5

200

100

3
00

既存ＲＣ柱

既存ＲＣ屋根

既存ＲＣ壁

外壁 壁：ビニールクロス張り
　〈石コウボードｔ＝12.5、軽量鉄骨壁下地組〉

モルタル

壁：ケイ酸カルシウム板ｔ＝8張り
　〈軽量鉄骨壁下地組〉

立上り部：屋根同材ステンレス鋼板ｔ＝0.4
　　　　　アスファルトルーフィング940
　　　　　硬質木毛セメント板ｔ＝25

ＥＸＰ／Ｊ　水切り

床：リノリウム床シート貼 ｱ）2.5㎜

モルタル

天井：化粧石コウボード打上ｔ＝9.5

外壁

既存ＲＣ壁

　２令和７

 A2:1/5　A3:1/7.07

胆沢第二発電所建屋増築工事

　
　

増
築
・
改

修
：
　
　

　
　
A
2:
1
/5

　
　

雑
詳
細
図

　
№
１
　

　
　
A
3:
1
/7
.0
7

　
　

　
　
　
　

　
　
　
 
・

　増築・改修：雑詳細図　№１
設計図番号

　５４　Ａ６３



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

　２

密粒度アスコン　厚さ５㎝
（プライムコート共）
クラッシャーラン砕石　厚さ２５㎝

地先境界ブロック

土・砂利

40

2,
5
0
0

20

4
0

たたみしろ寸法：433.5

た
た
み
込
巾
：
23
0

116.5

116.5

2
5

10

40

10 10

42

12.5 90 12.5

ＦＬ

378

278

2
5

10

1
0
03
0 6
0

3
0
0

36
0

1
3
0

50 300 50

300

380

400

290

4
4

ＧＬ

1
5
0

900

1
5
0

150

3
0

12
0

2
00

200

名　称

場　所

地先境界ブロック

通路

形　態

縮　尺 1/20 排水Ｕ字側溝

建物周囲

縮　尺 1/20

鉄部　ＳＯＰ

荷卸室（荷卸ハッチ）

転落防止柵 縮　尺 1/20

1/10縮　尺

窓（１階事務室、２階事務室、３階事務室）

額縁1/5縮　尺

２階事務室、３階事務室

アコーデオンカーテン名　称

場　所

形　態

5
0

220

12
0

120

1
0
05
0

2
50

グレーチング蓋

グレーチング蓋

額縁：木製　ＳＯＰ

額縁：木製　ＳＯＰ

ＲＣスラブ板　ｔ＝120

PL-3.2 

ＲＣスラブ板　ｔ＝120

PL-3.2 

Ａ詳細図　1/5

ビス止め（皿ネジ）

PL-3.2 

PL-3.2 

令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事 　　増築：雑詳細図　№２

　
　

　
　
　
　

 　
　
　
・
 
A3
:
1/
7
.0
7.

　
　

雑
詳
細
図

　
№
２
　

  
A3
:
 1
/
28
.2
8

　５５

縮　尺

Ｂ

踏台　解体撤去

事務室（１台）

1/20

踏面：縞鋼板t=4.5 踏面：縞鋼板t=4.5

踏台平面図

5
0

Ｂ
踏面：縞鋼板t=4.5

5050

5
0

1,000

900

Ａ Ａ

5
0
0

4
0
0

Ａ－Ａ断面図

50 50

Ｂ－Ｂ断面図

500

4005050

1,000

900

ＦＬ 2
50

50
14
5
.5

4
.
5

2
50

50

L50×50×6

L50×50×6 L50×50×6

固定式：５カ所　　可動式：１０箇所

1
5
0

1
,0
5
0

1
,
20
0

30×30、t=3.2

40×40、t=3.2

40×40、t=3.2

45×45、t=3.2

45×45、t=3.2

40×40、t=3.2金網(鉄)ピッチ30、線径3.2φ

　Ａ６３

Ａ

A2:1/5.1/10.1/20　A3:1/7.07.1/14.14.1/28.28　
 
増
築

・
改
修
：

　
　
　
 
A2
:
1/
5
.1
/1
0
.1
/
20



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

　２令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事 　増築・改修：雑詳細図　№３

　
　

　
　
　
　

　
　
　
・

　
A3
:
1/
4
2.
42
.

　
　

雑
詳
細
図

 №
３
　
　
 
A3
:
1/
1
41
.4
0

Ｂ

Ｃ

Ｃ’

Ａ

Y2

Ｎ

Y1

Y04

Y05

（
既
設
）

（
新
設
）

排
水
Ｕ
字
溝

排
水
Ｕ
字
溝

通気孔

3
2
5

110

300

3
20

既
存
側
溝

犬走り

既
存
側
溝

車止め支柱（ガードパイプ：スチール製）

車止め支柱
（ガードパイプ：スチール製）

車止め支柱（ガードパイプ：スチール製）

車止め支柱
（ガードパイプ：スチール製）

±0

下ル

ヒューム管埋設

ヒューム管埋設

Ｂ 　Ｂ’

Ａ 　Ａ’

３４ １２

X1X3 X2X4 X03 X04
X1

Ａ～Ａ’断面図　・　1/30

Ｂ～Ｂ’断面図　・　1/30

密粒度アスコン　厚さ５㎝
（プライムコート共）
クラッシャーラン砕石　厚さ２５㎝

コンクリート叩きｔ＝150
Ｄ１０－２００＠（タテ・ヨコ共）

ヒューム管　250Φ　T-25

側溝取合：モルタル詰め

密粒度アスコン　厚さ５㎝ 密粒度アスコン　厚さ５㎝

グレーチング蓋

1
5 0

1 5
0

3,000

3
0

5
0

2
50

3
0

1
0
0

1
0
0

3
60

EL=170１ＦＬ

ＧＬ EL=169.6

EL=170１ＦＬ

ＧＬ EL=169.6

Ｃ
　
Ｃ
’

EL=170１ＦＬ

ＧＬ EL=169.6

Ｄ～Ｄ’断面図　・　1/30

グレーチング蓋

コンクリート叩きｔ＝150

Y05

平　面　図　・　1/100

　５６　Ａ６３ A2:1/30.1/100　A3:1/42.42.1/141.40　
　

増
築
・
改

修
：
　
　

　
A2
:
1/
3
0.
1/
1
00



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

3,
63
0

敷
地
境
界
線

メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン
ス
：
H=
2,
00
0

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

敷
地

境
界

線
敷

地
境
界

線

メ
ッ

シ
ュ

フ
ェ

ン
ス
：

H
=2
,
00
0

敷
地
境
界

線

4,
00
0

メッシュフェンス：H=2,000

道路

敷
地
境
界
線

接
道
長
さ
：
3,
63
0

敷地境界線

既存建物№２
車庫(鉄骨造平屋建)
最高高さ：3,500㎜
最高軒高：3,150㎜

建築面積･床面積共：56.40㎡

既存建物№１
油倉庫(ＣＢ造平屋建)
最高高さ：2,650㎜
最高軒高：2,400㎜

建築面積･床面積共：7.05㎡

50 50300

400

3
00

6
0

36
0

コンクリート

1
9
,7
0
0

　 排水Ｕ字溝Ａ－Ａ断面図　・　1/10

Ｎ

３００Ｂ程度
新設側溝及び既存再利用

Ａ
Ａ

　２令和７
胆沢第二発電所建屋増築工事 増築・改修：外構平面図．部分断面図

屋外変電スペース

上
ル

1 2

3

321

ス
ロ
ー
プ

±0

　５７

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

　　　 外　構　平　面　図　・　1/300

草・砂利敷き(既存のまま)

草・砂利敷き
(既存のまま)

砂利敷き
(既存のまま)

コンクリート叩き(既存のまま)

蓋付きケーブルピット
巾500㎜、深さ350㎜
(既存のまま)

蓋付きケーブルピット
巾500㎜、深さ350㎜
(既存のまま)

既存側溝（既存のまま)

草・砂利敷き
(既存のまま)

砂
利
敷
き(

現
況
の
ま
ま)

排水Ｕ字側溝
巾300㎜、深さ300㎜
グレーチング蓋付
(既存のまま)

草・砂利敷き
(既存のまま)

草
(既存のまま)

排水U字側溝巾300㎜、
深さ300㎜、グレーチング蓋付

(L=13,520㎜)既存再利用

排水U字側溝巾300㎜、
深さ300㎜、グレーチング蓋付

(L=6,180㎜)新設

コンクリート集水桝
1000㎜×1000㎜
グレーチング蓋付
(既存再利用)

排
水
U
字
側
溝
巾
30
0
㎜
、
深
さ
30
0
㎜

グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
付
(
L
=1
7
,
00
0
㎜
)
新
設

排水U字側溝巾300㎜、深さ300㎜
グレーチング蓋付(L=12,680㎜)新設

コンクリート集水桝1000㎜×1000㎜
グレーチング蓋付(新設)

※　　　　　アスファルト舗装新設部分を示す

舗装：Ａ－５－２５（密粒度アスコン　再生砕石）

　　　　　　既存舗装撤去の上新設面積：24㎡(CAD測定)

　　　　　　舗装：Ａ－５－２５（密粒度アスコン　再生砕石）

※　　　　　既存コンクリート叩き撤去処分の上、アスファルト舗装新設部分を示す

※　　　　　側溝(ヒューム管含む）・桝新設部分を示す

　　　　　　コンクリート集水桝新設(1,000㎜×1,000㎜)：1箇所

　　　　　　ヒューム管新設長さ：3,000㎜＋4,200㎜＝7,200㎜

※　　　　　既存再利用（側溝・桝）部分を示す

　　　　　　既存再利用コンクリート集水桝(1,000㎜×1,000㎜)：1箇所

舗装新設面積：181.23㎡(CAD測定）

※　　　　　既存アスファルト舗装・縁石・側溝・桝を示す

草・砂利敷き(既存のまま)

土（既存のまま）

砕石敷き（既存のまま）

地先境界ブロック・
アスファルト舗装
(既存のまま)

アスファルト舗装
(既存のまま)

　Ａ６３

グレーチング蓋:40×40×5､W=1,000㎜

増
築

・
改
修
：

外
構
平
面

図
.　

 A
2
:1
/1
0
.1
/
10
0

　
　

　
　

　
　

部
分

断
面

図
　

　
A
3
:
1
/
4
2
4
.
2
0

 A2:1/10.1/300　A3:1/14.14.1/424.20　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
･
 
A
3
:
1
/
1
4
.
1
4
.

現況建物
発電所

(ＲＣ造地下４階地上１階建)
最高高さ：5,100㎜
最高軒高：4,800㎜
建築面積：184.48㎡
延床面積：899.25㎡

既存建物№３
操作室(ＲＣ建平屋建)
最高高さ：7,000㎜
最高軒高：6,950㎜
建築面積：66.64㎡
延床面積：66.64㎡
※仮使用中建物

※土間下：ヒューム管200φ
(L=3,000㎜)新設

※土間下：ヒューム管200φ
(L=4,200㎜)新設

　　　　　　側溝新設長さ：6,180㎜＋17,000㎜＋12,680㎜＝35,860㎜(CAD測定)

　　　　　　既存側溝長さ：13,520㎜(CAD測定)



特 記 及 訂 正 事 項 図面内容

縮    尺

作成年月日

年 月

設計図番号

枚の内 枚

設計図整理番号第　  　  　  　号

計 担図 承設 製 当 認

日令和７ 　２
胆沢第二発電所建屋増築工事 増築・改修：地下構造物と増築杭位置確認図

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

 　
 
・

 
増
築
・

改
修
：
地

下
構
造
物
と

　
A
2:
1/
1
00

　５８　Ａ６３

下ル

1
5,
6
25

1
,8
7
5

3
,7
5
0

Ｂ

1
0,
0
0
0

42
5

1,
1
1
0

2
,
01
5

2
00

9
00

97
5

1
,8
7
5

Ｃ

Ｃ’

1,
7
50

42
5

7
5

10
0

50
0

4
2
5

12
5

Ａ

通気孔

△壁芯(既存建物)

(
既
存
建
物
)

▽
壁
面
　
　

△壁芯(既存建物)

▽壁面(増築建物)

出入口

△壁芯(既存建物)

EXP.J

荷卸ハッチ
3,500×4,000

荷卸室

3
0
0

4
,9
7
5

3
0
0

4
,9
7
5

1
,
20
0

2
25

5
,
50
0

▽壁芯 ▽壁芯

▽
壁
芯

123456789

上ル
湯沸コーナー

1,380

7
,
07
5

1
,5
0
0

1
,4
0
0

2
1
,
25
0

1
5,
9
7
5

Y2

（
既
設
）

（
新
設
）

排
水
Ｕ
字
溝

排
水
Ｕ
字
溝

（
新
設
）

排
水
Ｕ
字
溝

排
水
Ｕ
字
溝

犬走り

（
既
存
再
利
用
）

△壁芯(既存建物) Y3

Ｂ

5
,
62
5

5
,
18
5

4
4
0

1
2
,
66
5

1
2
,
22
5

3,
4
3
5

△壁柱(既存建物)

△壁芯(既存建物)

▽柱芯(増築建物)

△壁芯(増築建物)

X1X3 X2
18,500

300300 5,700

6,200

8,275

4,000 4,2753,000

壁
芯

△ (
既
存
建
物
)

▽
壁
心

上ル

出入口

△
壁
芯

3

3
2
1

(
既
存
建
物
)

▽
壁
芯

△
壁
面

(
増
築
建
物
)

△
壁
芯

上ル
スロープ

75 2,300 2,100 2,575 2,775 450 2,125 4,225

300
3,9251,950

100
75

雑品庫・荷卸室ＥＶ室

1,775

1
5
ｔ

テ
ル

ハ
(無

線
・

床
上

操
作

切
替

方
式

)

事務室

Ｎ

3
,
00
0

6,800

※　　　　　は増築部分を示す

EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

EXP.J
既
存
部
分
増
築
部
分

犬走り

１階平面図(E.L.170.00)・1/100

出入口

出入口

ポーチ
出入口

ダクト
スペース

5
5
0

5
5
0

△柱芯△柱芯

3,925

1
2

3,925

2,
4
5
0

▽ポーチ柱芯

▽ポーチ柱芯

▽ポーチ柱芯

2,
4
5
0

Y1

Y04

Y05

X4 X03 X04

2,000

1,950

18,500

水車・発電機中心線

2
0
0

2
,
1
40

800 800 800
200 200 1,100

2,250

EXP.J

EX
P.
J

送風機室

987.5 1,112.5

1,200 900

女子トイレ

女子更衣室
掃除用具置場

男子トイレ

6
7
0

１３ ２４

通路・階段室

UP

UPDN

配電盤室

杭先端 GL-30.9m、杭長 29.0m

杭先端 GL-21.9m、杭長 20.0m

新
設
水
圧
鉄
管
路

中
心
線

水
車
・
発
電
機

中
心
線

新
設
水
圧
鉄
管
路

中
心
線

水
車
・
発
電
機

中
心
線

5,500

15,200

PHC600φ、上杭B種10.0m ＋ 中杭A種10.0m ＋ 下杭A種9.0m

 
増
築
杭

位
置
確
認

図
　
　
　
　

　
A
3:
1/
1
41
.
40

 　　　A2:1/100　A3:1/141.40

PHC600φ、上杭B種10.0m ＋ 下杭A種10.0m



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

枚の内 枚

日月年

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７ 　２

図面内容

Ｎ

EXP.J
既
存
部
分
増
築
部
分

EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

2/100

2/100

2/100

3/100

EX
P.
JEXP.J

EXP.J
既
存
部
分
増
築
部
分

EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

2/100

2/100

2/100

EX
P.
JEXP.J

※　　　　　は増築部分を示す ※　　　　　は増築部分を示す

　５９

増築・改修：枠組本足場仮設計画配置図

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
・

 
増
築
・

改
修
：
枠

組
本
足
場
　

　
A
2:
1/
1
00

　Ａ６３

手
摺
先
行
方
式

L
=
3,
3
25
㎜

H
=
6,
5
58
㎜

手摺先行方式：Ｌ＝8,350㎜、H＝11,158㎜

手摺先行方式：L=8,350㎜、H=6,058㎜

手
摺
先
行
方
式
：
L=
1
0
,8
5
0㎜

、
H
=
6,
0
5
8㎜

手
摺
先
行
方
式

L=
1
,
87
5
㎜

H
=1
1
,1
5
8
㎜

　　　　　A2:1/100　A3:1/141.40

枠組本足場配置計画図(本体増築部分) ･ 1/100 枠組本足場配置計画図（ポーチ増築部分)・1/100

手
摺
先
行
方
式
：
L=
2
4
,0
0
0㎜

､
H=
1
1,
1
5
8㎜

手
摺
先
行
方
式
：
L
=8
,
4
00
㎜
､
H
=
11
,
15
8
㎜

手摺先行方式：L=17,200㎜、H=3,900㎜

手
摺
先
行
方
式

L
=
3,
0
00
㎜

H
=
3,
9
00
㎜

手
摺
先
行
方
式

L
=
3,
0
00
㎜

H
=
3,
9
00
㎜

 
仮
設
計

画
配
置
図

　
　
　
　
　

　
A
3:
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1
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.
42



　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　
 ・

設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

令和７ 　２
胆沢第二発電所建屋増築工事

 A2:1/100　A3:1/141.40

Ｎ

600

荷卸ハッチ1,
8
0
0

5
0
0

5
,0
0
0

ＥＶ室

1,100
開口幅

900
出入口幅

EXP.J

EXP.J

廊下

Ａ

Y2

70
0

ケーブル処理室

E.L162.850

床板張

70
0

1,600

500

5
,0
0
0

4
,
00
0

3,500

荷卸ハッチ

昇降路

Ａ

Y2

Y1

蓄電池室

ケーブル処理室入口

階段

上ル

Y1

△壁面(既存建物)

Y03 Y03

Y02 Y02

Y01 Y01　面積算定
▽壁芯

6
,
5
25

6,
2
7
5

▽壁面

△壁芯

6
,
5
25

6,
2
7
5

▽壁面

△壁芯

水車・
発電機
中心線

6
,0
0
0

水車・発電機中心線

2,400 7252,875
開口部

(H=2,500)

※　　　　　は増築部分を示す※　　　　　は増築部分を示す

X1X2
18,500

X4 X3 X01 X02

300 5,700 8,275 3,925 300

7,625 10,275

X1X2
18,500

X4 X3 X01 X02

300 5,700 8,275 3,925 300

7,625 10,275

新
設
水
圧
鉄
管
路

中
心
線

水
車
・
発
電
機

中
心
線

2,000

新
設
水
圧
鉄
管
路

中
心
線

水
車
・
発
電
機

中
心
線

2,000

3,
2
50

70
0

6
,
00
0

▽
壁
芯
(
上
部
増
築
建
物
)

△
柱
芯
(
上
部
増
築
建
物
)

▽壁面(増築建物)

△
壁
芯
(
上
部
増
築
建
物
)

▽
柱
芯
(
上
部
増
築
建
物
)

▽
壁
芯
(
上
部
増
築
建
物
)

△
柱
芯
(
上
部
増
築
建
物
)

△
壁
芯
(
上
部
増
築
建
物
)

▽
柱
芯
(
上
部
増
築
建
物
)

9,
0
50

1
,
75
0

2
,
40
0

9
00

3
0
0

仮
設
階
段
：
H
=
19
,
46
0

9,
0
50

7,
2
00
(
W
1,
2
00
×
6台

)
1
,
75
0

2
,
40
0

9
00

3
0
0

仮
設
階
段
：
H
=
19
,
46
0

5
0
0

5
0
0

1
0
0

1
0
0

壁面(増築建物)

既
存
部
分
増
築
部
分

EXP.J EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

既
存
部
分
増
築
部
分

EXP.J EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

4,400

9001,8001,000 900 1,000

800 800

6,000(W1,200×5台)

11,600

仮設階段：H=19,460

4,400

9001,8001,000 900 1,000

800 800

11,600

仮設階段：H=19,460

▽
壁
面

△
壁
面

△
壁
面

▽
壁
面

△
壁
面

△
壁
面

矢板・根切ライン
(別途工事)

6,000(W1,200×5台)

2,400(W1,200×2台)

枠組足場：H＝19,460

枠
組
足
場
：
H
＝
1
9,
4
6
0

7,
2
00
(
W
1,
2
00
×
6台

)
枠
組
足
場
：
H
＝
1
9,
4
6
0

枠組足場：H＝19,460

枠組足場：H＝7,000

増築・改修：エレベーター設置仮設計画図

　６０　Ａ６３

矢板・根切ライン
(別途工事)

踏み板（地上階のみ）

　
　
　

　
　
　

 仮
設
計

画
図
　

　
　
 　

 A
3:
1/
14

1.
40

 増
築
・
改

修
：
エ

レ
ベ

ー
タ
ー

設
置
　

　
A2
:1

/1
00

　　地下１階平面図(E.L.164.70)　・　1/100 　地下中２階平面図(E.L.162.85)　・　1/100



設 製計 担図 承当 認

設計図整理番号第　  　  　  　号

設計図番号

作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

令和７ 　２
胆沢第二発電所建屋増築工事

 A2:1/100　A3:1/141.40

Ｎ
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1
3,
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5
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6
00
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倉庫

通気孔

600

荷卸ハッチ

踊場
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,
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0

70
0

3
,
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0

ＥＶ室

1,100
開口幅

900
出入口幅

EXP.J

EXP.J

廊下

Ａ

Y2

7
,0
7
5

キュービクル室

7
0
0

蓄電池室

通気孔

排水溝

16,000

5,500 6,000 4,500

Y1

３４ ２ １

7,500 8,500

X1X2
18,500

X4 X3 X01 X02

4,400 2,075

300 5,700 8,275 3,925 300

7,625 10,275
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壁
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建
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柱
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部
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築
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0 △壁面(既存建物)
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▽壁芯(上部増築建物)
▽柱芯(上部増築建物)
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Y01 　面積算定
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2
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▽壁面

▽壁面
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面
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壁
芯
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面

▽
壁
面
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車
・
発
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機

中
心
線

▽壁芯

壁面(増築建物)

Ｂ
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Ｄ

Ｄ

6
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水車・発電機中心線

新
設
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圧
鉄
管
路

中
心
線

水
車
・
発
電
機

中
心
線

2,000

既
存
部
分
増
築
部
分

EXP.J EX
P.
J

既
存
部
分

増
築
部
分

725

給気開口：W260×H1,000（建築工事)

4,000

2
,
50
0

1
,
80
0

ケーブル処理室入口

2,875 2,400
開口部

(H=2,500)

※　　　　　　は仮設工事部分を示す

8
0
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ＥＶ室
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開口幅
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出入口幅

廊下

1
,0
0
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500300
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0
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ローター
休み孔
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ハッチ

冷却水

油倉庫
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U V W N CABLE

UP
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500 500
1,
20
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風洞

X1X2
18,500

X4 X3 X01 X02

300 5,700 8,275 3,925 300
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▽
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芯
(
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※　　　　　は増築部分を示す 　　　　　　　  　（E.L.151.93)　　地下２階平面図　　　　　　　･　1/100 ※　　　　　は増築部分を示す

※　　　　　は柱を示す

３４ ２ １

※　　　　　　は仮設工事部分を示す
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増築・改修：地下１階・地下２階仮設計画図
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既存流し台(W925×H700×D460)
コンクリート造、　　　　　　
シンク部分(塩ビ板張り)　　　

　　地下１階平面図(E.L.164.70)　・　1/100

　仮設間仕切壁
　 　単管パイプ下地の上、ベニヤｔ＝5.5張り
　　 仮設扉(ベニヤ合板程度無塗装：W750×H1.800)
　　 W4.0m×D2.5m×H3.0m

　仮設間仕切壁
　 　単管パイプ下地の上、ベニヤｔ＝5.5張り
　　 仮設扉(ベニヤ合板程度無塗装：W750×H1.800)
　　 W4.4m×D1.5m、D1.1m×H3.0m
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設計図整理番号第　  　  　  　号
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作成年月日

枚の内 枚

日月年

図面内容

縮    尺

特 記 及 訂 正 事 項

胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７

（参考品番：ジーポートPro3000タイプ「１台用、単体、柱４本仕様：MCD　G60A-1」加工品　YKKap㈱）　

Ｎ

±0

出入口 出入口出入口

駐車
スペース

±0

浄
化
槽

計画建物№１

発電所

(ＲＣ・鉄骨造建)

(地上３階建・地下４階建)

+1,200

1,380

3,
05
0

8
,
8
00

(建物～既存側溝間)

（既設）汚水枡
165φ

面 　 積 　 表

坪

坪

坪

建築面積

１階床面積

延べ面積

※参考品仕様「国土交通省告示第４１０号　適合確認書」による延べ面積

㎡

㎡

㎡

◎建築面積計算式

5.45×1.473=8.02785

　　　∴８．０３㎡

5.45×1.473=8.02785

　　　∴８．０３㎡

８．０３

８．０３

８．０３

２．４２

２．４２

２．４２

1
,4
7
3

5,450

《建築面積・延べ面積求積図・1/100》

◎１階床面積・延べ面積計算式

A2:1/50.1/200　A3:1/70.71.1/282.80

A2
:1
/
50
.1
/
20
0

A
3
:1
/7
0
.7
1
.1
/2
8
2.
8
0

軒先ライン

5,450

1,173 3,100 1,177

（面積算定長さ）

5,450

3
90

1
,
47
3

3
90

軒先ライン

390 3902,710978 982

軒先ライン

1
15
.
5

5,450

1,173 3,100 1,177

（面積算定長さ）

11
5
.5

5,450

（
面
積
算
定
長
さ
）

1
,4
7
3

390 3902,710978 982

1
,7
0
4

3,000

650

たて樋：60φ たて樋：60φ

平　面　図　・　1/50

・・・面積算定部分を示す

平　面　図　・　1/50

・・・面積算定部分を示す

・・・土台（コンクリート叩き）部分を示す：H=150㎜・・・土台（コンクリート叩き）部分を示す：H=150㎜

【№２】最高の高さ：3,264㎜

【№３】最高の高さ：2,764㎜

【№２】最高軒高　：3,083㎜

【№３】最高軒高　：2,583㎜

※新設：機械設備工事（900×4,200）

1,900

1
,4
7
3

3,1003,100 3,000

計画建物№２ 計画建物№３

1
,7
0
0

【共通】（計画建物：№２・№３）

【室外機上屋】（計画建物）№３

【室外機上屋】（計画建物№２・№３）

【
室
外
機
上
屋
】
（
計
画
建
物
№
２
・
№
３
）

【室外機上屋】（計画建物：№２・№３）

配　置　図 ・ 1/200

配置図．平面図．面積表

配
置
図

.平
面
図
.
面
積
表
･

【室外機上屋】（計画建物）№２

２

※既存のまま

Ａ６３ ６２
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胆沢第二発電所建屋増築工事
令和７

（参考品番：ジーポートPro3000タイプ「１台用、単体、柱４本仕様：MCD　G60A-1」加工品　YKKap㈱）　

A
2:
1/
5
0

A2:1/50　A3:1/70.71

A
3:
1/
7
0.
7
1

正面図．側面図．屋根伏図

・
正
面

図
．
側
面

図
．
屋
根

伏
図

ＧＬ

390
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柱：アルミニウム合金 125□

（既設：コンクリート叩　H=150)
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390 390
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たて樋：60φ

柱：アルミニウム合金 125□
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屋根：スチール折板 ｔ＝0.8㎜
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たて樋：60φ

柱：アルミニウム合金 125□
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屋根：スチール折板 ｔ＝0.8㎜
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（面積算定長さ）
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5,450
（面積算定長さ）

1,
7
0
4

（
面
積
算
定
長
さ
:
1,
4
73
）

100
2
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屋根：スチール折板 ｔ＝0.8㎜
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（面積算定長さ）

正　面　図　・　1/50 正　面　図　・　1/50

（既設：コンクリート叩　H=150)
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【№３】最高の高さ：2,764㎜【№２】最高の高さ：3,264㎜

（新設：コンクリート叩　H=150)
※機械設備工事
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（新設：コンクリート叩　H=150)
※機械設備工事

5
0
0

【
№
２
】
（
最
高
の
高
さ
）
3,
2
64

柱：アルミニウム合金 125□

【
№
２
】
（
最
高
軒
高
）
3
,
0
83

（室外機架台）
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（室外機）

（室外機架台） （室外機架台）

（室外機）
（室外機）

OPEN OPEN

OPEN OPEN

【室外機上屋】（計画建物）№２ 【室外機上屋】（計画建物）№３

【室外機上屋】（計画建物）№２ 【室外機上屋】（計画建物）№２ 【室外機上屋】（計画建物）№３ 【室外機上屋】（計画建物）№３
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